
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　Contents








プロローグ　暗殺者は目覚める

第一話　側にいてくれてありがとう

第二話　第七の魔族

第三話　騎士の夢

第四話　生きる意味

第五話　一筋の希望

第六話　大好きだよ

第七話　恩だけなら人生を捧げられない

第八話　希望の糸は細い

第九話　タルトのおねだり

第十話　新魔法と博打

第十一話　再会と約束

第十二話　蛇と暗殺者の騙し合い

第十三話　勇者という厄災

第十四話　一番好きな言葉

第十五話　騎士と獣

第十六話　騎士の決闘

エピローグ　君だけの時間

あとがき


















Illustration：れい亜

Design Work：阿閉高尚







[image: プロローグ　暗殺者は目覚める]

　傷を癒やすために深く眠りについた体が急激に覚醒へと近づく。

　それに伴い、現状とこれから為なすべきことが次々に脳裏へと浮かび上がってくる。

　状況はかなり悪い。

　蛇魔族ミーナの裏切りによって、四大公爵家であるゲフィス公爵の持つ国内でも最大級の都市が壊滅。

　アルヴァン王国の経済に致命的なダメージを与えるだろう。さらに軍事力も大きく削られる。

　魔物に変えられてしまった人間をどう扱うかという問題は長引くだろう。

　なにより、四大公爵家。国内有数の富と武力を持つゲフィス領ですらそうなるという恐怖が国中に植え付けられる。

『ああ、俺は怒っているのか』

　胸の奥で怒りが燃え上がっている。そしてほんの僅か後悔があった。

　蛇魔族の企たくらみを止めるべく、俺は友であるノイシュを殺した。

　ノイシュは俺が彼を見下していると思っていたが、彼のことは認めていた。

　彼の視野の広さ、政治的な立ち振舞い、メンタル面を含めた勇者へのサポート。それらは俺にはないものだった。

　そんな彼の気持ちにつけ込み利用した蛇魔族が許せない。

　許せないのは、ああなるまでどうにもできなかった俺自身もだ。

『蛇魔族の裏切りなんてものは想定していた』

　お互い、いつかどこかで裏切ることが前提の同盟。なのに、こうなってしまった自分の迂う闊かつさ。

　仮初の同盟だったからこそ手が出せなかったことなど言い訳にならない。

『俺は蛇魔族を殺す』

　それはアルヴァン王国の貴族として祖国の国益のために。それは世界を守るという女神から召喚されたものの使命。……そして純粋な私情で。

　そう決意し、ゆっくりと目を開けた。
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　目を覚ます。

　ゲフィス領郊外に設置された野戦病院の中だった。

　慌ただしく次々に運ばれてくる傷ついたものたちを医者や看護師たちが手際よく面倒を見ている。

　そして……。

「ルーグ様っ」

「良かった、目を覚ましたんだね」

　最愛の二人が俺の手をとって、涙ぐんでいた。

　一人は銀髪の美しい妖精のような儚はかなげな少女ディア。

　もう一人は金髪の可愛かわいらしい印象を受ける少女タルト。

「大げさだな、少し眠っていただけだ」

「死んだような眠りってよく言うけど、ほんとうにそんな感じだったもん」

「私もあんなルーグ様は見たことがないです。お体のほうはどうですか？」

　タルトに言われてストレッチをしながら体のセルフチェックを行う。

「……概おおむね、問題はない。六割程度の力は出せる」

　短時間の睡眠だが、【超回復】のスキルによって回復力が常人の百数十倍になっているおかげで数日分の休息に匹敵する。

　体力と魔力はほぼほぼ回復したが、当然ながら捻挫や骨のヒビは治らず内臓へのダメージも抜けていない。

　ましてや骨折など治るはずもない。

『極度の疲労があったとはいえ、手当を横着するものじゃないか』

　さらには外科的な処置を最低限に抑えたせいで、あまりよくない治り方をしている。

【超回復】とは単に自己治癒力を増すだけに過ぎない。複雑骨折をした際には破片を取り除き、正しく固定しなければ、いくら時間をかけても治らないように、放っておいて治る傷しか治らない。

　そして、精神力の疲弊。これも抜けきっていない。

　精神力もまた【超回復】でどうにかなるものではない。便利ではあるが万能には程遠いスキルだ。

　これらを総合して、万全の状態とくらべて六割程度の戦闘力と言ったところ。

「その状態でも行くんだね」

　ディアが俺の手に自分の手を重ねながら問いかけてくる。

　彼女は言葉にしないが、留とどまってほしいという想おもいが伝わってくる。

「ああ、魔族とやり合うことはできずとも、勇者の手助けぐらいはできる。蛇魔族ミーナ、あれは危険すぎる。ここで殺しておきたい」

「ねえ、ルーグ。それだけ？」

「……それだけ。ということにしてくれ」

「わかったよ」

　ディアがしょうがないと言って、俺の服を差し出してくる。

　サイドテーブルに目をやると、俺の装備がひとしきり手入れされた状態で並べられていた。

　ノイシュとの戦いで半壊した拳銃や叩たたき折られたナイフも完璧な状態になっていた。

　ディアとタルトが準備をしてくれていたのだろう。

「ルーグ様、現状報告をさせていただきます。ゲフィス領郊外での勇者と蛇魔族の戦いはまだ続いています。戦いは拮きつ抗こう、どちらも防御力が高すぎて、ダメージを与えられていません」

「この轟ごう音おんと揺れ、まさに災害だな」

　彼らは城壁を飛び越えて外でやりあっているはずなのに、ここまで音と衝撃が届く。

　もはや災害としかいいようがない。

　俺は着替え、装備を身に着け、立ち上がる。

「二人は引き続き、ゲフィス領で軍を手伝ってくれ」

「いや♪」

　ディアは笑っているが目は本気だ。

　ついてくる気のようだ。

　ディアを止めてほしくて、タルトのほうを見ると。

「その体のルーグ様を一人で行かせるなんていやです。大丈夫です。足手まといにはなりませんから」

　こっちもまったく譲るつもりはない。

　俺は苦笑し、彼女たちの心配をし、そしてどこか心強く感じている自分に気づいてしまった。

「そうか、頼む」

「任せて、たまにはお姉ちゃんらしいところ見せないとね」

「私はルーグ様の専属使用人ですから」

　その返事に頷うなずいて、一歩を踏み出した。

　ノイシュの仇かたき討うちをしたいと考え、二人がそばにいることに安あん堵どする。

　私情を挟みすぎだ。

　かつての自分では考えられない。

　だが、それがきっと人間らしさで俺が得たかったものなんだろう。
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　走る。天災の中心に向かって。

　あまりにも派手すぎて、エポナと蛇魔族の居場所を捜す必要もない。

「二人に現状を伝えておく」

　俺の後ろを走る二人はこくりと頷いた。

「状況は最悪と言っていい、魔族は数十万の命を束ねた【生命の実】を食すことで魔王に至ることを至上命題としている。魔王とやらになるには複数の【生命の実】が必要らしい」

　だからこそ大都市ばかりを襲う。

　そのせいでいくつかの街はやられてしまった。

「そして【生命の実】を食べるごとに力を増す。あのエポナと数時間戦い続けられるのもそのおかげだ。たった一つでこれだ。二つ目を食べたらどうなるかと考えるとぞっとする」




　俺がエポナと真っ向勝負すれば戦いにすらならない。

　ありとあらゆる罠わなと武装を駆使して、策を用いてなんとか一太刀浴びせられるかどうか。

　それと互角に蛇魔族は戦っている。

　だというのに、さらに強くなってしまえば？　答えは明白。そんなものはどうにもならない。

　一応死んでくれるエポナと違い、魔族たちはコアである紅あかい心臓を砕かねばいくらでも再生するうえ、紅い心臓は勇者しか原則砕けない。

　俺にとっては天敵だ。

「そうなったら終わりだね」

「ルーグ様がノイシュさんを止めてなければ詰んでました。今頃、二つ目の【生命の実】が渡されていたはずです」

　ゲフィス領で起こった災禍ですら陽動だった。

　本命は蛇魔族ミーナが勇者エポナを引き付け、その間に蛇魔族の使徒となったノイシュがゲフィス領近隣の大都市を襲撃、数十万人を殺し【生命の実】にして持ち帰る。

　そしてそれをミーナが得て勇者の力を上回り勇者殺しを為すというもの。

　その本命は俺が潰した。ノイシュを殺すことによって。

「蛇魔族の強さは厄介だ。それ以上に、あの悪辣さと能力は危険過ぎる。あれをこれ以上生かしておくわけにはいかない」

　人間を魔物、あるいは使徒にする力。

　もっとも憂慮すべき能力は魔物に作り変えた人間が正体を隠し社会に溶け込み、いつでも牙を向けられるという悪質さは他のどの魔族よりも高い。

　おそらくこれから国中でゲフィス領がそうなったように、魔物にされたものがいないか？　という疑心暗鬼が国中にはびこる。隣人が魔物じゃない保証はない。

　そして魔女狩りのようなことが起こる。次々に冤えん罪ざいが起きて、重要な人物が死に政治と経済が滞るだろう。

　そうなればアルヴァン王国は内側から崩れていく。

　これは対抗策を用意しなければ必ず起こる未来だ。

「うん、怖いよね。だから、確実に仕留めないとね。私も頑張るよ」

　ディアには俺の言ったことが正しく伝わるのだろう。

　ヴィコーネ伯爵令嬢として彼女は政治にも造詣が深い。

　俺は焦る心を抑え、冷静になれと自分に言い聞かせて足を速めた。
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　魔力を眼めに集め、トウアハーデの瞳で遠視する。

　かなりの離れた場所でエポナと蛇魔族が戦っていた。

　エポナは身体には傷一つついていないが、すでに衣服は破れ大きく肩で息をして全身にあの禍まが々まがしい紅いオーラを纏まとっていた。

　そして蛇魔族ミーナのほうは右腕を失い、血の気を失った顔でそれでも薄笑いを浮かべている。

『ほう、やはり勇者との戦いでは魔族特有の再生能力は働かないか』

　激しい戦いだ。俺が彼らを観測しているのは戦闘の中心から二キロほど離れているポイント。

　ここから先、一歩でも踏み込めば気づかれると肌感覚でわかる。ここがぎりぎりだ。

　ディアとタルトは短く詠唱する。

　ディアは大地に手をあて、そしてタルトは祈るように手を組み、それぞれの魔法を発動させた。

「【大地探索】」

「【空間探索】」

　ディアの大地探索は地面に対してソナーを打つようにして大地に接するすべての物質、地中までを感知し、タルトの空間探索は空気に触れるものすべてを感知する。

　その効果範囲はおおよそ、自身を中心に五百メートルが限界。

　蛇魔族の感覚でも二キロ離れた俺たちに気づくことはできない。

　だが、あいつは蛇という端末と意識を共有できる。

　その可能性を消すための用心。

「土の中に蛇はいないよ」

「空間探索にも反応なしです」

「わかった」

　ならば、仕事が可能。

　二キロ以上の超遠距離狙撃を行う。

　それで殺せるなんて甘いことは考えていない。

　だが、エポナの前で致命的な隙をさらさせてやることはできる。

　その一瞬があればエポナは確実にあいつを殺してくれる。

【鶴革の袋】、異次元にものを収容できる神器からレールガンを取り出す。

　電磁力で弾体を加速・発射する大砲。

　俺が扱う切り札の一枚。

　精度・威力を上げるために改良を加えた結果大型化した。

　携行できるサイズではなく小型の大砲という表現がしっくりくる。

『これなら、あの超速戦闘にも割り込める』

　俺はトウアハーデの眼にさらなる魔力を込めて、天災の中心を観察する。

　銃弾を容易に見切る、この瞳ですら勇者と蛇魔族の動きを完全に追いきれない。

　彼らは初速で音速を超え、最高速度はその数倍。

　たえず、音速を超えた弊害で巻きおこるソニックブームが発生し、周囲のものが吹き飛び、切り刻まれている。

　二キロ離れたここに礫つぶてがライフル弾のように飛んでくる。

　流れ弾で殺されかねない。

　そんな超速戦闘に普通の銃で割り込むのは不可能。

　たとえば、狙撃銃の傑作機と呼ばれるバレットＭ82で初速に優れた十二・七七ミリ弾を使ったとしても初速は秒速八百メートル程度。

　二キロ先に届くのは二・五秒。

　初速で音速に届く相手にそんなものを当てることなど夢物語。二・五秒あれば、相手は一キロ弱動く。

　だが……

『改良を加えたレールガンなら』

　初速は秒速五千メートルに到達する。

　つまり着弾まで〇・四秒。

　これならば当てられる。

　むろんそれでも音速で動き回る対象に当てるのはひどく難しい。

　音速で〇・四秒動けば、百メートル以上動くのだから。

　それでも、戦闘中でも溜ためや息継ぎの時間がある。

　観測を続けたところ蛇魔族のそれは最短で〇・五秒。

　〇・五秒止まってくれるなら、〇・一秒を切る早撃ちができれば、弾丸到達までの〇・四秒と合わせても間に合う。

　このレールガンだからこそ可能な芸当。発射した瞬間命中するような速度が、超速戦闘への介入を可能とする。

「ディア、手伝ってくれ」

「いいよ、私を連れてきて良かったでしょ。実戦ではこれ使うの初めてだね」

「なんども実験に付き合わせて悪かったな」

「別にいいよ。お嫁さんだからね。旦那さまを支えないと」

　ディアの軽口が心地好よい。

　俺とディアはレールガンに手を添える。

　何度も実験したが、どうしてもファール石からの魔力供給では精度が犠牲になることがわかった。

　しかし、俺は魔力の貯蔵量が多くても瞬間最大魔力放出量が常人の数倍程度。

　それではレールガンを放つのに必要な魔力を供給できない。だからこそ、初期型のレールガンはファール石からの魔力供給という設計にしていた。

　いずれ、レールガンでの超精密射撃が必要になるときがくる、仕方ないでは妥協できないと考えて、ほとんどダメ元でディアにも魔力供給を頼んだ。

　本来、複数人で魔力を供給するなんてものは夢物語だ。

　魔力というのはそれぞれの波長があり、干渉しあい減衰する。

『ディアは天才だ』

　しかし、ディアはその天才の絶技で魔力の波長を俺に合わせてくれる。

　俺にはできない芸当だ。

　というより、そんな真似まねができる人間は他に存在しないのだろう。

　感覚でディアには魔力のざらつきがわかり、まるで楽器を奏でるように調律できるらしい。

　俺はただ全力で魔力を注ぎ込む。

　ディアは己の魔力を調律し俺に合わせる。

　レールガンが起動する。

　改良したのはなにも威力だけじゃない。

　静音性と隠おん密みつ性。

　これは超遠距離射撃用。

　二キロ先で多少の音や光なんて気づかれることはないかもしれない。

　しかし、それに気づくような化け物を想定しないといけない。それもまたファール石からの魔力供給が難しい理由。

　魔力が臨界、音も光も漏らさず殺意の塊が醸成される。いつでも放つことができる。

　俺はトリガーに指を添える。

　トリガーなど構造的に必要ない。

　だが、あえてトリガーを取り付けた。

　狙撃をする際にコンソレーションを高めるため。

　コンマ一秒で狙撃をする際には己のモチベーションを極限まで高めることすら必須となる。

　見る、ひたすら見る。

　溜めの一瞬を、息継ぎの一瞬を絶対に見逃さない。

　タルトが俺に向かって飛んできた石つぶてを槍やりで弾いた。

　この子がいるから俺は流れ弾を気にせず狙撃に己のすべてをかけられる。

『ああ、この子たちを連れて来てよかった』

　いつの間にか俺はこの子たちに頼っていたんだ。

　そんなことに今さら気づく。

　そして、その瞬間は来た。

　エポナの大技、それに備えるために蛇魔族が魔力を溜める。

　そう認識した瞬間、反射で俺の指は動いていた。

　レールガンから激しい光が放たれ、その後周囲がソニックブームによって切り刻まれる。

　トウアハーデの眼をもってしてもレールガンから放たれた弾丸は見えない。

　そして一秒も経たたずにレールガンの弾丸は蛇魔族ミーナの頭を吹き飛ばし、ミーナの魔法は暴発。

　頭の再生が開始されるが、それが完了する間もなく。

「はあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　エポナ渾こん身しんの紅あかい一撃がミーナを捉えた。
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　蛇魔族の体がエポナの紅い一撃に呑のまれていく。

「やったかっ」

　それは確信に近い。

　勇者の攻撃に対して魔族の再生機能は働かない。

　そして、俺は頭を撃ち抜いた。

　致命傷を狙ったわけではない、勇者以外の攻撃は数秒で回復する相手だ。なのにわざわざ体の中心ではなく的の小さな頭を狙ったのには理由がある。

　思考を奪うため。

　脳がなければ思考はできない。蛇魔族なら奥の手の一つや二つはもっている。

　頭以外を撃ち抜いて致命的な隙を作りだしたとしても、奥の手でエポナの一撃を凌しのがれては意味がない。

　ならばこそ、脳を砕き奥の手を出すことすら許さなかった。

　確実に殺した、そのはずなのに第六感が警鐘を鳴らす。

　今、自分は命の危機に瀕ひんしていると。

　拳銃に指を這はわせる。

「……っ」

　紅い奔流から筋骨隆々とした男がエポナのほうに向かって飛び出す。

　紅い奔流で身にまとった重鎧がぼろぼろと崩れ落ち、全裸になりながら。

　身長は二メートルを超え、獣のような凶悪で凶暴な笑み、俺はあいつを知っている。

　重鎧を失っただけではすまず、エポナの紅い一撃に皮膚を焼かれながらもそいつは拳を振りかぶりエポナを殴り飛ばし、こちらに目を向けた。

　二キロ離れているはずなのに目があった。

「ディア、タルト、離れっ」

　そこまでしか言えなかった。

　あれはクラウチングスタートのようなわざとらしいポーズをとったと思った次の瞬間には音を置き去りにした。

　天災を巻き起こしていたエポナや蛇魔族よりなお速い。

　ファール石を放り投げ、速度と到達時間を逆算し指向性爆発を引き起こす。

　凶悪な爆風と無数の鉄礫でできた壁を突き破りながら突進。

　世界最大の拳銃、PfeiferZeliska を模した拳銃で弾倉が空になるまで連射。

　その弾丸が弾かれてしまう。

　再生ではない、そもそも皮膚で弾かれている。

　戦車の装甲ですら貫くはずの威力。しかもあいての速度の分威力が増しているにも拘かかわらずだ。

「【多重障壁】」

　ディアの詠唱が完了し魔法が発動した。

　俺の目の前にタングステン合金でできた金属板が地面から七枚せり出し、壁となる。

　それをあろうことか飴あめ細工のようにまっすぐ打ち抜きながらその男は目の前に到達。

　にやりと野獣の笑みを浮かべ拳を振りあげた。

　口から針を吐き出し目を狙う、不意を討ったはずなのにかわされ、拳が振り下ろされる。

　せまりくる拳。

　回避は不可能、防御も不可能。

　死を確信する。

　しかし、それは俺の顔の横を通りすぎ、風圧で髪が揺れるだけで済んだ。

「よう、久しぶりだな。フェリ・マルコーニ」

「生きていたのか……セタンタ・マックネース」

　忘れるはずもない。

　セタンタ・マックネース。

　ディアの祖国、スオイゲル王国で貴族派の反乱を成功させてしまった男。

　圧倒的なまでに王族側が軍事力で勝っていたのに、この男一人の力で戦力差が覆ってしまった。

　あまりの強さに勇者ではないか？とまで言われていた男。

　しかし、倒したはずだ。

【グングニル】の一撃で。

　核にも匹敵する威力ゆえに死体が見つからなくても気にしなかった。あれを食らって生きているとは思えない。

「死んでいたさ」

　そう笑いながら左拳に握りしめていたものを放り投げる、それは紅い宝石だった。

　放り投げられた紅い宝石から糸のように肉が湧き出て、束ねられ、次第に人間を形作っていく。

　それは妖艶なる美女の形となった。

「さすがにさっきの一撃はまずかったわね。死ぬかと思ったわ」

「はんっ、不死身の魔族が言うセリフじゃねえな」
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　セタンタと蛇魔族は皮肉げに笑い合う。

　おそらく、エポナの紅い奔流に呑まれた瞬間、セタンタは突撃し、蛇魔族の紅い心臓を抜き取った。

　そしておそらく神器と思われる重鎧を犠牲にしたうえで、強きよう靭じんな肉体であの一撃を耐えきり、必勝を確信したエポナの不意を討ち殴りつけ、ここまできた。

　この状況、そして【神槍】を受けて生きていた。

　その二つから導き出されることは一つ。

「セタンタ、おまえは魔族だったのか？」

　それ以外考えられない。

　あの異様な強さも、魔族だったと考えれば納得できる。

「ああ、そうだよ。俺も知らなかったんだけどな。あの日、てめえに殺されて、ようやく自分が本当の意味でバケモンだと気づいた。笑えるよなっ」

　そこまで言うと声をあげて、あほうみたいに笑う。

　耳障りな声だ。

「何がおかしい？」

「あん？　てめえを笑ったんじゃねえよ。俺は退屈してたんだ。まわりが雑魚ばっかで戦いにならねえ、いつか物語の騎士のように強いやつと正々堂々決闘してえって言い続けた。なのにだ！　俺は化け物で、この力はズルで手に入れたもん。そら、誰も俺には勝てねえよ。正真正銘の化け物なんだから！　なのに俺はそれをてめえの力だって過信して。見苦しすぎて笑えるだろ？　なあ、笑えよ！」

　セタンタの怒りが熱になって吹き出す。

　驚いたことに、さきほどの突進はセタンタのＳランクスキル【狂戦士ベルセルク】抜きのものだったらしい。

　あの身体能力と硬さに【狂戦士】が加わればどうなるか？

　勝ち目はない。

　こうして、目の前にいるというシチュエーションに持ち込まれた時点で終わりだ。

「お望みならそうしてもいいが……それにしても、魔族とはわからなかったよ。あまりにも人間じみてる。魔族はそれぞれモチーフがある。オーク、兜かぶと蟲むし、獅し子し、土竜もぐら、蛇、人形。なのに、おまえは人間らしすぎる」

　比較的人間に近い蛇魔族ですら瞳は蛇のもの、服で隠された肌には鱗うろこが生えているし蛇の尾を隠してある。

　だが、セタンタはどこからどうみても人間だった。

　過去の記録にはそんな魔族はいない。

「俺は人間魔族らしい。はっ、人間も動物。俺は人間をモチーフにした魔族だ。どうやら最強らしいぞ」

　魔族というのは例外なく、モチーフから人間に近づく形をとる。

　人間に近づくというのが強さだとするのなら。

　もとから人間ならたしかに最強かもしれない。

　いろいろと試したが、人の形というのがもっとも魔力と親和性が高いと俺も考えている。

「納得がいった。さて、セタンタ。おまえはどうするつもりだ？　見てのとおり、おまえの勝ちだ。いつでも俺を殺せるだろう」

　そう言いながら隙を探す。

　勝つためじゃない、逃げるためのだ。

　おそらく今の状況から可能な攻撃では、やつの肉体を傷つけることすら不可能。

　しかし、こういう感覚が鋭敏な相手にはそれ故の弱点がある。

　鋭敏というのは過剰に反応すると言い換えてもいい。

　強烈な光や音を放つ、非殺傷兵器には効果が期待できる。

　すでにセタンタに見えないようにハンドサインで、スタングレネードの使用と逃げるための準備をタルトとディアに指示していた。

　一瞬の隙があればこれで無力化する。二十秒でいい、それだけ目と耳を潰せれば逃げられる。

　殺すことは考えない。

　今この場でそれができる可能性はゼロに等しい。そのような博打ばくちはするべきではない。

「新入りくん、注意をしたほうがいいわよ。その子、抜け目がないから。なにか狙っているわ」

「そんなもん、殺された俺が一番知ってる。なあ、フェリ。いや、ルーグ・トウアハーデ。……ああ、あの決闘は糞だったなっ、何から何まで。最強の騎士だって思いこんでた俺はただのバケモンで、おまえは騎士ですらない暗殺者。おまえは俺を卑ひ怯きような手で殺し、俺は俺で化け物だから生き返った。ふひゃひゃひゃひゃひゃひゃ」

　鳥肌が止まらない。

　さっきの自虐とは違う。

　俺に向けられたのは紛れもない憎悪。

　……現時点で殺されていないのはこれが原因か？

　俺に何かを求めている、だから殺されていない。

　問題はそれが死ぬよりましかどうかがわからないことだ。

　しかし、おかげで時間を稼げた。

　金色の影が躍りでる。

「さっきのお返しっ！」

　エポナだ。

　紅あかい力を込めた拳で側面からセタンタに殴りかかる。

　セタンタはそれに反応し、己も【狂戦士】の力を込めた拳をぶつける。

　拳と拳がぶつかりあった。

　爆音。

　大地に亀裂が走り、衝撃波によって当事者以外はすべて吹き飛ばされる。

　俺たちは数十メートルは吹き飛び、それぞれに受け身を取りながら着地する。

「焦んなよ、勇者様。てめえにはようがないんだよ」

「僕にはようがあるよ。魔族は皆殺しだ」

「でもいいのか？　俺にかまっていて、友達なんだろ？　放っておけば、姉御に殺されるぞ」

　エポナはちっと舌打ちして、俺をかばうような位置にやってくる。

　完全に俺はお荷物だ。

　暗殺者として、不意を討てば【生命の実】により強化した蛇魔族にすら致命的な隙を与える一撃を叩たたき込めると証明した。

　しかし、こうして正面から向かい合えばどうしようもなく力が足りない。

「エポナ、すまない」

「ううん、僕こそごめん。ルーグがチャンスをくれたのに殺しきれなかった」

　状況は多少マシになったといえ、打開策はない。

　銃を構える。

　効果は薄いが、ないよりマシだ。

「ったく、俺は話をしたいだけだっつうのによ。どいつもこいつも血の気が多いねぇ。今日はここでお開き。今日はてめえらの勝ちだよ」

「どういうことだ？」

「難しいことはわからん。姉さんから説明してやってくれ」

　そう言われて蛇魔族が前にでる。

「私の策は全部潰されちゃったのよね。もともと、私は囮おとりでその間にノイシュが【生命の実】を作ってもってくる。それを食べて私はパワーアップして、エポナちゃんを倒す。っていうのが理想。それが駄目でも、どこか致命傷を与えられるタイミングで、セタンタちゃんがエポナちゃんに不意打ちしてとどめを刺す。ってのが用意していた次善策。でも、そのセカンドプランを逆にこっちがやられちゃったのよ」

　さすがねと、ひどく上から俺に言葉を投げかける。

　それから妖艶な笑みでセタンタにしなだれながら、再び会話を始めた。

「私、見た目は元気そうだけど取り繕っているだけ。勇者の力で体の八割吹き飛ばされて死にかけ。【生命の実】の力も失った。ここでぶつかりあえば、そうね、勇者ちゃん以外は確実に殺せるけど、私たちも消滅するかもしれない。そんなギャンブルはごめん。だから仕切り直したいの。勇者ちゃん、それでもいいならかかってきなさい。魔族を二体まとめて殺すチャンスよ。友達は死んじゃうけどね」

　エポナは俺と蛇魔族、セタンタの顔を両方交互に見る。

　そして戦闘態勢を解いた。

「いい子ね。話が通じて良かったわ。それじゃ、帰るわね。あとはセタンタちゃんに任せるわ」

　そう言うなり、地中から現れた蛇魔族に乗ってどこかに去っていく。

　セタンタが残って、何をするつもりか警戒していると、さきほどまでの殺気が嘘うそのようにセタンタが笑いかけてくる。

「それじゃあ、フェリ、いや、ルーグか。サシで飲みに行くか？　断ってもいいぜ。その場合は女を殺すがな」

　っと、友人に声をかけるような気軽さで、とんでもないことを言い放った。
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～セタンタ視点～




　冷たい雨が頬ほおを濡ぬらす。

　なにかとてつもなく巨大なものが降り注ぎ、熱いと感じた次の瞬間には体の感覚がなくなっていた。

　死。不思議な話だがその感触が脳裏に刻みつけられていた。

　なのに、だというのに……。

「なんで俺は生きてるんだああああああああああああああああああ!!」

　生きていた。

　何をされたかわからない。

　だが確かに決闘の取り決めがなされ、始まりの合図たるコインは落ち、決闘は行われた。

　そして自分は負けた。

　だというのに生きている。

　それが許せない。

　やっと憧れた決闘をできたというのに、それを己が汚した。

　体を起こす。

　生まれたままの姿、身につけていたものすべては失われていた。

　周囲を見渡すと城が眼めに映った、ヴィコーネの城、ならばあそこが戦場のはず。

　そこから離れた位置、自らが立っていたはずの場所には奈落のような穴。

　フェリがなにかをして生まれた巨大な破壊跡。

　あれが俺を殺した。殺したはずなのに。

「俺はなんだ、なんなんだ！」

　頭を抱える。

　あんな奈落の穴を生み出す破壊の中心にいて生きているなんてありえない。

　化け物だと幾百、幾千と吐き捨てられてきた。

　だが、俺は人間のはずだ。

　これでは本当の化け物ではないか？

「その答えを教えてあげましょうか？」

　そこに褐色の肌と蛇の瞳をした美女が現れる。

　自分には絶対に向けられるはずのない表情。

　それは、いつも自分がしてきたように獲物をなぶる狩人かりゆうどの顔。

「お姉さんについてきたら、全部を教えてあげるわよ。同じ、魔族のよしみでね」

　その言葉に抗あらがえなかった。

　知りたい。

　その想いだけが心を捉えていた。

　でなければ、己は己を許せない。




　　　　◇




「って、まあ、そういうわけで。姉さんの世話になってな、いろいろと教えてもらったってわけだ」

　ローストされた骨付きの豚肉にかじりつきながら野獣の顔をした男は宣のたまう。

　さきほどから、何度も酒と肉のお代わりを繰り返していた。

　ここはゲフィス領から数十キロ離れた街。

　ノイシュが滅ぼし【生命の実】を作るはずだった場所だ。

　ディアとタルトはエポナと共に戻らせた。

　ついてきたかったみたいだが、そこは無理やり納得させている。

　たてまえとしては一人のほうが逃げやすいというもの。

　さきほどと違い、百％逃げるために必要な装備を施してある。

　それもこの男相手では気休めに過ぎないが。

「それで蛇魔族の手先になったのか？」

「手先ってわけじゃねーよ。世話になったから、相応の礼はしなきゃいけねえってだけだ。俺が約束したのは二つ。姉さんが許可するまで暴れない、姉さんの頼みを一つ聞く。両方とももう果たして俺は自由」

　勇者エポナを不意打ちで殺す。あるいは蛇魔族の危機を救う。

　彼らの言葉を信じるならそれこそが蛇魔族に先の戦いで命じられたこと。

　もし、セタンタがいなければ確実に蛇魔族を殺せていたというのに、その機会を潰された。

　こちらとしては大きな痛手だ。

「それで、これからどうする？　魔王にでもなるのか？」

　魔族たちはそのために存在する。

　何十万人もの魂を【生命の実】に変えてそれを食らうことで力を増し、いずれ魔王へと進化する。

　その際に残存するすべての魔族は魔王の一部となり、人格は消滅する。

【生命の実】を集めるのは魔族の本能であり、消滅しないための生存競争。

「もちろんそうする、俺は消滅したくねえよ。だが、その前にやりたいことがある」

　骨付き肉を俺に向けて睨にらみつけてくる。

「フェリ・マルコーニ。いや、ルーグ・トウアハーデ。てめえに【生命の実】を食わせる」

「……なんのために」

「はあ？　んなもん決まってるだろうがよ。てめえも、こっち側にするためだよ」

　とんでもないことを当然のように言う。

「【生命の実】を喰くらえば魔族になるのか？」

「魔族になるかは知らんが、俺らと同じバケモンになる」

「俺を化け物にして何がしたい？」

　そう言うと、にやにやとした顔が真剣なものになる。

　ぞくっとするほど冷たい瞳。

「もう一度決闘をやり直す。同じ条件で、次こそ騎士としての決闘を」

　子供らしい憧れ。

　ただの騎士ならばさほど苦もなく手に入る夢。

　強すぎて、まともな勝負などできず、其その力ですべてをねじ伏せ、手に入れてきた男が唯一手に入らなかったもの。

　魔族になった今もそれを望むか。

「断ると言ったら？」

「断らせると思うか？　両手両足ぶち折って、無理やり口にねじ込んでやる……そういや、あの姫さんがいたな、全部嘘だったと思ったが、あの姫さんの騎士ってのはマジだったようだな。じゃあ、あの姫さんを拉致ってその気になるようにしてやる。俺を殺したくなるまで目の前で犯してやろうか？　いいなそれ。あんなキレイな女は見たことねえ」

　拳銃を引き抜き、セタンタの眉間に銃口を押し当てる。

「今すぐ殺してやろうか」

　セタンタはまったく動揺しない。

　銃身を握り、いや握りつぶして言う。

「そのおもちゃはもう見た。それじゃ無理だ。今の俺はバケモンにしか殺せねえ。人のまま、全部失うか、それともバケモンになって俺と戦うか。考えておけ」

「なぜ、俺だ？　俺の正体は蛇魔族に聞いているんだろう？　俺は騎士じゃない。暗殺者だ」

「トウアハーデについては知ってる、おまえが思っているよりよっぽどな。その上で言う。てめえらは紛れもない騎士だ。名誉を求めず、己の身を削り国に尽くす。そのありようは誰よりも騎士だ」

　そんな言葉をかけられたのは初めてだ。

　トウアハーデは汚れ役だと自らですらそう思っていたというのに。

「あり方だけじゃねえ、ルーグ。てめえの鍛え抜かれた技、戦場での揺るがない心。なにより、愛する姫のために命をかける姿、そいつはガキんころ憧れた騎士そのものだ」

「俺をわざわざ化け物にしなくても、勇者がいるだろう」

「あんな強いだけの信念もなければ、騎士の技も心構えもないガキ相手じゃ、騎士の決闘にならねえ。だから、てめえじゃねえとだめなんだ」

　セタンタは立ち上がり、もう振り向かずに背中越しに手を振って酒場を出る。

　言いたことはすべて伝えたと。

　彼は言葉の通り、どこかの大都市を襲い【生命の実】を作り上げ、俺のまえに現れるだろう。

　もし、やつが再び現れたとき、俺はどうすればいい？

『即断、即決が俺の信条なのだがな』

　俺は答えを見つけられずにいた。

　ディアを人質にとられて、【生命の実】を食べろと脅されれば、俺は間違いなく口にするだろう。

　そして、それを止めるすべは今の俺にはない。
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　セタンタと分かれたあとゲフィス領でディアたちと合流。

　再会を喜ぶ時間もなく、軍の司令部に呼び出され報告を求められた。

　そして、俺は酒場でのセタンタとの会話を除き、すべてを伝えている。

　エポナいわく、蛇魔族が半死半生なのは間違いないらしい。

　勇者によって紅の心臓以外すべてを消滅させられた以上、少なくとも数ヶ月はまともに動けないし、溜ため込こんだ力は消し飛び、取り戻せない。

【生命の実】で強化されたからこそ蛇魔族は勇者と拮きつ抗こうした。もう、純粋な戦闘力では恐れる必要はない。

　そうなると目下の問題はセタンタのみ。

　本気のエポナの一撃を耐えられた唯一の魔族。

　俺の報告を聞いて、司令官が苦い顔をして口を開く。

「人間魔族か、そんなもの伝承では一度たりとも確認されていない……がひどく厄介だ。特殊能力はなく、すべての力をただ人間という生き物を強化するのに費やしているとしたら最強だ」

　魔族は本人が強いものと、特殊能力が強いものに分かれる。たとえば、オーク魔族の場合は配下の大量生産と強化にほぼすべてのリソースをもっていかれており、再生能力を除けば俺ですら圧倒できた。

　人形魔族、蛇魔族、土竜もぐら魔族もその傾向が色濃い。

　兜かぶと蟲むし魔族と獅し子し魔族はその中間。

　初めてみる本体特化型。ゆえに攻略法がない。搦からめ手で来るほうが対策ができる。

「うん、僕の一撃を真っ向からとめられたのは初めてだよ。あの手応え。僕といい勝負できるぐらいには強い」

　言い換えればエポナよりは弱いともとれる。そこは事実なのだろう。

　そもそも魔族というのは単体で勇者に勝てるようにはできていない。

　だが、それは一対一の場合に限定される。

　回復した蛇魔族と同時に来ればエポナですら危うい。

　そして、まだ見ぬ最後の魔族。

　蛇魔族が俺との同盟を裏切り策に走り、切り札たる人間魔族セタンタを晒さらしたのは、おそらく勇者が相手でも最後の魔族が相手でも二対一の構図に持ち込めば勝てるからだと考えられる。

　そのために、魔族が残り三体になるまで目立つ行動はしなかった。

　だからと言って最後の魔族が驚異でないわけではない。

　むしろ、蛇魔族が深手を負った今こそ動いてもおかしくない。

　伝承通りならあれは危険だ。

　最強の魔族と呼ばれ、もっとも恐れられている。

　歴代でもっとも多くの勇者を殺した魔族。

「私からの報告は以上です」

「ごくろうだった、次期トウアハーデ男爵。いや、【聖騎士】どの。その称号に恥じぬ働きだ……だが、これでは、我が国は」

　司令官は武家の名門であり、高位の貴族。

　彼はまともで優秀。司令官としての能力も貴族としての政治能力も持ち合わせる。

　だからこそ、どれだけ最悪な状況かを理解してしまった。

「これから、魔女狩りが始まります」

「ああ、蛇魔族ミーナ。あれと関わった貴族が多すぎるっ！」

　蛇魔族ミーナは下級貴族の妻となってアルヴァン王国の貴族として潜り込み、やがては夫を殺し当主となった。

　その後は積極的に貴族の集まりへと顔を出し、その美貌で次々と貴族たちと深い関係になった。高位の貴族とも関係をもっている。

　そのことは貴族社会でも有名だ。

　そして、蛇魔族は人間を蛇の魔物に変え支配する能力をもっている。

　なおかつ魔物に変えられた人間は他と見分けがつかない場合もある。そう、ノイシュのように。

「やつは中枢の貴族とも関係をもった。やつと関わりのあった貴族をすべて処刑していては、この国は立ち行かない！　いや、それどころか、政敵を追い落とすためにこぞって、これを利用するものが現れる。無関係なものも蛇魔族と関係があったと噂うわさされる。疑心暗鬼で不要な処刑がはびこる。もう、誰にも止められない」

　彼の言う予想はおそらく当たる。

　俺もそうなると読んでいる。

　だからこそ、あの場で何をおいても蛇魔族を殺しておきたかった。

　蛇魔族を殺したところで魔物になった人間がもとに戻るわけではない。

　それでも、蛇魔族に操られたものが国中枢にいるなんてことはなくなるし、疑心暗鬼も緩和できた。

「申し訳ございません。私は国政に係かかわる立場ではありません」

　俺の立場で言えることはこれだけだ。

【聖騎士】はただの武力に過ぎず、貴族としてはわずかな自分の領地を守る男爵家。

　国政に対して影響力は持たない。

「すまんな、ただでさえ、ゲフィス領は流通の要。穀物の輸入がほぼ止まる、何人餓死者がでるか」

　ここは北の要所。

　アルヴァン王国は寒冷な気候で作物の育ちが悪い。故に多くの食料を輸入している。

　その入り口がゲフィス領であった。

　ムルテウなどの海路は生きているが、陸路の要所を潰された影響は極めて大きい。

　俺たちは奮闘し、街を守ったがアルヴァン王国は致命的なダメージを受けてしまった。

　……ここまでが蛇魔族の策略というなら完全に負けだ。

　いや、ここからでも戦える男が一人いた。

「私自身は口出しできませんが、ローマルング公爵を頼ってはどうでしょう」

　その名前を聞いて司令官はぎょっとしたが、それから苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で頷うなずいた。

「たしかに、この状況をどうにかできるのはあの男以外おらんな。もう下がってよい、疲れを癒やせ」

　俺とエポナは頭を下げる。

　そうして司令部を後にした。
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　その後は少々、数日野戦病院を手伝った。

　単純にけが人が多い以外にも【聖騎士】が常駐するということで民を安心させるという側面が大きい。

　事実上、ゲフィス領での戦いは敗北したが、国内外には勇者と【聖騎士】が協力して蛇魔族を撃退。

　命からがら蛇魔族は逃げたということになっている。

　ノイシュも蛇魔族に操られた被害者という形になったらしい。

　裏切りものとして発表することも検討されたらしいが、これから始まる魔女狩りを考えると、あまり大事にしたくないという政治が働いた。

　そして、エポナは早々に王都へと引き戻された。

　中央の豚どもはいつ人間魔族となったセタンタが襲ってくるか怖くて仕方ないらしい。

『早急にセタンタ対策を用意しないと……しかし、これ以上の武力強化は現実的ではない』

　エポナと連携を取らずにセタンタに対抗する手段が一つも浮かばなかった。

　せめて、【魔族殺し】を使わなくとも致命傷を与えられるならやりようはいくらでもあるのに。

　せいぜい射程が十メートルそこらの上に長い詠唱が必要な【魔族殺し】を当てなければ殺せないという縛りがあまりにもきつい。

　そもそも【魔族殺し】の高射程化や、あるいは道具を使うことでの即時発動なんてものは研究し続けてきて、今あるのがその努力の結果。これ以上はない。

　武装や新魔法もそうだ。

　追い詰められたから都合よく、新しいものが生まれるわけでもない。

　思考がループに陥りそうになる。

　そんなとき、頬ほおに誰かの指が突き刺さる。

「ルーグ、また怖い顔をしてる。セタンタに言われたことを気にしてるの？」

　ディアが可愛らしく頬を膨らませて後ろにいた。

「まあな。いくら考えても解決策が見えない。こんなのは初めてかもしれない」

「ルーグはなんでもできちゃうからね。できない経験が足りないんだよ」

　その言い方がおかしくて、苦笑してしまう。
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　少し、心が軽くなった気がした。

「かもな。ルーグとして生まれてから挫折した覚えがない」

「それ他の人に言っちゃだめだよ。嫌味にしか聞こえないから」

「そうだな……だが、そのたった一度でここまで追い詰められるとはな」

　ディアにはすべてを話した。……ディアを犯すと脅されたところ以外は。

「もういっそ、【生命の実】を食べちゃえば」

「そうするべきかもしれないな」

　一度、アレを手にしたとき、どうしようもなくうまそうだと腹の奥どころか、魂の奥からの渇望を感じた。

　人間というものはよくできていて、強烈に何かを食べたいと考えているとき、その栄養が足りないことが多い。

　逆説的に言えば、食欲を感じるものを食べれば健康になれる。

「ルーグが死ぬよりずっといいし、強くなればこれからは安全だしね。ルーグが危険なことばっかりするから、私はいっつも心配させられてるんだよ」

「悪かった。でも、そのために数十万人を見殺しにするのは嫌だ」

　あえてディアが言葉にしなかった部分。

　セタンタが【生命の実】を手に入れるということはそういうことだ。

　俺が【生命の実】を食べて強くなることを前提とした作戦は、それ以外とくらべて圧倒的に生存率が高い。

　なにせ、【生命の実】を作るセタンタを止めるために、今のままセタンタに挑む必要がないのだから。

「そういうときは騙だまされた振りしてよ。誰だって自分が一番かわいいよ。ルーグだってそうしなよ」

「ヴィコーネのために自分を捧ささげようとしたディア相手にか？」

「うん、私はそうしてほしいと思ってるよ」

　ディアはそう言い切った。

　理由は言わなくてもわかる、好きだから。

　ディアの視線が、声にこもった感情がそう言っていた。

「化け物になるのが怖いなら安心して、ルーグがどうなっても私はルーグが好きだから。なんなら、半分こする？　私はいいよ。私も化け物になってあげる」

　そう言ってくれるディアが愛いとおしくて抱きしめた。

　そして、この絶望的な状況なのにディアの言う通りにしたいと思った。

　これから死ぬ数十万人を見殺しにして、セタンタが持ってくる【生命の実】を二人で食べて化け物になる。

　ディアと二人なら化け物になるのも怖くない。

　それで、この状況が──ディアが奪われ、俺が殺される未来が変わるならそれでいい。

「もう少し、もう少しだけ足あ掻がかせてくれ。まだ、諦めるには早すぎる」

「もちろんだよ。むしろ、今決めたら怒ってたよ。……でもね、どうしても駄目なら無理をしないでね」

　頷く代わりに抱きしめる手に力を込めた。

　セタンタが行動を起こすまでの時間は不明だ。

　だがもし、そのときまでにセタンタを殺すすべが見つからなければ、俺はディアと二人で化け物になろう。

　そう、心に決めてしまった。

　かつてと違い、他人の命を無価値とは思わない。だが、それ以上にディアを、ディアたちとの日々を絶対に失いたくなかった。







[image: 第五話　一筋の希望]

　懐かしのトウアハーデに戻ってきた。

　帰路はハンググライダーを魔法で生成し、風の魔法で生み出した風に乗るといういつものやり方だ。

　やはり空の旅は快適だ。

　この世界の道は転生前と違って道路の整備はあまりされておらず迂う回かいも多い。空という、障害物がなく最短で目的地に向かう移動手段は圧倒的に速い。

　俺が庭に足を踏み入れると、使用人が挨拶をしてそそくさと家に入っていった。

　そして、一分もしないうちに母さんがでてくる。

「ルーグちゃん、無事に帰ってきたのね。キアンがああなっちゃったから、心配で心配で」

　泣きながら抱きついてくる。

「なんとか無事に帰ってこれた。父さんはいつ戻ったんだ？」

「昨日、帰ってきました。それから一日中寝込んで。あんなキアンを見るのは初めてです。あんなにぼろぼろじゃ、文句も言えないです」

　父さんは五日ほど前にゲフィス領を出ていた。

　当然、陸路で馬車を使っての移動になる。五日前に出発したのに、一日差での帰還。

　それだけ陸路と空路では速度に差があるということだ。

「父さんは命をかけてアルヴァン王国に尽くし、大きな成果をあげた。あまり責めないでやってくれ」

　父さんの働きがなければ世界が滅びていたかもしれない。

　父さんがいたから蛇魔族の陽動に気づき、ノイシュを追うことができた。

　さらに囚とらわれていたゲフィス公爵を救い出し、生かして国に引き渡せたからこそ、さまざまな情報が手に入った。

　父はトウアハーデとしての責務を十二分に果たしてくれている。

　そういうことを言うも、母さんは頬を膨らませたまま。

　この反応がディアそっくりで二人の血の繋つながりを感じてしまう。

「責めますよ。それが愛情表現ですから。トウアハーデの女としての私はよくやったと褒めてあげます。でも、キアンの妻としての私は危ないことをしないでと責めます」

　面白い割り切りだ。

　ぜひ真似まねさせてもらいたい。

「キアンはかまってあげないとすぐに拗すねるんです。ルーグちゃんにあんな手紙渡すなんて。あんなことを言われなくても私はキアン以外の人を愛したりしないのに」

　父さんはゲフィス領に出る前に、そこが死地になりうると読んでいた。

　だから息子の俺に手紙をよこしたのだ。

　もし、母さんが未亡人になったら再婚を邪魔するようにと。

　母さんの幸せを祈る気持ちより母さんへの愛と独占欲が勝ったようだ。

　父さんは口下手で気軽に愛の言葉を囁ささやいたりしないが、何気ない行動に母さんへの愛があふれている。

　そういうのがいいなと思う。

「……俺がこっそり手紙を見せたことは内緒にしておいてくれ」

　これは嫌がらせではなく、そちらのほうが母さんが喜ぶし、最悪のときに父さんの望みどおりになるという計算からそうした。

　あの手紙を見せれば絶対に母さんは一生再婚をしない。

　母さんはもてる。貴族の集まるパーティにいっても、周りの注目を浴び、俺と同年代の若い貴族すら鼻の下を伸ばして見み惚とれてしまう。

　もし、未亡人になったら猛アタックを受けるだろう。寂しさの中で、それを断るには父の愛を伝えたかった。

「わかってますよ。それに私はスパイの存在をわざわざ教えたりしません。これからもこっそりと教えてください。あの人は、恥ずかしがり屋で私には本音を見せませんからね」

「スパイになったつもりはないが、そうさせてもらう」

「はいっ、これからもお願いしますよ、スパイちゃん。それと皆疲れているからゆっくりと体を休めてくださいね。タルトちゃん、今日は使用人業務はお休みしなさい。家事は他の使用人がやってくれます」

「奥様、今日はお言葉に甘えます」

　いつもは大丈夫というタルトもここ数日の疲労は色濃く、素直に頷うなずいた。

「よろしいっ。それと、これはやっておかないとっ。ルーグちゃあああああああああああん」

　そう言うなり、最後にルーグちゃん成分補給といって俺の胸に頬ずりをたっぷりとしてから去っていく。

　母さんのお腹なかもだいぶ膨らんでいる。

　ディアもそれに気づいており、複雑な表情をしていた。

「あまり、妊婦のお姉ちゃんに心配かけたくないよね」

「ああ。だが、状況はそれを許してくれなそうだ」

　早く、この状況を打開しなければ。

　新しく生まれる家族のためにも。
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　屋敷に入ると、ディアたちと別れた。

　俺は自分の部屋に戻る。

　今まで開発した魔法、武装の目録を取り出し、もう一度徹底的に目を通す。

　都合よく、新しい力を得られる確率は低い。

　だから、既存の組み合わせでなんとかならないか？

　それを改めて考察する。

　そうしているうちに数時間たち、使用人が呼びにきた。

　どうやら、父さんが呼んでいるらしい。

　そこには来客もいるようだ。

　父さんの容態も気になっている。さっそく、父のもとへ向かうことにした。
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　父さんの部屋に入り会釈する。

　瀕ひん死しの怪け我がを負い、今でも辛いはずなのに弱みを一切見せないのは父としての……いや、暗殺者としての矜きよう持じだろう。

　そこには父さんの他に足にギプスを巻き、ゆったりとした服を見に纏まとった美しい女性がいた。

　年頃は俺より少し上、紫と黒の中間のような長い髪が彼女の美しさを際立たせている。

　いつもはその見事なスタイルを見せるように腰を細く絞る服を愛用するが今日はパジャマのようにも見えるドレスを着ていた。

　それでもなお彼女の美しさを損ねることはない。

「ネヴァン、思ったよりひどいみたいだな」

　彼女はネヴァン。

　俺の通っている騎士学園の生徒会長であり、アルヴァン王国の頂点と呼ばれる四大貴族が一つローマルング公爵家の令嬢。

　そして、トウアハーデにとってローマルングは上司でもある。

　トウアハーデは王族の勅命で動くが、その勅命が真にアルヴァン王国のためになるかを精査し、トウアハーデに伝えるのがローマルングの役割である。

「右足首の骨折と肋ろつ骨こつ二本、一部肺に突き刺さったみたいで内臓にもダメージ。トウアハーデの外科手術がなければ命も危なかったですわね」

　ネヴァンがここにいるのは、手術を受けるため。

　当然、本家の俺と父さんは処置できなかったが、分家でも対応できる。

　そもそも俺と父さんだけで医療の名門としてトウアハーデを機能させることができず、トウアハーデ家は分家たちを常に派遣している。

　中には、他の貴族の領地に常駐している分家まである。

　だからこそ、命が惜しければトウアハーデに逆らうな、とまで言われる地位があった。

　トウアハーデに敵対することは最先端の医術を放棄するに等しい。

「いい加減、外科手術も国中でやればいいのにな」

「宗教の毒がまわっていますもの。比較的、先進的な思想のローマルングでも嫌うほど根深いですわね。なんとかするにも時間がかかりますわ」

　トウアハーデの医術が先進的なのは死刑囚を回してもらえるから可能な人体実験による医学の研けん鑽さんだけが理由ではない。

　宗教で医療のために人の肌に刃をいれることが禁忌とされている。治すために切るというのが不条理だという民の考えもある。

　医術的には論外な思想。

　そのせいで無駄な死が増えている。医療のために切ることができなければネヴァンのように内臓に折れて突き刺さった肋骨を取り出しての治療どころか、盲腸ですら死に直結する病になる。

　切って治す。その発想は転生前の世界ですら近代に入ってから広まったものだ。

「この国の大きな問題ではあるが、それについて議論をするために呼んだわけではないだろう」

「そうね、雑談はここまでにしましょう。キアン・トウアハーデ男爵。先に私の要件を済ませていいかしら？」

「構わんよ。しばらくルーグは我が家にとどまる。時間はあるのだ」

　父さんは椅子に腰掛け、天井を見上げてコクリと頷く。

「私がここに来た理由は三つ。あなたがローマルングに問題を丸投げした愚痴と、それに伴ってあなたが提供したものへの感謝、最後に私的な雑談ですわ」

　ジト目でこっちを見てくる。

「蛇魔族の件か」

「あなたがローマルングに丸投げするように意見をしたようですわね」

「軍の司令官に雑談のなかでな。下級貴族の戯たわ言ごとだ。それで何が決まるわけでもない。厄介事を押し付けられたからと言って、俺のせいにするのは筋違いだ」

「あの司令官、【聖騎士】様のお言葉を看板にしてかなり無理を通してきましたわよ。それでもあなたのせいでないと」

　それは想定外だった。

　あの司令官はなかなかの食わせ者だったようだ。

　俺の【聖騎士】という称号をためらわずに利用した。

　それは最善手だと思う。

　実際、それがなければローマルング公爵にこの件を任せるなんて決定はできなかっただろう。

　ひどく厄介な案件であるが、この件を解決すれば大手柄なだけでなく、この問題を任せるための裁量をもたせること自体が、この国を好きに操れる権限を与えるに等しい。

　その立場を欲しがる貴族なんてものはいくらでもいる。

　俺の知るかぎり、誰がその立場になっても問題は噴出するが、もっともマシなのはローマルングだ。

「悪いとは思っている。だからこっちの切り札も差し出した」

「ええ、だから二つ目に感謝と伝えましたわ。改めて、お礼の言葉を。あれがあればこの絶望的な状況でもローマルングは戦える。ありがとう存じますわ」

　俺がアルヴァン王国の国中に張り巡らせた通信網。

　最速の情報伝達手段が伝でん書しよ鳩ばとであるこの時代に、リアルタイムで情報がやり取りできる。

　それによって得られる情報戦のアドバンテージは絶大。

　一切の誇張抜きで、これ一つで経済、政治のトップをとれる。

　相手が情報の往復に一日かけている間に、こちらは一瞬で同じことができ、国中で何が起こっているのかを把握する。

　目まぐるしく変わる情勢、物理的な情報伝達では情報を受け取ったころには陳腐化して当たり前の時代に、通信網はあまりにも凶悪すぎる。

「ただ、使用は許しても解析は許していない。こちらとしては信用するしかないところだがな」

「ええ、恩人との契約を破るほどローマルングは腐っていないわ。純然に活用して、この国の危機に挑む。これがあってようやく勝算は七割……なに呆ほうけた顔をしておりますの？」

　ネヴァンが首を傾かしげる。

「いや、素直に驚いた。この状況で勝率が七割と言えるところに。はっきり言って、俺なら通信網があったところで手詰まりだ。時間稼ぎをしつつ、相手のミスが起きる奇跡を待つしかない」

「あなたは政治の知識があるだけで、政治のプロではないの。そして、お父様はアルヴァン王国においては最高の政治家。あなたごときが浮かばない手の百や二百はありますの。あまり、ローマルングを舐なめないでくださいな」

「助かる。政治で国が混乱すれば、現場の俺も戦いようがない」

　ローマルングは化け物としか言いようがない。

　ここが解決するなら、状況は大きく改善する。

「それで、三つ目の私的な雑談とはなんだ？」

「……あのバカに、ノイシュに伝言はしてくれましたの？」

　ゲフィス領に向かう前に、ネヴァンは俺にとある言葉をノイシュにと託した。

　そして、俺は承諾した。

「言わなかった」

「あら、言えなかったのではなく、言わなかったですの？」

「そうだ、俺は言わなかった」

「理由を聞いてもよろしくて？」

　ネヴァンからいい加減な答えは許さないという怒気が発せられる。彼女にしては珍しく、まっすぐに感情を向けてきた。

「ネヴァンに託された言葉は、『私はノイシュを認めていた』だったな」

「ええ、そうですね。勝手に自分で自分を見下して、劣等感に囚とらわれたバカなあの子にちゃんと伝えてあげたかったの。あなたは優秀だと、この私が認めるほどに」

　ノイシュが蛇魔族の使徒になったのは劣等感故にだ。

　無能だからと父親から軽んじられ、努力によって認められたものの、ローマルングから凡人の血は至高の人類を目指すローマルングに必要ないと再び自信を失った。

　そんなノイシュがすがったのは勇者の仲間となり世界を救うこと。

　それすらも俺と自分を比べて劣等感を抱いて追い詰められ、蛇魔族の使徒になるという安易な力に縋すがってしまった。

「俺も同じ想おもいだった。ノイシュは劣等感を抱く必要などないと認めていた。ノイシュはよくやっていたよ。ノイシュがいたからエポナは万全の状態で戦えていたんだ。彼女を精神面、政治面、その両方で友として支えられたのはあいつだけだった」

　たしかにノイシュの武力は凡人の域を超えない。俺どころかタルトやディアに比べても劣る。

　それでも勇者の仲間としては最高の働きをしていた、政治的にエポナが利用されないよう、負担が向かないように立ち回り、友としてメンタルケアを行いつつ、勇者が行うはずの対外的な儀礼のほとんどを負担した。国内だけじゃなく、エポナを利用しようとする国外の古ふる狸だぬきどもとも渡り合った。

　そんな真似まねは俺にはできない。というより、ノイシュ以外にはできない。

「なら、どうして？　伝えてくれなかったの？　たとえあなたでも返答次第では許さないですわ」

「彼を認める言葉を伝えるのは俺じゃなきゃだめだった。うぬぼれではなく、ノイシュが一番認められたかった相手は俺だ。だから、俺の言葉で俺なりに伝えた……だが、それでもネヴァンの言葉を伝えなかったことは事実だ。すまない」

　ノイシュの力を認めるのは俺でなければならなかった。

　そうでなければ彼が浮かばれない。

　それは俺の思い込みかもしれない。

　だが、たしかに俺が認めていたと言ったときノイシュは笑った、そんな気がした。

　ネヴァンも認めていると言っても良かったかもしれないが、それは蛇足だと俺は感じた。

「ふふふっ、あははははははっ、ルーグ様らしくないですわね、いわゆる男同士の友情ですの？　陳腐であほらしい。でも、それでも、いいなぁ」

　いいなぁという言葉にはまじりっけなしの憧れと、彼女のノイシュへの想いが込められていると感じた。

　そのせいか、陳腐であほらしいと言われても嫌な気がしなかった。

「ねえ、ルーグ・トウアハーデ。あらためて問いますわ。私のもとへ、ローマルングに来ませんか？」

「すでに断ったはずだが？」

「ええ、あのときはただあなたの優秀な遺伝子が欲しかっただけなの。でもね、あなたがいい男だと気づいてしまいましたわ」

　身を乗り出し俺の顎にほっそりとした手を当てる。

　怪け我がのせいで、女性的とはけして言えない衣服に身を包み、なのにその妖艶さに陰りはない。

　感情とは関係ない本能で反応してしまう。

「あらためて言うわ。あなたがほしい。私のものになりなさい。ルーグ・トウアハーデ」

「それでも答えはノーだ。俺はネヴァンを好きにはなれない」

「残念ね。この私が生涯で初めて本気で惚ほれたというのに。よりにもよって金、権力、美貌。そのどれもが通じない男を好きになってしまったのを呪うわ」

「こうなるのは必然だ。金、権力、美貌で籠ろう絡らくできる男なら好きになっていないだろう」

　ネヴァンはその通りねといって笑う。

　それから、こんないい女を逃して後悔しないでねと続けた。

　もし、ディアたちがいなければ。

　あるいは出会う順番が違えば、彼女と同じ道を歩めたかもしれない。

　そう思わせるほど、今のネヴァンは魅力的だった。

「ごほんっ、ふたりとも息子の不倫現場を見ている父親の気持ちを考えたことはあるかね」

　わざとらしく父さんが咳せき払ばらいをした。

　その存在を忘れていたわけではなく、自然な話の流れでそうなった。

「父さん、不倫はしていません、未遂です」

「ええ、残念ながらそうなりましたわ」

「ふむ、そう言えばそうだな。私も未来の義娘を悲しませずにほっとしている。あの子は昔のエスリに似ているんだ。泣き顔は見たくない」

　そう言って、父さんは失ったはずの右手を顎に当てて考え込んだ。

　父さんはゲフィス領の潜入任務でゲフィス公爵を救う代償に利き腕である右腕を根本から失った。

「その腕の具合はどうだ？」

「すこぶる良好だよ。だが、良かったのかね？　私としてはエスリを抱きしめられる新たな腕に感謝をしているが貴重で有用なもののはずだ」

　根本から失った腕のかわりに今は神器である義手、アーガトラムが繋がっていた。

　神の腕は霊的に持ち主とつながり持ち主の意志で稼働する。義手でありながら本物の腕よりも精緻に動き、鋭敏な触覚まで存在する。

　父さんのように義手として使う他に、第三の腕としての運用が可能。

　戦闘時に手が一本増えるメリットは大きい。

　もっとも簡単な例をあげるなら、両手を使わずに常に銃を構えいつでも撃てる。

　それだけで対人戦ではほぼ無敵と言える。

　そんな強力な武器を父に渡したのは親子の情以外にも理由がある。それは……。

「何度かその腕を肩につなぎ、第三の腕として試してみましたが、使いこなせませんでした。人間は腕が三本ある生き物ではない。その上、戦闘中は魔法まで使う。脳のキャパが足りません」

　人間は腕が二本しかないものだ。

　三本目は不自然で異物でしかない。

　異物ならばこそ無意識・反射で動かせない。

　例えばものを投げるときも指を開き、掴つかみ、手首の角度を調整し、肘を曲げつつ、肩との接続点を支点に後ろに倒し、勢いよく前に倒しつつ曲げた肘を伸ばし、手首を返しつつ指をタイミング良く緩める。

　これを意識的に行わないといけない。無意識なら大したことがない動きでも、第三腕はすべてをマニュアルで行わなければならないとなったとたん、とてつもなく扱いが難しくなる。

　もとより、魔法を用いた戦闘はハードル走をやりながらあやとりをするようなもの。

　そこに、こんな膨大な処理を必要とする第三の腕を与えられ、同時に動かすなど不可能だった。

「人に第三の腕を繋ぐとそうなるのか。……失われた腕の代わりに繋いだこれは完全に元の腕として機能しているのだがね。私はこれを意識的になど動かしていない。右腕を失うまえと同じに無意識に動かす。握手するとき、握手するという動作以外は考えない」

「……それは知りませんでした。本来の義手としてなら無意識で動かせるのか。貴重な情報です」

　第三の腕としては様々な実験を行っては来たが、腕を切り落として義手として試してみるなんてことはしなかった。

　死刑囚を使えばそういう実験をできたかもしれないが、頭が回らなかった。

「ふむ、そしておそらく本来の義手として使った際にもう二つ、見られた特性がある。それを話しておきたかったのだよ。いずれ、これをルーグに返すときのためにな」

　父さんはそう言って、義手の手袋を外し金属質に輝く手を向けてきた。

「返してもらう予定はありませんが」

「もし、ルーグが腕を失えば返すつもりだよ。エスリを抱けなくなるのは惜しいが親としての義務だ。息子の腕を奪ってまで、愛する妻を抱けはしないよ。エスリも悲しむ」

　有無を言わせない強さ。

　父としての言葉故に、子である自分に反論はできない。

「義手として、我が一部となったこれは本物の右腕になるだけでなく生きている。ルーグから受け取ったときについていた無数の傷、欠けが修復された。試しに一部、切り落としてみたがそれも修復された」

　俺が手に入れたときから傷があった。

　人形魔族と戦うときに第三の腕として使い、そのときにもかなりの傷を負った。

　それらは俺の肩から取り外したあとも修復されることはなく、今の技術で修復は不可能で放置するしかなかった。

　この世に存在するすべての金属と一致しないのだから直しようがない。

「その欠片かけらを手にとってみてもいいですか？」

「むろんだ」

　人差し指サイズのかけらをいくつか。

　違和感があった。硬さはあるのにどこか人肌の温かさを感じる。

　第三の腕としていたときのアーガトラムは、強きよう靭じんで硬い武器、ありとあらゆる名剣を砕き、いかなる盾をも砕く超金属というイメージだった。

　しかし、今のアーガトラムはもっとしなやかで柔らかい。

　そして、異質な力場のようなものを感じる。魔力ではないなにか。

　そしてこれを俺は知っている。

　具体的に言うと【魔族殺し】を展開したときの感覚。

　そこでアーガトラムの伝承を思い出す。

　触れざるものに触れる腕。

　その伝承を裏付けるような結果は、これを使った実験では発揮されなかった。

　もしかすれば、これは……。

「ふむ、やはりこれが必要になるか？」

「いえ、義手そのものは必要ありません。ただ、この欠片は必要になるかもしれない。できる限りたくさん」

「やってみよう。触覚があるというのはこういうときに損だがね」

「それでもやってください」

　頭を下げる。

　定期的に肉を削そげと俺は頼んだ。

　実際に削がれるのは義手ではある、怪我もしない、自動的に修復される。

　それでも痛みは本物。

　負担となるとわかっていても頼む。これが必要になるかもしれない。

「遠慮をすることはない。もとより、なかったはずの腕が戻ったのだ。これぐらいは構わんよ」

　わずかだが、ほんのわずかだが希望ができた。

「ルーグ、二つ目の機能だが。これは魔力に触れられるようだ。魔力を高めてみなさい」

　言われた通り、身体能力を魔力で強化する。

　その体にアーガトラムの手が触れた。

　すると、高められた魔力が触れた箇所から散っていく。

　ぞくりとした。

　魔力での強化は魔力持ちの基本にして生命線。

　いくら肉体を鍛えようと所詮はタンパク質とカルシウムと水の塊。

　出せる出力も防御力もたかが知れている。

　魔力で強化がなければただの人間に引き戻されてしまう。そう、この義手は魔力持ちという人間兵器をただの肉にしてしまう。

　これもまた、第三の腕として使っていたときのアーガトラムにはなかった力。

　魔力という〝ズル〟を無効化するアーガトラムの手刀は勇者の肉体すら貫くかもしれない。

　これが本来の用途である義手として運用して、覚醒したアーガトラムの力。

　これなら、自ら右腕を切り落として付け替えても補ってあまりあるほどの力がある。

　本来触れることができない魔力に触れる。いや、触れざるものに触れる腕という伝承が本当なら触れられるものは魔力だけにとどまらない。

　これはいい。

　化け物殺しとして、これ以上の武器はない。

「理解した。父さん、本当にありがとう。……正直、行き詰まっていたんだ。どうしようもないほどの強敵が現れて絶望していた。都合よく新しい力が見つかって打開できるだなんて考えていなかった。まさか、こんな近くに見落としがあったなんて」

　奇跡と言ってもいい。

　アーガトラムは第三の腕として使えて、それなりに有用だったからこそ、正しく義手として使おうなんて発想そのものがなかった。

　本来なら一生気づかない。

　気づく条件が、自身あるいは俺が神器を使ってもいいと考えるほど大事な人が腕を失うことだ。

　そんな偶然が起きなければ、本来の義手として使う機会なんて一生訪れなかった。

　そんな事態が起こる確率はどれほどのものだ？

　ご都合主義じみている。

　神の正体を知らなければ感謝しているところだ。

　だが、たしかにこれは希望だ。

　希望であって確信ではない、期待どおりだったとしてもか細い糸。

　それでも、詰んでいた状況が覆る可能性が生まれた。

「私からは以上だ」

「他にも聞きたいことがあるでしょうに」

「それらはルーグに任せることにした。私は私にやれることをする。帰宅したばかりで疲れているのに悪かったな。ネヴァン嬢も付き合わせて悪い」

「いえ、こちらこそ父さんに感謝しないといけません」

「私もトウアハーデの治療を受けさせてもらった身ですので。しかるべき報酬をすぐに届けますわ」

　これで話は終わりだ。

　活路が見えた。

　俺は居ても立ってもいられずにその場を早足で去る。

　ネヴァンが不満そうな顔をしたのには気づいたが気づかない振りをした。

　俺はようやく見えた希望、アーガトラムの破片を手にして部屋をでることにした。

　僅かな光明を必ずつかんで見せる。
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　部屋に戻り、アーガトラムの破片を解析する。

　どうやら義手として使うことで覚醒したアーガトラム。

　その欠片には触れざるものに触れる能力がこの状態でも残っているようだ。

　そして、どこまで触れるかの実験を思いつく限りやってみる。

　問題は一番試したいものを試せないこと。

　体がだるい。いや、おそらく心のほうの疲労だ。【超回復】で肉体の疲労は回復できている。

　一度眠らないとまずそうだ。

　そんなことを考えていると、柔らかくて温かい感触に包まれ、甘い香りがした。

　この世でもっとも好きな香り。

「ディア、突然どうした？」

「うん、ルーグに魔法を紡いでもらおうと思ってきたの」

　俺の最愛の人が後ろから抱きついてきていた。胸を俺の後頭部に押し付けるようにしているせいで、ディアの香りが脳に響く。

「そうか、早速、【式を織るもの】で」

「でも、中止。明日にしよ」

　ディアが離れていく。そして振り返ると扉の近くに紙の束があった。

　凄すさまじい量だ。おそらく、ディアも少しでも俺の力になろうとずっと頑張ってくれていたのだろう。

「今からでも構わないが？」

「だーめ。ルーグが私に後ろから抱きつかれるまで気づかないとかありえないもん。それぐらい疲れているんだよ？　それとね、鏡見なさい。驚くよ、もう死人みたいな顔してる」

　言われて初めて気づいた。

　日頃は常に気配を探るアンテナを張り巡らせている。ディアも訓練を積んでいるとはいえ、俺が気づかないなんてありえない。

　暗殺者の生命線と言える感覚が壊れ、ポンコツになるほど俺は追い詰められていたのか。

「なに、その呆ほうけた顔。これだから挫折初心者はだめだね。前、私が言ったの覚えている？」

「ふっ、俺が挫折初心者っていうあれか」

「そうそう、ルーグは自分ができないってことを認められないし、うまく付き合えないの。今日はお休み、お姉ちゃんが添い寝してあげようか？」

　いたずらっぽく笑ってベッドに腰掛けてぽんぽんと隣を叩く。

　俺はそんなディアを見て、湧き上がる感情が抑えきれなかった。

　改めて自覚する。俺は追い詰められている、そして何より怖いんだ。

　今の幸せを、ディアを失うことが。

　ディアをベッドの上で押し倒して、その上に覆いかぶさる。

「もう、いきなりどうしたの？」

　頬ほおを膨らませているがそれはポーズだけで怒ってはいないようだ。

「今日はどうしようもなくディアがほしい。ディアが俺のものだって安心したい」

「珍しいね、そうやってルーグがストレートに言うの」

「取り繕う余裕も無いんだ。俺は、たぶん怖い。今まで、やろうとしてできなかったことはなかった。俺ならベストを尽くせばどんな問題も解決できる、俺にはその能力と知恵があると確信があった。でも、今回ばかりは、どうにもならないかもしれない。こんなのは初めてで、不安なんだ。どうしようもないとき、どうしていいか、俺は知らない」

「うん、子犬みたいな顔してる。いつもは僕は完璧です、なんでもできるって顔して。ふふっ、いつものルーグはかっこいいけど、今のルーグはかわいいよ。お姉ちゃんが慰めてあげる」

　どちらともなくキスを交わす。

　どうして唇を近づけるだけでどうしようもなく幸せになるのだろう？

　ディアへの愛おしさがこみ上げてくる。

　唇を離す。

「こうしている間も、現実逃避している場合じゃないともう一人の俺が囁ささやく」

「挫折素人しろうとのルーグにアドバイス。ときにはひとまず横に置いとくことも大事。行き詰まったときはリセットしなきゃ。何も浮かばないよ。私が忘れさせてあげる」

　もう一度キスをする。

　麻酔のように、いや、麻薬のように不安が消えていく。

　ディア以外のことが考えられなくなっていく。

　唇を離すとディアの服を脱がしていく。

　ワンピースタイプの寝巻きなので簡単に脱がせてしまえる。

　ディアが恥ずかしそうに胸を隠す。

　その手をそっとどけると恥ずかしそうに顔を背けてしまう。

「綺き麗れいなのに」

「タルトのをいつも見てる人には見せたくないよ」

「あれはすごいからな。でも、ディアのもかわいいよ」

　嘘うそ偽りなくそう思う。

　ディアの体つきにはこれぐらいが一番似合う。

　小さいながらもきっちりと存在している膨らみを優しく撫なでると、敏感なディアの体が跳ねた。

　トウアハーデに来てから筋力増強のためにタンパク質多めの食事を出しているせいか、来たときよりもだいぶ胸も成長している。

「ルーグ、何度も言うけどヴィコーネの女の子は成長が遅いだけなんだからね。いつか、タルトほどとは言わないけど、それなりになるからね」

「知ってるよ。ディアはもっと美人になる」

　ヴィコーネに生まれた女性はなぜかＤランクスキル、老化耐性が発現する。

　十二を越えたあたりから老化が三分の一程度になってしまう。

　老いを遠ざけるというのはひどく有用なスキルだがディアにとってはコンプレックスの原因だ。

　ディアはもうすぐ十八になるが、肉体の実年齢は十四程度で俺よりも若い。

　将来的には母のエスリぐらい身長も伸びるだろうし、今でも誰もが振り向くほど可か憐れんな少女は、美しい女性になるのだろう。

　今のディアも大好きだが、将来のディアも楽しみだ。

　二人でお互いの体を触って、キスをしながら戯れる。

「ルーグぅ、今日はいつもより、んっ、ねちっこいね」

「ディアを味わい尽くしたいんだ。ディアが俺のものだって、ディアの全部を覚えておきたい。……こんなに綺麗なディアがもっと綺麗になるのか。浮気されないように気をつけないとな」

「むう、私が信用できないの？」

「違う。俺はこれからおじさんになっていく。でもディアはもっと綺麗になっていく。いつか釣り合わなくなる日がくる」

　両親と共に、いろんなパーティに参加した。

　母さんが異常なまでに若く美しいせいで、いろんな言葉が飛び交っていた。

　父を侮辱する言葉も、母にはもっと若い俺がふさわしいという嫉妬した男性貴族の言葉もあった。

　ディアもきっとそうなる。

　ディアは十年、二十年経たっても、言い寄られ続ける。

　もしかしたらそのとき、俺は老けて魅力を失っているかもしれない。言い寄る男は老いた俺より魅力的かもしれない。そのときのディアは美しいまま、いや今よりもっと魅了的になっているのに。

「安心して。ルーグを見た目で好きになったわけじゃないし。ルーグもそうでしょ？　それとも、ルーグはロリコンだから私を好きになったのかな？」

「ロリコンじゃない。というか体の発育について俺が言うと怒るくせに、そういう皮肉を言うのか。だいたい、さっきからタルトを引き合いに出してるが、二人のときは他の女の名前を出すなといつも言うのはディアのほうだ」

「私はいいの。返事は？」

「ロリコンじゃない。ディアだから好きになったんだ」

「一緒だよ。ルーグがおじさんになっても大好き、そういうふうに疑われるのが一番いや」

　再びキスをする。

　ディアの秘所に触るとそこはもう前戯が必要ないほど濡ぬれていた。

　ディアはせつなそうに瞳を潤ませ、耳元でささやく。

「私もルーグがほしい」

　返事をしなかった。その余裕もなく、ディアのそこに己のを押し当てて、挿入した。

　ディアが嬌きよう声せいをあげる。

　どうやら、それだけでいってしまったようで、ディアの体の震えが繋がったところから伝わってくる。

　そんなディアが愛いとおしくてぎゅっと抱きしめて、ディアも俺を離すまいと抱きしめ返す。

　そうしてそのまま二人は体温を感じ合う。

　動きたい、ディアを貪りたいという情動はある。

　それ以上にディアを感じていたかった。

「ねえ、ルーグ。今日は、ちゃんと最後までしよ」

　いつもなら避妊をする。

　この時代にコンドームなんてものはないが、必要なので自作していた。

　しかし、今日はそうしたくなかった。

　心がそう言う。

　理屈をつけることはできる。

　今日は希望が見つかった、だがすがるにはか細すぎる希望だ。

　ここから先、いつ死んでもおかしくない。だから本能が遺伝子を残せと叫んでいる。

　だが、そんなものはただの後付けだ。

　純粋にディアと一つになりたい、その証あかしがほしい。

「ああ、ディアの全部を俺にくれ」

「うん、いいよ。でも、代わりにルーグの全部をもらうから」

　ディアがほほえみ涙を流した。

　それからはひたすらに腰を振った。

　いつもはディアを気遣い、ディアの反応を見ながら負担をかけないように、気持ちよくなってくれるようにする。

　今日はそれができなかった。ただディアを貪りたかった。ディアを感じて、ディアが俺のものだと安心したい。

　ディアが何度も絶頂している、なのに動きを止められない。休憩できず苦しそうでもある。

　それでも俺はディアを貪り続ける。

　そして、ディアの一番奥で己の欲望を吐き出した。

　ディアは俺の全部を受け止めてくれた。

「すごく熱いよ。今日のルーグはものすっごくくっつきたがりだね。……ルーグの甘えん坊」

「ディアが俺をそうさせた」

　また、ディアと抱きしめあう。

　ディアの全部が俺のものになった気がした。

　そして、ディアも同じように感じているだろう。

　限界が来るまでそうして、そのまま俺はベッドに倒れ込んだ。

　ディアが俺と手を繋いでくる。

「もう、激しすぎ。殺されるかと思ったよ。いつもの紳士なルーグはどこにいったの？」

「悪かった。ディアがかわいすぎて我慢できなくなった」

「そういうことなら仕方ない。ルーグはしょうがないなぁ」

　いつものお姉さん感を作るディア。

　そこに甘えてしまいたい自分がいる。

「次は気をつける」

「毎回、こういうのは無理だけど。たまにならいいよ。それとね、ルーグ」

　ディアは膝立ちになり、俺に覆いかぶさると唇に触れるだけのキスをした。

　そしていたずらっぽく笑って口を開く。

「好きだよ」

　その言葉に口で返事をするのは無粋に感じ、俺はキスで応えた。

　そして、もっとディアを味わいたい、その欲望をこらえきれずに再びディアを押し倒した。
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　ひどく懐かしい夢を見た。

　夢というよりも記憶。

　まだ世界最高の暗殺者と呼ばれていたころの、ルーグとなる前の記憶だ。
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「なぜだ、なぜ、裏切った！　唯一の友を！」

　椅子に括くくり付つけられた初老の男が叫ぶ。

　彼の体には無数の古傷が刻まれており、彼がどれだけ苦痛に満ちた人生を歩んできたかを雄弁に語っている。

　そして、その古傷だらけの体には新たにいくつもの傷が刻まれていた。

　殺すためのものではなく、痛めつけるためだけのものだ。

「裏切った？　それは私のセリフだ。なぜ、組織を裏切った？　ハルトマン」

　黒いスーツを身にまとった初老の男がその叫びに応える。

　あまりにも硬質な声。まるで機械だ。

　機械じみているのは口調だけではない、その立ち振る舞いも、表情も何もかも人間味を感じさせない。

　彼こそが世界最高の暗殺者と恐れられている男であり、椅子にくくりつけられた男の友であった。

　縛られている男は共に向かい喚わめき続ける。

「おまえも知っているだろう？　使えなくなった暗殺者を組織がどうするか!?　俺も、おまえも、組織の命で何人も用済みになった仲間を処分してきた!?　今度は俺たちの番だ。俺たちは老いた。遅かれ早かれ、始末される！」

　怒りと悲しみとやるせなさが入り混じった声。心の奥底からの叫び。

　それをぶつけられた初老の男、世界最高の暗殺者はまったく揺るがない。

　冷たい瞳を向けて淡々と言葉を紡ぐ。

「当然のことだ。我ら暗殺者は任務の中で多くの秘密を抱えていく。力が衰え秘密を守ることができなくなれば口封じをするしかないだろう。……そんなくだらない理由で組織の情報を手土産にフェロリア・カルテルに接触したというのか？　嘆かわしい」
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　初老の男が椅子に縛り付けられた男に向けるのは侮蔑。

　冷たい殺意を向けつつ、さらに言葉を続ける。

「さて、君が彼の組織に渡した情報を話してもらおう。長い付き合いだ。何をどうしようと君が死ぬということは理解しているだろう？　素直に話せば楽に死なせると約束しよう」

　椅子に括り付けられた男に一切の希望はない。

　眼めの前の死神に捕らえられた以上、万が一にも逃げられない。

　そして、口を閉ざせば、死神は情報を引きだすために、この世のありとあらゆる苦痛を与えると予想できた。

　自殺すら許してもらえない。何をしようが最後には何もかも話してしまう。

　なぜなら、目の前にいるのは世界最高の暗殺者なのだから。

「話そう」

　その言葉の通り、男はすべてを話した。

　嘘うそは一つもない。無駄だからだ。結局はすべて見破られて拷問され、地獄の苦痛によって心が折れられることがわかりきっている。

「ふむ、協力に感謝する。約束通り、苦痛を与えずに殺す」

　世界最高の暗殺者は、使い込んだナイフを構える。

　極まった技量は美しく、神秘性すら感じさせた。

　この死神には一切の迷いがない。ただ一人の友、唯一生き残った戦友を今から殺すというにもかかわらず。

　椅子に括り付けられた男は笑い、それに応えるように世界最高の暗殺者はナイフを構えたまま口を開く。

「最後に言い残したことはあるかね？　それぐらいは聞こう」

「ありがたいね。……お言葉に甘えよう。おまえはどうか知らないが、俺はおまえを友だと思っている。だから、最後の言葉はおまえのために使う。次に殺されるのはおまえだ」

「そうだろうな。老いは私を蝕むしばんでいる。次に使えなくなるのは私だ。だが、組織に殺されることはないだろう。私は最後の任務を果たし、死ぬのだから。そのときこそ、私は最高の暗殺者として完成する」

「最後の依頼？　それはなんだ？」

　その問いを聞いたとき、無機質で機械じみた初老の暗殺者に初めて血が宿ったように見えた。

「私自身の暗殺だよ。君のように逃げはしない。組織に死ねと言われれば、その任務を果たす。何の痕跡も残さず私という存在を完璧に消すことで組織の秘密を守る。私は今まで最高の道具であり続けてきた、そして最高の道具のまま終わる。そのときが楽しみだよ。私はこの人生が無駄ではなかったと、美しく完璧だったと、満ち足り、幸福に包まれながら死ぬことができる。裏切りものの君とは違ってね」

　椅子に括り付けられた男は茫ぼう然ぜんとした顔をし、その次に浮かんだ表情は憐れん憫びんと安あん堵どだった。

「ぷっ、はははっ。なるほど、おまえにも！　世界最高の暗殺者にも、人間らしいところがあるじゃないか！　不完全で間違っている。なんだ、安心した。おまえだって俺たちと一緒だったのか」

「なにが言いたい？」

「おまえは誰も信じなかった。友の俺も、死んでいった仲間たちも、技を授けてくれた師も、頼れる先輩も、おまえに憧れおまえが育てた後輩たちも。仮初の恋人も、偽りの妻も！　誰も！」

　男は知っていた、目の前の死神に憧れたからこそずっと見ていた。

　唯一の友人として、肩を並べているという自負があったからこそ誰より理解しようとしてきた。

　死神が世界最高の暗殺者なら世界で二番目の暗殺者であり続けようとした。

　だからこそ、世界最高の暗殺者である彼すら知らない答えを知っていた。

「組織の最高傑作！　世界最高の暗殺者！　おまえは正しい。組織の道具として実に正しい！　だがな、組織を信じすぎたことが唯一の間違いだ。賭けてもいい、おまえは理想通りに死ねない、世界最高の暗殺者のまま終われない。みっともなく、悔やんで、泣きわめき、今までの人生を否定し、何一つ得られず、無様に死ぬんだ」

「くだらないな。取り消せ、最後に残す言葉が戯たわ言ごとというのは忍びない」

「取り消さないさ。俺のためじゃない。おまえのためにな。俺はおまえに憧れていた、いや、好きだったんだ。もう言うことはない……殺してくれ、タイラ」

　銀閃が走る。

　椅子に括り付けれた男の首から噴水のように血が噴き出る。

　僅か数分で彼は息絶える。

　世界最高の暗殺者はナイフを振り、血を落とすと死体処理の準備を始めた。

　最近は死体処理もだいぶ楽になっていた。ばらして、ペット用火葬車を使うだけでいい。

　それで一人の人間の痕跡はすべて消える。

「後悔などするはずがない。私は組織の最高の道具として生き、最高の道具のまま消えていく」

　だが、世界最高の暗殺者は知らなかった。組織は彼を信じてなどいない。

　彼は一度も組織を疑わず、裏切らなかった。

　悲しいことに組織はそれを忠誠とは受け取らなかった。

　彼は組織に忠実すぎた故に、組織は薄気味悪く感じていた。

　非人間めいて気持ち悪く、何を考えているかわからないと恐怖していたのだ。

　その老暗殺者は完璧な暗殺者だった。

　しかし、己の存在意義を組織に求めてしまった。そのことが唯一の落とし穴を作る。

　友の予言は現実となる。

　最後の最後に彼は組織に裏切られる。

　組織は暗殺者を信用しなかった。彼に死ねとは命じず騙だまし討ちで殺そうとした。

　その瞬間、世界最高の暗殺者は積み上げてきたすべてを失い、悔やんで、無様に死ぬ。

　なぜ、死ねと命じてくれなかったのだと呪いながら。

　世界最高の暗殺者として生き、そのまま死ぬという唯一の夢は叶かなえられることはなかったのだ。

　だが、唯一救いがあるとすれば……やり直す機会が与えられたこと。

　彼が友の言葉を思い出すのは、そのさらにずっと先となる。




　　　　◇




「ルーグ様っ、ルーグ様っ、大丈夫ですか!?　ひどい汗です、うなされて」

　俺は……ルーグ・トウアハーデは飛び起きる。

　汗がすごい。息が乱れている。

　混乱のなか、俺に触れていた誰かの腕の関節を極め、無力化して組み伏せる。

「痛いっ、痛いです」

　俺に触れていた誰かが抗議する。

　聞き慣れた声なのに、それが誰だかわからず、関節を極める力をより強めて身動きを取れなくする。

「なんて夢を見るんだ。今更……」

　今になって思う。

　友は正しかった。

　あのとき、もう少し周りが見られていたら違った結末があったかもしれない。

　あの頃の俺は、組織の道具として生きることが誇りだった。

　使用済みの道具を廃棄する組織を正当化し、自ら組織に命じられるがまま死ぬことで、組織に逆らう他の道具とは違うと優越感を得ようとするほど壊れていた。

　道具として生き、道具として死ぬことが幸せで自らの願いだと思いこんでいた。

　なのに、その願いすら踏みにじられて、ようやく自分がおかしいのだと気づいた。

　笑ってしまう。

　俺が死の間際にもっとも悔しいと思ったことは『なぜ、死ねと命じてくれなかったのだ？』だった。

　俺を信じて、ただ死ねと言ってくれれば俺は幸せに死ねて、完璧な人生だったと満足出来たのにと悔やんだ。

「ルーグ様ぁ、痛いです、折れちゃいます」

　息が落ち着いてくると、現状が見えてくる。

　……俺は今何をしている？

　俺が組み伏せているのは金色の髪をしたどこか気の弱そうな可愛かわいらしい女の子。俺の専属使用人のタルトだ。

「すまない、どうかしていた」

　俺は慌てて、組み伏せていたタルトを解放する。

「あの、その、もしかして、そういうプレイですか？　えっと、それならいいです。ルーグ様に従います。私はルーグ様の道具ですから」

　期待と羞恥と怖さが混じった表情。

　男なら誰もが生唾を飲むほど魅力的な体を持つタルトが言うと洒落しやれにならない。

　今の騒動で服がずれて下着が見えている。

　ただ、そういう気持ちにはまったくならなかった。

　俺の道具だと自ら言うタルトに夢の中の俺が重なる。

　狂信的なまでになにかに依存して、それしか見えていない哀れな存在。

　かつての自分を見ているよう。

　タルトは、俺の命令ならなんにでも従う。俺が死ねと命じれば喜んで死ぬ。

　俺がそう育てた、組織が俺にしたように。

　鉛を呑のんだような気分だ。

　前世では味わうことがない罪悪感が胸を襲う。痛い、苦しい、心臓が嫌な音を立てる。

　それでも、心配そうに見る彼女のため、必死に言葉を探す。

「悪かった、寝ぼけていたんだ。もう、朝だな。朝食ができたと呼びに来たのか？」

「はいっ、朝食の仕込みは終わって仕上げだけです。その、食欲がないようでしたら、あとでお部屋に消化のいいものをお持ちしましょうか？」

　タルトが不安そうに俺を見ている。

　タルトは俺の感情の機微に敏感だ。

　俺が不機嫌そうにすると、すぐに彼女は落ち着かなくなる。

「大丈夫だ。タルトは悪くない。ただ、悪い夢を見ていたんだ。八つ当たりもいいところだな。すまない」

「いえ、ぜんぜん悪くないですっ。私も、悪い夢はたまに見ますからわかります！　餓死しそうになる夢とか、お父さんとお母さんが私を売ろうとしてえらい人の前で裸にするけど、汚い痩せっぽちはいらないって言われて、がっかりした二人に殴られる夢とかっ、あとは狼おおかみに食べられちゃう夢とか、雪山で凍える夢とか。朝から死にたくなりますし、今が幸せすぎて今のほうが夢じゃないかって不安になります！」

　ぜんぶ実話なのが笑えない。

　最後のは未然に防いだが。

　タルトは俺を励まそうと必死に話しかけてくる。

　その気遣いが嬉うれしい反面、こうも思う。

『……なぜ、俺は組織と同じことをしている？』

　今まで見ないようにしていた。

　だが、俺はタルトを道具にして、いいように利用している。

　いや道具にするだけじゃなく、彼女の心をもてあそんで肉体関係まで持っている。

　組織よりよほど悪質で醜悪ではないか？

　そして俺はいつかタルトを裏切るんじゃないだろうか？

　こんなに俺を慕っていた彼女を、俺はいつか使い捨てる。

　組織が最後には俺を信じずに口封じのために裏切って殺そうとしたように。

　そう思うと、今のままでいることが正しいとは思えなくなってきた。

　彼女を道具にしてきたくせに、道具のままにしておけないほどタルトを好いてしまっている。

　だからだろう。ずっと考えはしても口にしなかった言葉が溢あふれでた。

「なあ、タルト。タルトは自分が思っている以上に周囲に求められているんだ。タルトは昔、いらない子の自分をほしいと言ってくれたのは俺だけだと言ったが、今はそうじゃない」

「あの、いきなりなんですか？　その、何を言おうとしているのかわからないです」

「俺と婚約したが、あくまで婚約だ。いつでも取り消せる。分家筋からおまえを跡継ぎの妻にしたいという話が来てる。学園経由で下級貴族の正妻にしたいという話も。これらを呑めば、立派な貴族の夫人になれる。俺との婚姻と違い、正妻として扱われる。誰かの妻になるという話が嫌なら、騎士学園や軍から正式な騎士にならないかという話もある。それなりの地位と給料が約束される」

「あのっ、ルーグ様、なんで、そんな」

　タルトが困惑して、俺を遮ろうとするがそれを手で制して続ける。

「俺と一緒にいれば、命の危機が付きまとう。わかるだろう？　今までもそうだった。そして、これからもっとひどくなる。かつて命を助けた俺に恩義を感じているのはわかる。だけど、タルトは十分に恩返しをしてくれた。俺に気兼ねせずに幸せになってもいい。貴族の妻になるのも、正式な騎士になるのも自由。タルトは俺なしに幸せになれる。誰もが羨む生活だ。俺に縛られる必要なんてもうないんだ」

　客観的に見て、俺と一緒にいないほうがタルトは幸せだろう。

　彼女にもそれはわかっているはずだ。

　なぜだろう？　喜んでもいいはずなのに怒っている。

　タルトは無言で顔を近づけてきて、キスをした。ほとんど頭突きの勢いだ。

　表情と行動が一致していない。

「ルーグ様は私が要らないんですか!?　だから、そんなこと言い出したんじゃないですか！」

　怒ったまま泣きそうになりながら、タルトはそう言う。

「そういうわけじゃない」

「今まで魔族との戦いで私が足止めして、ディア様が【魔族殺し】を当てて、ルーグ様が狙撃するってパターンで勝ってきました。でも、蛇魔族さんや、セタンタさんが相手だと私じゃ足止めできない、もう役に立てない。だからですか？　もう一緒にいる必要がないから、面倒みたくないから、どっかいけって言ってるんですか？」

　泣きそうな顔を通り越して、涙を流してタルトがそう言う。

　タルトの涙なんていつ以来だろうか？

「違う、そうじゃない。俺はただ、昔助けた恩でタルトを縛って利用しているんじゃないかと思って。俺がタルトの幸せを奪っているんじゃないかと……というか、なぜ泣く？」

　タルトの眼めから大粒の涙がぽろぽろとこぼれている。

　タルトは強い子だ。

　どんなに辛い訓練でも涙なんて見せたことがないのに。

「ルーグ様は女の子に夢見すぎです。小さいころ助けてもらったからって、それだけで一生尽くしたいって思い続けるなんて子はいません」

「じゃあ、どうして」

「ルーグ様が大好きだからです。なのに、いらないって言われたら、泣いちゃいますよっ！　好きな人にいきなり他に嫁いけとか言われて、それで泣かない子なんているんですか!?」

　泣きながら、キレ気味にタルトが言ってくる。

「……まあ、その、なんだ。タルトのことは好きだ。好きだから、道具として都合よく利用している現状は良くないと考えた」

「いったい何年、一緒にいるんですか。ずっといっしょに居て、好きって伝え続けたのに。急に、そんな、ルーグ様は、おかしいです。バカです、ひどいです」

　タルトがぐずってる。

　あの夢のせいでおかしくなっていたのか。

　タルトが俺のことを好きで、だから一緒にいてくれていることなんてわかっていたのに。

　泣きじゃくるタルトの頭を撫なでる。

　昔からそうしてきた。

「……忘れてくれ」

「忘れません。ルーグ様にとって私はどうでもいいんですか？　その、分家の人と結婚してどっか行っちゃってもいいんですか？」

　タルトは怒りより不安が大きくなった様子で問いかけてくる。

　それで俺も考えてみる。

　今来ている縁談をタルトが受けて、俺のもとを離れ、分家の誰かと結婚するところを。

「……嫌だな、すごく嫌だ」

「私だって嫌です。何より、ルーグ様にそんなことを言われるのがとても嫌です。ものすごく傷ついてます」

「悪かった」

「許さないです。悪いと思っているなら償ってください」

　タルトがこういうことを言うのは珍しい。

　俺に嫌われるのが怖くて、わがままを言えない子なのに。

　ディアの教育のおかげかもしれない。

「ああ、俺にできることならなんでも言うことを聞こう」

「約束……ですよ」

　上目遣いに俺を見てくる。

　俺は頷うなずいた。

　後で何を言われるかわかったものじゃないが、ここでこのお願いを断れるほど俺も鬼ではない。

　なにより、どきりとするほど可愛い。

「じゃあ、二人っきりのときにお願いしますね」

　待て、二人っきりのとき？

　つまり、今は二人っきりじゃないわけで。

　そして、俺は昨日のことを思い出し隣に目をやる。

「そろそろ痴話喧げん嘩かは終わったかな？　ルーグってすごいね。昨日、あれだけ愛し合って、私に甘い言葉を言ったのに。次の朝には他の女とね。ふーん」

　半裸のディアが俺の腕をつねる。

「ディア様、おはようございます」

「タルト、おはよう。お互い、苦労するね」

「はいっ、ルーグ様は完璧超人ですが女の子の気持ちだけはわからない人です」

「まあ、そうだね。でも、そこがルーグのいいところでもあるけど」

　そう言うと、女同士でわかりあって笑っている。

　俺自身に女心がわからないという自覚はない。

　暗殺者として人心掌握術は学んでいる。任務で女性を籠ろう絡らくすることだって過去にはあった。

「ルーグ、さっさと着替えて。朝ごはん食べよ。昨日、ルーグが激しくしたせいでお腹なかすいちゃった」

「そうだな」

「それとね」

　ディアが口づけをしてくる。

「貴族の妻として、跡取りを確実に残すため、他の女を作るのは止めないの。でもね、譲れないこともあるの。私は一番じゃなきゃ嫌だからね」

「もちろんだ」

「うん、よろしい」

　ディアが立ち上がる。

　昨日、さんざん愛し合ったばかりなのに、ディアの妖精のように可か憐れんな体に見み惚とれる。

「やっぱりディア様が一番ですか。わかってはいたけど悔しいです」

「私は私よりずっといっしょに居て、自然体で接するタルトのほうが羨ましいよ」

「ルーグ様と一緒にいる時間だけはディア様には負けません」

　タルトはにっこりと微笑ほほえんでいる。

　そんなタルトを見て、さっきの言葉を思い出した。

　恩だけじゃ、ずっといっしょにいられない。

　考えたことがない言葉だ。

　俺はずっとタルトを昔の恩で縛って利用していると思っていた。

　でも、タルトはタルトなりの考えがあって自分の意思でそばにい続けている。

　それがわかったことが、少し嬉しかった。

　道具だったころの俺とタルトは違う。

　タルトは一礼をしてキッチンに向かった。朝食の仕上げをするのだろう。

　着替えを済ませ、ディアと共にキッチンに向かう。

　そこにはきっとおいしい朝食が並んでいるのだろう。
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　朝食を済ませて、訓練場に移動する。

　そこでいつもならディアとタルトに訓練を施すが、今日は話しておきたいことがあった。

「改めて現状を話す。魔族は残り三体。そのうち一体は不明。蛇魔族は体の大半を吹き飛ばされてしばらくはろくに動けない。……直近の問題はセタンタだ。人間魔族、眷けん属ぞくや特殊能力をもたない代わりに個人としての戦闘力は最強。まともにやれば勝率はゼロ」

「はい、あれはどうしようもないです」

「ヴィコーネを襲ったときですら化け物だったのに、手のつけようがないね」

　ホワイトボードに図を描く。

　今日は情報の整理とこれからの戦略を立てる。

「俺たちの戦術は、朝にタルトが言ったようにタルトが前衛で敵を足止めする。その間にディアが【魔族殺し】の詠唱を行い発動。タルトが足止めした相手に【魔族殺し】を当てて、魔族を勇者でなくても殺せる状態にし、潜んでいた俺が狙撃する」

「うん、魔族が【魔族殺し】を当てない限り、何をしても再生するから、それ以外に有効な戦術がないよね……再生しないなら、もっと安全に戦えるのに」

　ディアが悔しそうな顔をしている。

　ディアの言う通り、この縛りがとてつもなく大きい。

　俺は暗殺者であり、そもそも戦闘状態に持ち込まずに殺すことを得意としている。

　こちらを認識すらさせず、意識の外から殺す。それこそが最強の戦術。これならば相手の強さを殺せる。

　なのに、射程がせいぜい十メートル前後で十秒以上の詠唱が必要な【魔族殺し】を当てないといけないという前提がつくことで、暗殺が不可能になる。

　将棋で言えば、飛車、角落ちのようなもの。

「ディアの言う通り、タルトが足止めしてディアが【魔族殺し】を当て、俺が止めをさす以外の戦法は使えず、蛇魔族やセタンタにはその戦法は通用しない」

「申し訳ございません。私が弱いせいで」

　タルトが俯うつむき、強く拳を握りしめている。

　この子は自分が強ければなんて思ってしまう子だ。

「いや、俺でもあれを足止めはできない。あれに対抗できるのは化け物だけだろう」

「うん、どうしようもないよ。それに万が一足止めができても、私はあれに【魔族殺し】を当てる自信なんてもてない」

「どれだけ強かろうと。かつてヴィコーネ領でセタンタを殺したように暗殺ができるなら、勝ち目はある。それができないからこそ詰んでいた。……そして、その勝ち目がようやく見えた」

　俺はそう言って、父さんから預かったアーガトラムの欠片かけらを机の上に置いた。

「義手の神器アーガトラムの欠片だ。第三の腕として使っているうちは、ただ硬く頑丈で意のままに動かせる腕の形をした杖つえでしかなかった」

「じゃあ、今は違うってことだね」

「ああ、本来の義手として使うことで変質する。柔らかくなり、伝承にあるとおり触れざるものに触れられるようになる。昨日、試してみたが魔力にすら触れられた」

「試してみるね」

「私もやってみます」

　ディアとタルトが魔力を高め、アーガトラムの破片をそこに押し当てる。

　欠片が魔力に触れ、魔力を押しのけ四散させ、二人の顔が驚きよう愕がくに染まる。

「伝承を改めて読んだが、魂や霊にも触れて干渉できるらしい。もしかしたら、魔族の紅あかい心臓に触れられるかもしれない」

「これを武器に加工して暗殺するってことだね」

　俺は頷く。

「このメリットは二つ。まず魔力を散らすという性質。勇者だろうが魔族だろうが、物理的には肉の塊だ。魔力さえ散らせばいくら鍛えていようが銃弾で貫ける」

「うん、そうだね。それで作った弾丸は怖いよ。メリットの二番目は？」

「さっきからさんざん話しただろう？　魔族のコアたる紅の心臓に【魔族殺し】なしに触れられるかもしれないことだ」

　ディアとタルトの目には希望が浮かぶ。

　絶対に勝てないはずのセタンタ。

　それに対する勝機が見えたからだ。

「勝てるよっ。いくらセタンタでも遠距離からのレールガンは躱かわせないし、当たれば紅の心臓を貫ける。条件さえ整えれば、ルーグなら殺せる」

「……と言いたいところだが、デメリットもある。かなり致命的なものだ」

　そう言いつつ、手のひらでアーガトラムの欠片を弄ぶ。

「まず、覚醒したアーガトラムは覚醒前と違い、金属と肉の中間のような性質になる。つまり、さほど硬度がない」

　人間の腕に近づいた結果、強く押せば変形する程度の硬さだ。

「磁気を帯びることがないからレールガンには使えない。そして通常の弾丸とするにも問題があった。硬度が低いゆえに初速が速すぎると潰れて、空中で変形し弾丸がどこに飛ぶかわからない。そもそも熱に弱く、強力な銃の弾丸に使えば断熱圧縮で空中で燃え尽きる」

　音速を超える銃弾は空気抵抗を大きく受ける。

　ライフル弾などが安定するのはライフリングによる回転と空気抵抗を受けにくい形であることが大きい。

　潰れて、表面積がまして空気抵抗をもろに受ければどこに飛んでいくかわかったものではない。

　そして空気抵抗を受けるということは断熱圧縮による高熱化を避けられない。

　これから実験を繰り返すつもりだが、拳銃程度の初速ならなんとか耐えられるかもしれないが、ライフル弾の初速はどう工夫しても無理だろうと予測している。

「あの、ルーグ様は狙撃するときに【風避け】の魔法を使いますよね。あれなら、空気抵抗は関係なくなりませんか？」

　風避けはディアが開発してくれた、物体にかける魔法。

　風が物体を避けてくれる。

　簡単に言えば、空気抵抗を無視できる魔法だ。それにより、高威力、高精度の狙撃が可能になっていた。

　それが使えれば問題はすべて解決するが、そうはいかない。

「デメリットその二だ。魔力を散らす性質は常に発動されている。例外は義手を身に付けた本人だけのようだ。つまり、弾丸に【風避け】を用いたところでその魔法が散らされて無効化される」

「それで狙撃なんて無理です！　第一、魔力が散るんじゃファール石がだめになって撃つこともできないですよ」

「そのとおりだ。だから、魔力を一切使わない銃をこれから作る」

「そんなことできるんですか？」

「できる」

　今まで弾丸にファール石を使っていたのは、転生前の世界で主に使われていた無煙火薬よりも威力に優れ、なにより特有の匂いや煙が発生しないという暗殺向けの性質を好んでのこと。

　一応、なにかに使えるのではないかと無煙火薬の試作品を完成させて貯蔵してある。

「……それ、ものすごく物騒だね。魔力なしで使える銃とか。一般人が普通に魔力持ちを殺せるようになっちゃう」

　ディアが危惧するのは当然と言える。

　今の世の中が安定しているのは貴族が強く、民は貴族に守られているからこそその特権を許し税を納めるという構造が成立している。

　魔力持ちというのは圧倒的に強く、魔力のないものが逆らうことはひどく難しい。

　だがもし、誰でも簡単に魔力持ちを殺せるようになればそんな安定した社会は崩れる。

　魔力を使わない銃は魔力持ちを容易に殺せる。今の社会を崩壊させるだけの危険を秘めていた。

「そうだな絶対に情報を漏らしてはいけない。扱いは慎重に行う」

「そうだね。でもさ、もし、もしだよ。トウアハーデがどこかと戦争になったときに使わずにいられる？」

「……わからないな。使わない自信はない」

　正直に言った。

　本来戦争で魔力持ち以外はサポートだ。戦力にならずとも物資の運搬、拠点の設置、情報収集、時間稼ぎなどなどという仕事をこなす。

　逆に言えば正面切っての戦闘ではあまり活躍できない。

　そんななか、すべての兵が相手の魔力持ちを殺せるだけの火力を手に入れたら圧倒的に有利となる。

　どんな劣勢でも覆せるだろう。

　俺はトウアハーデとそこに住む民を愛している。トウアハーデが危機に陥ったときに、銃というカードを切らない自信はない。

　そして、そういうものがあると知れば、数年で必ず同じようなものは作られてしまう。人間の知恵とはそういうものだ。

「正直でよろしい。そうならないようにしないとね」

「ああ、そうだな。話を本筋に戻そう。ファール石を使わない銃を作る必要がある。それはあえて威力を落とす。初速が音速をぎりぎり超えないようにすれば空中での変形は最小限になり、断熱圧縮で燃え尽きることもないはずだ。ぎりぎりまで実験を繰り返しアーガトラムの弾丸が運用できる範囲での最高威力を探る」

　これはもう試行錯誤を繰り返すしかない。

　変形を抑え、燃え尽きないぎりぎりの速度を探る。同時に加工で強度があがるか、そうしたときにアーガトラムの性質が発揮できるかも試す。

「それでデメリットは最後？　違うよね」

「ああ、一番の問題がある。そもそも本当に紅の心臓を撃ち抜けるかわからないということ。実験のしようがない。試し撃ちさせてくれる魔族の知り合いなんていない」

　これは本当に致命的。

　希望はあくまで希望でしかない。

　伝承と魔力に触れられるという二点だけで紅の心臓を砕けるという仮説で動いている。

　本番で、もし失敗したらどうなるか？

　怒りを買うだけだ。

　逃げられもせず、殺されはしないが【生命の実】を食べるその瞬間まで軟禁される。

「博打ばくちだね」

「ああ、だが状況は改善された。なにせ、確実に負けるという状況から、勝ち目がある博打ができるんだからな。これから俺は銃と弾丸の開発に専念する。ディアは魔法の開発をしてほしい。ディアの天才的な頭脳でこの作戦で有用な魔法を考えてほしい。信頼している」

　ディアも俺も常に魔法開発をしてきた、窮地に追い込まれたからといって、今更画期的な魔法なんて都合良く生まれはしない。

　その考えは変わらないが、俺が作戦を提案し、その作戦のためだけに特化した魔法を作れと言えば、俺の愛する天才は必ず期待に応えてくれる。

「うん、必ず役に立つ魔法をつくるよ。ルーグのためだからね」

「それからタルト」

「はいっ、ルーグ様」

「狙撃の訓練に付き合ってくれ。観測手として、今まで頼まなかったことも多く頼む。【風避け】に頼れない狙撃は、より多くの情報が必要だ。観測手のサポートが重要になる。それを今から叩たたき込む」

「任せてくださいっ、がんばります。ルーグ様を支えるのが私の使命で生きがいですから！」

「ありがとう。銃の開発が終わるまではマーハと協力して他の神器が手に入らないかを改めて再検討。一つでも多く武器がいる。金に糸目はつけない。アレを使っていい。アレを使う前提でマーハにやれることをすべてしろと伝えてほしい」

「いいんですか？　……いえ、かしこまりました」

　アレというのは、魔法で生成した大量の金塊及び、それを加工して作った金貨だ。

　ムルテウでの商売はコネ作りと情報網を使用するためであり、魔法で金を生成できるようになった俺は金を稼ぐ必要なんてなかった。いくらでも金貨を作れるのだから。




　だが、あえてそれをしないのは市場への影響を考えてのこと。大量に金塊が市場へと流入すれば金の価値が下落して経済に深刻なダメージを与えかねない。

　だから禁じ手にしてきた。

　その禁じ手を解禁する。

　今までは化粧ブランドオルナが大きな利益があると言っても、私的に流用できる金はそう多くなかった。

　予算に上限がなくなれば、マーハの手腕でできることが圧倒的に増え、神器を入手できる確率は飛躍的に上がる。

　指示を出し終えた俺は、二人と別れ工房に向かう。

　そして、一人になり自然と弱音を口にする。

「さてと、魔法の補助輪で錆さびついた狙撃の腕はどこまで戻るか」

　はっきり言って、今の自分では自信がない。

　どこまで前世の腕に近づけるか。

　そこが解決されなければ、この作戦は根本から破綻してしまう。

　できないはずはない。

　なにせ、前世の俺は魔法を使わずに、計算と己の勘だけで二キロ先の標的を撃ち貫いた。

　それと同じことをすればいいだけなのだから。
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　あれから三日たった。

　いつ、セタンタが動いてもおかしくない状況ではあるが動きはない。

　その警戒はローマルングに押し付けた。

　通信網を無制限利用させ、うちの諜ちよう報ほう員いんをすべてローマルングの配下に置き、かわりにローマルングの組織力を借りている。

　これもまた追い込まれたからの措置。

　本来、通信網は俺たちだけの切り札にしておきたかったものだが、通信網を最大限利用したローマンルグ公爵というカードを切らなければどうにもならない状況だからこそ、こちらの切り札を手放した。

　そして……。

『風が読みきれないっ、やはり、魔法に頼っていたせいで感覚が鈍っている』

　今、俺はトウアハーデにある高台の上からの狙撃を繰り返し行っていた。

　的は八百メートル先にあった。その的はファール石を埋め込み、魔力供給されることで硬質化したボディアーマーだ。

　的になっているボディアーマーは俺が作った試作機で防御力には満足がいったが重すぎて実用的ではないと判断したもの。

　音速の三倍を超える初速でタングステンを撃ち出す対戦車ライフルでも耐えてしまう。

　寝そべり射撃体勢をとって呼吸を整える。

　その隣でタルトが寝そべり、風を読んでくれていた。

『どうやってもアーガトラム片の硬質化は無理だったか。音速を超えればアウト。拳銃並の初速で狙撃か……アンティーク銃でも使っている気分だ』

　昨日完成したばかりの銃はそういう代物だった。

　魔力をかき消すからファール石パウダーは使えずに、転生前と同じく無煙火薬の弾丸を使う。

　初速を抑えるために火薬量を減らし、そして威力のない弾丸を使うが故に反動を消す機構などは減らし、精度を上げる工夫を何重にもした。

　その結果、アンティーク銃のような性能と見た目になっている。

　わずかなブレすら嫌い、自動装そう填てんを排除したボルトアクション式。今どき、ボルトアクションの狙撃銃など博物館にしかないだろう。

『見た目がアンティーク銃になるのも必然か、こんな遅い弾丸を使う想定で近代狙撃銃は設計されていない』

　近代狙撃銃は高火力の弾丸を扱うことを前提にしており、それに応じた設計をしている。今まで、こっちの世界で俺が開発した銃もそうだった。

　高火力の弾丸を使うという前提が壊れれば先祖返りこそが最適となる。

　こっちの世界で低威力の弾丸で精度を求めた結果、前世でも使ったことがない骨こつ董とう品ひんの名狙撃銃ウィンチェスターＭ70のような見た目になってしまったことには笑ってしまった。

『一撃で仕留められなかったら破滅。だからこそのボルトアクション式』

　連射はできない、連射をする機構を盛り込むことによる精度の低下を嫌った。

「今っ！」

　タルトが短く言う。

　小さい音量なのによく通る声。

　風が止やんだ瞬間。

　引き金を引く。魔力による起動ではないが故にトリガーは必須。トリガーを弾いて弾丸が吐き出される当たり前の現象をひどく懐かしく新鮮に感じる。

　弾丸が吐き出された。

　音速を超えないように調整された弾丸。

　トウアハーデの目であれば十分に捉えられる。

　音速を超えて燃え尽きないようにしても、わずかな変形は起きてしまう。

　だから毎回決まった形に加圧を逃がすことで、同じように変形するように改良を加えた。

　そのおかげで弾道は必ず右に曲がる。必ず同じ方向に曲がるならそれを予想して狙撃できる。

　そして、目標の二十センチ先に着弾。

『外したか』

　すばやくボルトアクションで次弾を装填。

　誤差から逆算して照準を変更。

　タルトが再び口を開く。

「今っ」

　二発目、狙い通り目標にあたりはした。

　三倍以上の威力を誇る高火力ライフルでも貫けないはずのそれを、アガートラムの弾丸は貫いた。

　魔力での強化を散らす、その力のおかげだ。

「これでも五センチずれるか」

「その、そんなので当てられるほうがおかしいです。やっぱり、ルーグ様はすごい」

　タルトが尊敬の目を向けてくる。

　しかし……。

「すごくても一発で当てなければ意味がない。セタンタとの戦いであれば、一発目を外した瞬間に気づかれ、二発目を撃つ間もなく殺されている。まったく、苦労させられるな」

　前世とくらべて魔法に頼り【風避け】で風を無視して狙撃を続けてきたせいで勘が鈍っている。

　観測手のタルトが風が止んだ瞬間を教えてくれるとはいえ、まったくの無風ではないのがブレの原因の一つ。

『厳しい、この狙撃銃での狙撃は難しすぎる』

　風を無視できない他に、初速の遅さがどうしようもなく難易度をあげてしまっている。

　初速が遅いということは到達時間が遅いということ。そして運動エネルギーが少ないが故に高火力弾なら無視できる微細な環境変化をもろに受ける。

　この弾丸なら八百メートル先まで二秒以上かかる。

　風は絶えず変化する二秒あれば風の強さも向きも変わってしまう。

　弾丸の変形による軌道の変化を読むのも難しい。

　湿度や風の強さで微妙に変形するタイミングも変形具合も変わる。そして八百メートルも先となれば数センチも着弾がずれる。

　さらに厄介なのが、俺が作る無煙火薬の質にばらつきがあるということ。

　この世界で用意できる最高の素材と設備で調合しているが限界がある。

　質にばらつきがあるということは弾丸の初速にばらつきがあるということ。

　それによる誤差も生じる。

「誤差が生じる要因が多すぎる。こんな銃と弾丸で八百メートル先の的に一発で当てるのは不可能だ。修練でどうにかできる問題じゃない」

　このアンティーク銃でなければ二キロ先の狙撃ですら容易にできるのに。

　感覚を研ぎ澄ませたあの野獣にどこまで気取られずに近づける？

　欲を言えばこの銃なら三百までは近づきたい。今のままでも三百なら確実に当てられる。

　しかし、あれに三百まで近づけるか？　無理だ。

　俺は勇者と蛇魔族の戦いで、その戦いを直接見た上で二キロは距離がほしいと肌で感じた。

　なのに、セタンタ相手に三百まで近づく？　それはあまりにも楽観的すぎる。

「その、とにかく練習をしましょう」

「ああ、そうだな。目標を変更する。四百だ。四百なら練習すれば確実に当てられるようになる」

「……あの、四百ですか、それでいいんですか？」

　タルトが不安そうに問いかけてくる。

　それが妙に癇かんに障ってしまった。

「いいも悪いもないっ、そこまで近づかないと当たらないと言っている！」

「ひっ、あの、その、でも、そこまで近づけない相手ですよね？　それこそ、その距離で当たられても意味が……」

「タルトは俺の邪魔をしたいのか？」

「違います。申し訳ございません、ルーグ様」

　タルトが頭を下げる。

　それを見て、我に返る。

　今のはタルトが正しい。

　四百メートル先なら、この銃でも確実に当てられるようになるだろう。だが、それが確実になったところで意味がない。

　セタンタ相手に、四百メートルまで気づかれずに近づくことができないのだから。

　だが、それを言い出すことはできず、その日、緊急用にとっておく分の弾丸を除きすべてを四百メートル先に変更した目標に撃ち尽くした。

　眠っていた感覚が蘇よみがえって行くのを感じた。

　四百であればおおよそ、誤差五センチのばらつきで必中。

　心臓を撃ち抜くのであれば、その誤差を残り二センチ減らしたい。

　そして、それはこの銃で練習を繰り返せば、誤差三センチに収めての狙撃が可能という手応えがある。

　しかし……

『ひっ、あの、その、でも、そこまで近づけない相手ですよね？　それこそ、その距離で当たられても意味が……』

　さきほどのタルトの言葉が蘇る。

　正しい、もっと遠くから当てられるようにならなければならない。なぜ、俺はタルトに怒鳴ってしまったのか？

　俺はこんな理不尽な男だったのか？　時間を巻き戻したい。

『……転生する前の俺ならたやすくできるというのに』

　魔法という力を手に入れたからこそ弱くなった部分。

　必ず取り戻す。いや、取り戻せるはず。

　俺は改めてそう誓った。

　にしても、最近体が重い、感覚が鈍い。

【超回復】で肉体の疲れは取れているはずなのに、どこかおかしくなっている。




　　　　◇




　夕食を終える。

　今日は父さんと母さんは出かけていた。

　蛇魔族のせいで起きている魔女狩りの関係らしい。

　今、国中の貴族が大騒ぎだ。

　だが、大騒ぎなんてレベルで済んでいるのはローマルングの力だろう。

　そのことは完全にローマルングと他の貴族に任せると割り切る。

　そっちのフォローまでしている余裕なんてない。

「ディア、なにかいい魔法はできたか」

「まだ、できてないよ。でも、けっこう手応えはあるかも。もう少し待っていてね」

「そうか、楽しみにしてる」

　ディアが手応えがあると言ったのだから期待していいだろう。独特のメロディがなり、タルトが持ち運んでいる通信機の子機を手に取る。

　ローマルングに使用を許していると言っても、俺たちも使う。

　俺たちだけしか使わない専用チャンネルならば、彼らに秘密でやりとりもできていた。

「ルーグ様、マーハちゃんからです。神器が見つかったとのことです。持ち主は条件次第で譲っていいと」

「本当か？」

　わずか三日で？　いや違うな。

　きっと、俺が言う前からずっと神器集めを続けていて、それが実を結んだのだろう。

「神器の持ち主が言うには、ルーグ様に会うことが第一。それから、そのときに追加の条件を言うとも言っています」

「わかった、マーハには最短で日程調整をしろと伝えてほしい。どんな日程だろうとこちらが合わせる」

「はいっ、かしこまりました！」

　タルトがマーハにそれを伝えると通信が切れた。

「……追い風が吹いているな」

「追い風じゃないよ、ルーグが頑張ってるから、結果がついてきてるだけ」

「かもしれないな」

　こうも順調だと逆に怖くなる。

　それでも、この絶望的な状況を少しでも良くしないと。

「私は先に部屋に戻るね。今日は来ちゃだめだよ。集中して作業したいし。ルーグはえっちでしつこいから、来ちゃうと作業ができなくなっちゃう」

「ああ、無理はするな」

「するに決まってる。いつセタンタが動くかわからないんだから」

　微笑して、伸びをするとディアはその場を去った。

「俺もがんばらないとな。さっそく、弾丸を回収してくるか」

　まずは今日試射した弾丸をすべて回収しないと。

　アーガトラムの欠片かけらは限りがある。

　使い捨てにはできない。回収して再加工して弾丸にしないと明日の訓練ができない。

「あの、ルーグ様。ぜんぶ、回収してあります。ちゃんと数えました。全部あります」

「……いつの間に、というか風の探知じゃ土の中まで捜せないだろう。どうやって」

　俺はディアと開発した土の探知魔法で弾丸を見つけだすつもりだった。

「着弾ポイントは全部覚えてます。……だいたいです。あとは根性です！」

　簡単に言うが、ひどく大変だったはずだ。

　訓練が終わったあと、タルトは使用人としての仕事と自由時間のはず。

　それを全部使ったのか。

「助かった。ありがとう」

「はいっ、その、これでできた時間を、本来、ルーグ様が弾丸を回収する時間を私にくださいっ！　この前、私にひどいことを言った分、償ってくれるって言ってましたよね、その償いの分をここで使います。だから、お願いします」

「……なぜだ？」

「最近のルーグ様、おかしくなってます。頑張り過ぎです。絶対変です。今日は休んでください」

　タルトは頭を下げてお願いを続ける。

「俺がおかしい？」

「最近のルーグ様、私が起こしに行っても起きるまで気づかないじゃないですか。そんなの初めてです」

　意味が通っていないように聞こえるが正しい。

　俺は暗殺者だ。

　侵入者には敏感で、扉を開けたらその時点で気づく。先日、ディアに後ろから抱きしめられるまで気づかなかった。

　タルトが朝起こしにきても体をゆすられるまで起きない。

　それが一日だけじゃなく、連日。

　明らかな異常。

　そして、その異常に気づかないことが最大の異常と言える。

「だから、今日はもう銃とか魔法の開発とかやめて、お酒飲んで寝てください。私のお願いを聞いてください」

「だが、ディアやタルトにも無理をさせている、なのに俺が休むなんてできないだろう」

「それで無理してポンコツになって勝てるんですか？　侵入者に気づかない間抜けな暗殺者が勝てるんですか？　狙撃が上達できないのも、おかしくなってるからじゃないんですか？」

　反論できなかった。

　不調はずっと感じていた。

「だいたい、今日だっておかしいです。四百メートル先に目標を下げたとき、私はルーグ様に、四百メートルまでセタンタさんに近づけるかって聞いたら、怒鳴って邪魔するのかって怒りました。そんな情けないルーグ様は初めてです」

　それを言われたとき、真っ先に来たのは羞恥。

　俺は目標を下げるときに、ただ四百ならできそうとしか考えていなかった。

「いつものルーグ様なら、四百メートルまで近づく方法を語ってくれました、そうでなくても何をすればそれができるようになるのか？　あるいは四百メートルで感覚を掴んで徐々に伸ばしていくとか、そういう殺しにつながる方法を語ってくれました！　なのに、怒鳴っただけです、そんなのルーグ様じゃないです！」

　タルトが怒っている。

　情けない俺に、あるいはあのとき怒られたからといってしぶしぶ引き下がった自分に。

「私に言わないだけで、ちゃんとルーグ様のなかで、四百メートルにして、それでも殺せるビジョンがあるならいいですっ、でもっ」

「……いや、そうじゃない。俺はただ、どうしようもない現実から逃げただけだ」

「そんな情けないルーグ様はポンコツですっ、そんなの、私が好きな、憧れたルーグ様じゃないです。だから、ちょっとは休んでください。今のルーグ様、おかしいです」

　そこまで心配をかけていたのか。

　自分で、自分が情けない。

　深く、深く、深呼吸。

「……ああ、そうだな。たしかに今の俺はポンコツだ。にしても、まさかタルトにポンコツと言われる日がくるとは思わなかったよ」

「ごっ、ごめんなさいっ、その本心から言ってるわけじゃなくて、ルーグ様はすごい人で、その、だから、いつもに戻ってほしくて」

「わかってるよ。ありがとう。じゃあ、今日はそうする。どっちみち、今できることは限られている」

　アーガトラムの欠片は回収できている、弾丸への再加工は明日でもいい。

「休息も必要だ。今の頭じゃ妙案なんて浮かばない。……一度、ぜんぶ忘れたい。タルトの言う通り、酒を飲んでしっかり寝てすっきりしたほうがいいかもな。あれを注いでくれ」

「はいっ、とっておきのお酒をお注ぎしますね」

　タルトが酒を用意する。

　俺が造った酒というか、薬だ。

【超回復】で体は癒えても心は癒えない。

　その心を癒やすために様々な薬品を混ぜて、アルコールの長所を伸ばしつつ科学的に精神に対していい効能を与えるもの。

　味も重要視した。心を癒やすには美味おいしくなくてはならない。

　美味しさもまた、重要な薬の成分だ。

　グラスを傾け、タルトが注いでくれた酒を味わう。

「うまいな。久しぶりに味を感じた」

「最近のルーグ様、ぜんぜん美味しいって言ってくれなくて、ちょっと不安でした」

「悪かったな、せっかく美味しい料理を毎日作ってくれていたのに。というか、よく弾丸の回収をしていて夕食が間に合ったな」

「最近はルーグ様に教えてもらった時短レシピってのをやってます。ルーグ様が作ってくれた冷凍庫をフル活用してますよ。週に一回大量に仕込みして、小分けにして冷凍。後は形を変えていろんなメニューに使っているんです」

　タルトの口から時短レシピなんて聞こえて笑ってしまった。

「あの、その、だめですか？」

「駄目じゃない。そっか、使用人業務も頑張っているんだな」

「ルーグ様に快適にすごしてほしいですから。でも、ルーグ様のために強くならないといけないし、頭を使って時間を作る工夫を始めたんです」

　彼女なりにいろいろと考えて頑張ってくれているのか。

　ありがたいことだ。

「タルトも飲め」

「あの、いいんですか、その、私」

　タルトがちらっちらと酒を見て戸惑っている。

　実はタルトはお酒が好きだ。

　ただひどく弱い上に、理性がとんで本音が出るし、うっとうしい絡み方をする。

　だから、マーハから酒を禁止されている。

「俺ならタルトが酔っ払おうと対処できる。それに、俺のためだけに、せっかくの『お願い』を使ってもらうのは悪いからな。ちょっとぐらい役得があってもいいだろう」

「じゃあ、お言葉に甘えます」

　タルトが俺の隣に座る。

　使用人として後ろに控えていることが多いタルトが隣に座るのは新鮮だ。

　タルトのグラスに酒を注ぐとありがとうございますと言って、ちびちびと飲み始める。

「美味しいですっ、ぽかぽかしてきました。やっぱりお酒はいいですね」

「ほどほどにな」

　俺は笑いかけ、そしてタルトの空いたグラスに酒を注いだ。
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　三十分後。

「ルーグ様はひどいですっ、いけずですっ、なんれ、そんな、つれないんれすか」

　ひどい酔っぱらいが完成していた。

　さきほどから距離が近い。

　椅子同士はくっつき、ずっと俺の左腕に自分の腕を絡ませて、その魅力的な体をくっつけている。

　タルトの大きな胸が押し潰れて、眼めにも、肌にも毒だ。

「もっともっとぎゅーっとしたいんです。ルーグ様とくっついてるとそれだけで幸せなんです。なのに、なんでルーグ様からくっついてくれないんですか、いつでもいいのに」

「いや、女性の体に触るのは失礼じゃないか？」

「ルーグ様ならいいんですっ、あともっと撫なでてくださいっ、褒めるときは毎回撫でてくださいっ、ルーグ様の撫で撫で気持ちいいんです、してくれないとがっかりするんですっ」

　そう言って撫でろとばかりに頭を差し出してくる。

　苦笑しつつ、タルトの頭を撫でてやると、目を細めて幸せそうに笑う。

「えへへっ、やっぱりルーグ様のなでなでは最高です」

「そうか、次からはもっと撫でるようにするよ」

　驚くことばかりだ。

　女性は髪を乱れるのを嫌い頭を撫でられるのを嫌がると思っていたから、撫でることは極力控えていたと言うのに。

「それと、もっとえっちでいいんです」

「……タルト酔いすぎじゃないか？」

「男の人ってもっとエッチじゃないですかっ！　なんでルーグ様は誘ってくれないんですか。毎日、ルーグ様に見られてもいい可愛い下着をつけてるのが馬鹿みたいじゃないですか！　マーハちゃんに頼んで毎月新作を送ってもらっているのに！」

「それは知らなかったな」

　タルトにはけっこうな給料を渡している。
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　貴族の専属使用人として平均的なものに危険手当を上乗せしているからだ。

　タルトは多すぎると断っていたが押し付けるようにして受け取らせている。

　まったく贅ぜい沢たくをしないと思っていたタルトがそんな散財をしていたとは知らなかった。

　なんでも彼女のことは知っていると思っていたが知らないことばかりだ。

「見てくださいっ、かわいいですよね？　今、一番流行はやってるやつです」

　タルトが胸元を緩めて、スカートを捲まくる。

　男の性かどうしても引き付けられる。可愛い下着に包まれたそれらは魅力的すぎた。

「……その、なんだ、目のやり場に困る」

「もっと見てくださいっ、それで襲ってくださいっ」

「ムードとか、そういうのは気にしないのか」

「私は一番大好きな人と、もっと繋つながりたいんですっ、いちゃいちゃしたいんですっ、それだけで幸せなのに。ルーグ様のヘタレッ、ふつう貴族は使用人を手籠にして、性欲処理に使うものですっ」

「いや、それは貴族に対する偏見だろう」

「違いますぅ。ルーグ様の命令で貴族のパーティにいくとき、みんな私をエッチな眼でみるし、偶然を装って胸とかお尻とか触ろうとして躱すのが大変だし、耳元でこのあと夜はどうとか聞いてきます！　愛人にしてやるとか次から次へ来ます！　なんでルーグ様はそういうふうにしてくれないんですかっ！」

「いや、そういう貴族のほうがおかしい。むしろ使用人に手を出す貴族なんて顰ひん蹙しゆくものだろう」

「そうやって、すぐに逃げるのが駄目なところです。もう、襲ってくれないなら、私が襲いますよ」

　酒癖が悪いと思っていたが、ここまでとは。

　これ以上は危険だ。

　そして、タルトの酒癖の悪さにはもう一つ致命的なものがある。

　よく飲みすぎて記憶を失うというが、タルトは逆だ。ぜんぶしっかりと覚えており、シラフになったときその記憶を思い出して悶もん絶ぜつする。

　すでにかなりまずい発言は多いが、これ以上好きにさせると明日のタルトが悶絶死しかねない。

「襲いたければそうすればいい」

「ルーグ様を襲っても返り討ちにあうだけじゃないれすか……そうだっ！　ルーグ様、グラス空ですよ。お注ぎします」

「そうか、頼む……何をいれているんだ？」

　タルトは酒を注いだあとに、白い粉を複数入れていた。

「えっと、筋きん弛し緩かん薬と精力剤と自白剤です。アルコールと一緒に接種すると効き目倍増ですよ」

「調合した本人だから、効能は知っている。なぜ、入れているかを聞いている」

　自白剤というのは、その名の通りの用途の他に酩めい酊てい状態にして前後不覚にする効果がある。

　アルコールと合わせるとその効果が強まる。

　そして、これらは対勇者用の研究の産物。俺の【超回復】などのスキルは毒に反応するが薬には反応しない。

　それを判定するのは自らの認識、薬と脳を誤認させれば耐性がある相手にも通じるという仮説のもと開発した。

　その結果、俺にも効く薬がそれらだ。

「だって、薬れも盛らないとルーグ様を襲うなんて無理ですっ！」

「眼の前で薬を盛られて飲むと思うか？」

「ルーグ様は無味無臭の薬でも盛ったら気づくじゃないですか。なら、一緒です。それとも私のお酒は飲めないって言うんですか!?」

　こんなにひどい逆ギレを見たのは初めてかもしれない。

「そのっ、本当にだめですか？」

　上目遣いでおねだりしてくる。

　そんなタルトがかわいくて、そもそも今の時間はタルトのお願いで用意されたものだ。

　深い深い溜ため息いきをついて、俺は覚悟を決めた。

「これを飲んだらお開き、速やかに自室に戻り寝る準備をする。襲うのはいいが、いたずら程度にする。それが守れるなら飲もう」

「はいっ、飲んでくださいっ」

　即答だった。

　俺は筋弛緩薬と精力剤と自白剤入りの酒を見て顔がひきつってしまう。

　それを一気に流し込む。

　その瞬間、思考にモヤがかかり全身から力が抜ける。

　さすが、俺が勇者にも効く薬を目指しただけあって、【超回復】の抜け穴をついて、効いてくる。

「じゃあ、お部屋にお運びしますね♪」

　酔っているはずなのにタルトの足取りは軽やかでしっかりしている、鼻歌を奏でながら、タルトは俺をお姫様だっこして俺の部屋へと運んでいった。
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　ベッドに俺を寝かすと、タルトもベッドに乗ってくる。

「いたずら、しちゃいますよ」

　とても上機嫌だ。

　タルトは犬のようだとディアなどは言うが、素すの部分では利己的で意外と猫のような特徴を持つ。

　おそらく、タルトはキツネなのだろうなとあほな思考が流れる。

「何をしている？」

「ルーグ様が抵抗できないようにしてます」

　タルトは俺の手に手錠をかけた。

　例によって俺の自作品。魔力持ちを拘束するために魔力操作を阻害する仕掛け。これをつけられると魔法の発動どころか、魔力による身体能力強化すらできない。

「えへへ、今だけは私だけのルーグ様ですっ」

　タルトがキスをしてくるので、それを受け入れる。

　頭がくらくらする。

　それは薬のせいだけじゃない。タルトの魅力にあてられているからだ。

　タルトは俺のズボンに指をかけて、あれを露出されると愛おしそうに咥くわえた。

　こういうことは教えてないはずなのに妙にうまい。

　すっかり大きくなったそれにタルトはキスをすると、今度は胸に挟んで擦り始めた。

「こういうのディア様じゃ絶対できないですよね」

「どこで、そんなの覚えてきた」

「一年ぐらい前に、ルーグ様が捨てた私のために作った教科書です。私に色仕掛けを教えようとして、でも、やめてくれたんですよね」

「……まさか、あれを拾っていたのか」

「はいっ、ルーグ様が私を大事にしてくれてるって、もしかしたら、私が他の男の人とそういうのをするのが嫌だって思って捨ててたのかもって。そう思うとうれしくて、証拠として私の部屋に飾ってますよ」

　そう言うと再び胸での奉仕を再開する。

　合間合間に口での愛あい撫ぶも忘れない。

　腰が浮いてしまう。

「くっ、うっ」

「我慢しちゃって、ルーグ様、可愛い。ルーグ様と婚約してから、それを使って勉強したんです。ルーグ様を喜ばせたくて。気持ちいいですか？」

「ああ、気持ちいいよ」

「うれしい、頑張りますっ」

　タルトはそう言うと胸での奉仕をより激しくしてきた。

　がまんの限界で欲望を吐き出す。

「きゃっ、いっぱい出ましたね。ルーグ様の味、美味おいしいです」

　それを舐なめ、精子を指で掬すくうと下着を脱いで、それを自分の膣ちつへ擦り付けながらオナニーを始めた。

「ルーグ様の、ここに欲しいです。んっ、もっとぉ」

　背徳的な光景に、再び己のが硬くなるのを感じていた。

「また、おっきくなりました。私で興奮してくれているんですね。うれしい。ルーグ様のもらいます」

　馬乗りになったタルトはオナニーで濡れそぼったそこで、俺のを受け入れようとする。

「タルト、やりすぎだ。それに避妊を」

「嫌ですっ、ディア様とは避妊しなかったんですよね。そう言ってました。私もルーグ様との証がほしいです。私だって、ちゃんとルーグ様と一つになりたいんですっ」

　怒りながらタルトは腰を落とした。

　というか、ディア、なんでそのことを……。

「えへへ、ルーグ様の今までで一番大きくなってます。ルーグ様も私と一つになりたいんですよね？」

　タルトが腰を動かす。

　腟内も動いていた。

　絶対に俺の精をしぼりとるとタルトの全身が言っている。

　刺激だけじゃなくてその光景も暴力的だった。

　タルトの大きな胸が揺れる。

　本能がタルトを欲していた。こんなの耐えられるはずがない。

「ルーグ様のびくびくしてきました。でちゃいそうなんですね。無理やり、襲われて、だしちゃうんですねっ」

「タルト、やばい、もう」

「いいですよっ、出しちゃえ、絶対逃さないです」

　いつもは小動物じみたタルトなのに、肉食獣じみた表情。

　腰の動きが激しい。

　気持ち良すぎて頭がおかしくなりそうだ。

　耐えてきたが、限界だ。俺はついに欲望を吐き出し、それがタルトの中で暴れる。

「熱い、ルーグ様のを一番深いところで感じて、満たされてます。……ルーグ様、大好きです」

　そして力尽きて俺の上に倒れ込み、繋がったまま情熱的なキスをする。

　タルトのそこは俺が欲望を吐き出したあとも、より搾りとろうと蠢うごめく。

「幸せです。やっと、ルーグ様とちゃんと一つに。……あれ、ルーグ様のまた元気に、ルーグ様はエッチです」

　そう笑い、俺の乳首を舐めた。

「まだまだ、ルーグ様を奪えそうですね。ディア様よりもっともっとたくさん」

　妖艶な笑み。

　そんなタルトの腕を引き、体勢を入れ替える。

　今度は俺が上になった。

　その瞬間、タルトの強気な態度が崩れて、いつものおどおどした感じになる。

　反撃の時間だ。

「あっ、あれ、手錠は？」

「薬が抜けてきたからな。製作者は俺だ。魔力持ちを捕らえるための手錠とはいえ、体調が戻ればどうにでもできる」

「いたっ」

　俺がデコピンするとタルトがおでこを抱えて涙ぐむ。

「ごめんなさいっ、その、あの」

「謝らなくていい。……よくも好き勝手やってくれた。その礼をしないとな」

　さきほどから見ることしかできなかったタルトの胸をわざと痛みを感じるぐらいに強く揉もむ。

「いひゃいっ、ううう、ごめんなさいっ」

「謝っても許さない」

「あの、それって」

「今度は俺がタルトを襲う」

　そう言うとタルトは最初とまどった様子を見せる。

　しかし、それから俺の言葉の意味を理解すると涙が潤んだ目で、とびっきりの笑顔を浮かべて……。

「はいっ！　めちゃくちゃにしてくださいっ！」

　と嬉しそうに答えた。

　俺はタルトに復活したそれを挿入した。

　その瞬間、タルトが絶頂してのけぞる。

「ルーグ様ぁ、好き、大好きぃ」

　二度も出したのに、俺はタルトを蹂じゆう躙りんしたくて仕方ない。

　いいようにされていたから逆襲したいというのはある。

　だが、それ以上にこんなにも全力で愛してると伝えてくるタルトが愛いとおしくてたまらなかったのだ。

　タルトを貪りながら、この子にはもっと素直に俺の気持ちと欲望をぶつけよう、そう考えていた。
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　翌朝、気持ちいい目覚めだ。

　体が軽く感じる。

　ルーチンとなる肉体のセルフチェック。極めて良好だ。

　とは言っても昨日も肉体には問題なかった。この違いは精神的なものだろう。

　やはり休息が必要だったようだ。銃の改良や火薬の品質を一定にする方法など、行き詰まっていたアイディアが次々と出てくる。

【超回復】では、体の疲れが取れても精神の疲れはどうにもならない。そんなことはわかっていたはずなのに。

　俺の横にはタルトが寝ている。

　すでに起きていて顔を手で覆って背中を向けていた。

　彼女は使用人業務があるため、早起きが習慣になっている。たとえ酒を飲んだ翌日でもちゃんと目を覚ます。

「タルト、おはよう。昨日のことは覚えているか？」

「……ううう、死にたいです。むしろ、殺してください、私、私、何てことを言って、やって、あの、その、うううううう」

　悶もん絶ぜつしている。

　きっと手で隠れている顔は真っ赤だろうな。

　タルトの場合、酒で理性を失ってとんでもないことをやらかしても、しっかりそのことを覚えている。

　なのでこうやって翌日羞恥で悶絶することになる。

　とはいえ、ここまでやらかしたことは初めてだ。

「まさか、タルトに薬を盛られてレイプされるとは。想像すらしなかった」

「もっ、申し訳ございません」

　裸のまま土下座する。

　凄すさまじい光景だ。

　あれからタルトは疲れ果てて眠ってしまった。酒のせいもあっただろう。

「怒ってないさ。むしろ、タルトの本音を聞けて良かった」

「あれは、そのお酒の勢いというか、えっと普段の私ではないというか」

「知っているか？　アルコールは理性を弱める動きがある。そのせいで、普段言わないことを言ってしまう」

「それはどういう？」

「つまり、アルコールを接取して出てくる言葉はただの本音だ」

「ふぁうっ」

　変な鳴き声をあげて、枕に顔を埋めて足をばたばたと始めた。

　……この子はさっきから自分が全裸だという自覚はあるのだろうか。

　見えてはいけないものがいろいろと見えている。

「タルトの本音、嫌じゃなかったよ。俺が好きだってわかったし、そこまで求めてくれるなら、俺もこれからは積極的にいかせてもらう」

「ルーグ様ぁ」

　枕から顔を上げると涙で潤んだ目で上目遣いに見てくる。

　そんなタルトの頭を撫でてやる。

「もっと撫でてほしいんだったな」

「はいっ！」

　にっこりと笑う。

　もしタルトに尻尾があればぶんぶんと振られていただろうな。

　この子はきっと死地でも俺と一緒にいてくれる。

　だから、この子のためにも生き延びられるように頑張ろう。
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　午前中いっぱいは工房で新たに浮かんだアイディアで火薬の品質向上を手掛けていた。

　品質を上げるというよりはばらつきを無くすというもの。

　そして、その違いこそが盲点だった。

「なんで、こんな簡単なことに気づかなかったんだろうな」

　最高品質の火薬を常に作れるように努力をし続けてきた。そのためのアイディアは出尽くし、設備的な限界で壁にぶち当たり、威力が一定しない火薬しか作れなかった。

　火薬の威力が一定でないということは、弾丸の威力、具体的には弾丸の初速が一定しない。

　撃つまで初速がわからない銃での狙撃はほぼ不可能に近い。

　想定している八百メートルの狙撃においては、秒速十メートルも初速が違えば、〇・〇七秒も到達時間がずれる。

　〇・〇七秒到達時間がずれれば二・四センチメートルも縦方向に誤差が生じる。

　今回は紅の心臓を撃ち抜かないといけない、それ故に許される誤差は五センチメートルほど。その半分近くが狙撃前から確定していては、狙撃など夢物語。

「品質が一定でさえあればいい、逆に言えば品質は悪くてもいい……それなりの品質のものを安定して作ることならできる」

　最高のものを常に作るのは難しい。

　だがそれなりにいいものを安定して作るのであれば、そう難しくない。

　もとより、炸さく薬やく量を減らして速度を落とした弾丸なのだ。性能は悪くても一定であればいい。

　気がつきさえすれば簡単にできてしまう。

　それに気づかせてくれたのは昨日のタルトとの時間だ。

　無駄ではなかった。

　自然と頬ほおが緩むのを感じながら、火薬の調合を繰り返した。
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　ディアが興味津々で俺の手元を見ていた。

　今は自室で、ディアが考案した三つの魔法を【式を織るもの】で使える魔法にしていた。

　この世界では神に与えられた魔法以外は使えない。

　属性ごとの魔法を繰り返すと天啓のように次の魔法式が頭に浮かぶ。

　しかし、式のルールを解析し、自らで組み合わせれば、神の天啓を待たずとも新たな魔法を生み出せてしまう。

　もっとも、それは神の摂理に反すること。

　この世界の住人は新たな魔法を唱えようとすればひどい頭痛に見舞われてしまい詠唱ができない。

『今、思えばこの世界を安定させるためのルールなのだろうな』

　女神の存在から、世界の管理者がいることは推測できる。

　世界を維持するために〝なんでもあり〟は避けたいだろう。

　例えば、この世界に金塊を生み出す魔法は存在しなかった。

　もし、そんな魔法があれば金はあっという間に飽和し価値を失う。そうなれば通貨として運用することはできなくなる。

　社会を運用するために神の許す魔法しか使えないというルールを儲もうけたと考えると辻つじ褄つまが合う。

『しかし、俺のスキル【式を織るもの】は例外だ』

　俺が綴つづった新たなる魔法は、誰でも式を知れば詠唱できるようになる。

　神が許す魔法リストに新たな魔法が追加されるということだ。

　それは危険も孕はらんでいる。

　なにせ、一度綴ってしまえば、誰でも式さえ知れば唱えられる状態になるということ。

　もし、俺たちが今まで開発した式が外部に漏れれば、当たり前に悪用されてしまうだろう。

　魔族に対抗するため……いや、いずれ勇者を殺すために開発した魔法は極めて強力。

　だからこそ、けっして流出させてはならない。

「ルーグってすぐに自分の世界に入るよね」

「単純作業をしているときの癖なんだ。ちゃんと話は聞いてるよ」

「本当に手はてきぱき動いてるのがすごいね」

「並列思考は何かと便利だ」

　この世界で学生をしていたころは、授業を聞きながら新たな武装や魔法に対する考察をしていた。時間というのは有限で、誰にでも平等。だからこそ、少しでも有益に使いたい。

「それ、訓練でできるようになるものなの？」

「ああ。実際、主婦ですらやってるじゃないか。料理を作るときに鍋で煮物を作りながら、野菜を刻んで、ちょうどいいタイミングで鍋を混ぜたり灰あ汁くをとったりするだろう？」

「そう言われると普通だよね」

「人間というのは鍛えればたいていのことはできるようになってる」

　俺はディアの三つ魔法をすべて書き終えた。

　最近ではディアの魔法の式を見ても効果が予測できなくなっていた。

　かつてはディアと俺の知っている魔法式で使える単語の数はほぼ同じだった。

　しかし、今ではディアのほうが圧倒的に上だ。

　ディアは解析によって、次々に法則を見つけて新たな語彙を増やす。

　そして、彼女が言うには同じ式でも言い回しや繰り返し、順番によって新たなる意味を生み出すことができるらしい。単語だけではなく俺が知らない文法も見み出いだしたようだ。

　単純に言うとディアの才能は凄まじく、魔法においては置き去りにされてしまっていた。

「……今回のはどれも複雑だ。見ただけじゃ理解できない」

「最近、ルーグは魔法の研究をサボってるからね」

「面目ない」

「いいの。ルーグはやることがたくさんあるからね。魔法は私に任せて」

「ああ、ただ、これだけ知らない単語と文法があるのは気になるな。知っていれば浮かぶアイディアもあるだろう」

　俺が作れる魔法というのは、結局知っている単語と文法に縛られる。

　知っていれば、有用な魔法を思いつくかもしれない。

「ルーグに時間ができたら、講義してあげるよ。昔みたいにね。ちょっと楽しみかも。久しぶりのディア先生だね」

「ディアは教えるのがうまいからな。厚意に甘えさせてもらう。あの、鬱陶しい騎士バカを殺したあとに頼む」

「うん、準備しとく。でも、今日は先に、その魔法の解説だね。実演したほうが早いから、外にいこ」

　ディアが上着を羽織る。

　楽しそうに口笛を吹いていた。

　新たな魔法を使うのが楽しみで仕方ないのだろう。
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　暴発しても周りに迷惑をかけない場所ということで湖まで足を運んだ。

　かつて、ここで【砲撃】の実験をしたところだ。

「じゃあ、私が実演するね」

　ディアが詠唱する。

　相変わらず流麗な詠唱。

　なにより、ディアの詠唱する姿は美しかった。

　そのせいで、誰が言い始めたかわからないが、学園でも本人がいない場所では妖精と呼ばれている。

　詠唱が終わる、見た目にはなんの変化もない。

　しかし、ディアがぐったりとした様子でその場に座り込んだ。

「失敗、したのか？」

「ううん、大成功。今回はものすっごく複雑な式だし、初めてつかう文法も多かったから不安だったけど、うまくいったよ」

「見た目の変化はないが」

「唱えてみたらわかるよ。でも、詠唱と魔力の属性変換はいつもより丁寧にね。【魔族殺し】ぐらい繊細な魔法だから、ちょっと失敗しただけで破綻するよ。ルーグならぎりぎりかも。風の魔法、魔力を練る量はそこまで多くなくていいの。しつこいけど、とにかく丁寧にね」

　ディアがそこまで言う魔法か。

　気合をいれないと。

　一般の魔法使いが、魔力を属性魔力に変換するときは六割程度。ディアはほぼ十割。俺は八割後半から九割といったところ。

　その俺でもぎりぎりというからには、まともに使えるものはこの世界で数人しかいないほど繊細な魔法。

　ディアの新魔法を詠唱する、かなり長い詠唱。

　おそらく練習して慣れたとしても七秒は必要だろう。

　敵と相対してからの戦闘では難しい。暗殺での不意打ち専用か。

　風の属性に染めた魔力が消費され、魔法が発現する。

『これは？』

　初めは【空間探知】かと思った。

　空気の触れるエリアにあるすべてを脳に叩たたき込む魔法。俺とタルトが得意にしている魔法だ。

　だが、それよりも情報の密度が段違いだ。

　この魔法は風に触れているものだけじゃない、風の呼吸を感じる、風が木々に触れて、弱り、曲がり、他の風と合流して強まっていくのが肌でわかる。

　そして、これから風が吹くとなぜかわかり、その通りに旋風がふいた。

　まるで風と一体化したような感じだ。

　さらに時間の流れが遅く感じる。

　それはきっと風が見る世界。

　湖でフナが一匹はねた、スローモーションで落ちていく、あきれるほどゆっくりと。

　つまり、これは時間の流れが遅くなっているんじゃない、俺の知覚が加速しているという確信に変わる。

　なにせ重力というのは平等だ。

　落ちる速度は重量に拘かかわらず一定、それが遅く感じるのなら俺の知覚が加速しているとしか考えられない。

　ああ、なるほど。

　この魔法はたしかに俺に必要なものだ。

　魔法の効果時間が終わる。

　その瞬間、立ちくらみ。頭痛がする。

　人間の脳が想定できていない情報量、その副作用。

「これはすごいな」

「すごいでしょ？　この前ルーグが狙撃に必要なこと言ってたよね。一番は風だって。だから、【空間探知】を徹底的に改良してみたの」

「……風のすべてを知る魔法か」

「うん、それだけのために作った魔法だけど、風になるってことで、風の感覚、引き伸ばされた世界を感じるのは、使ってみるまでわからなかった……でも、危険だね、私やルーグの脳だから耐えられたけど、普通の人間なら、脳が壊れていたかも。タルトに使わせちゃだめだよ」

「わかっている。人間が使ってはいけない魔法だ。そして、これならアーガトラムとも併用できる」

　これは己の身にかける魔法。

　アーガトラムの弾丸に触れれば解けてしまうだろうが、弾丸に触れなければ問題ない。

　予あらかじめ、弾丸を装そう填てんしてから、この魔法で風と一つになって狙撃すればいい。

　実験の結果、アーガトラムの触れざるものに触れる力は欠片かけらを中心に一センチから三センチぐらいで常に変動している。

　だから、弾丸にかけなければいけない【風避け】は使えない。

　しかし、逆に言えば、弾丸から三センチ以上離れた場所で行う魔法には影響しない。そう、この新魔法のような。

「どう、役に立ちそう？」

「これは使える。……おもちゃみたいなアンティーク銃でも風が完璧に読めるなら当てられるだろう」

　それは確信だ。

　前世ではそういうズルなしに勘でやれていた。こんなズルがあってできないはずがない。

　火薬の品質の安定化も目め処どができた今、もはや外す気がしない。

　それでも弾丸の威力という制約があるから、八百メートル以上の狙撃は無理だが。

「やっと狙ったところに当てられるようになったね。ルーグの言葉を借りると、これで博打ばくちができるって状況かな？」

「ああ、そうだな」

　狙ったところに当てられるのと、セタンタに命中させられるのはまた別だ。

　アーガトラムは音速を超えた弾丸には使えないという縛りはある。

　つまり着弾までの時間がかかる。

　セタンタに気づかれずに限界射程の八百メートルまで近づき、着弾までのおおよそ二・四弱秒、セタンタが動かない状況を見つけての狙撃ができれば殺せる。

　そういう博打ができるようになった。

　なぜ博打かと言うと、紅あかい心臓にアーガトラムが通じるかはやってみるまでわからないからだ。

「それでも大きな前進だ。ディアとタルトのおかげで博打に挑める。……あとは勝つだけだ」

「あとは勝つだけだ？　もう！　そんなこと言うの、ルーグらしくないよ。まだ、やれることはあるでしょ。やれること全部やる前にそういうこと言うのらしくないよ」

　ディアがぽこぽこと俺の胸を叩くが、ぜんぜん痛くない。

「ああ、浮かれるのは早かったな」

「わかればよろしい」

　ディアがふんっと鼻を鳴らした。

「で、残りの二つの魔法だけど。こっちもすごいんだよ。でも、その前に休憩」

　ディアがショルダーバッグから出したシートを敷いて、最近お気に入りのオルナから仕入れたお菓子と水筒を取り出して座る。

「となりに座りなさい」

　少し、すねているような怒っているような口調と表情。

　昨日、ディアが羨ましいと俺を怒ったタルトを思い出す。

　俺が座るとディアは水筒に入っていた温かいハーブティーをコップに注いで渡してくれた。

「ディア、ありがとう」

　あえて、ディアの様子に気づかないようにしてお茶を飲む。

　ほっとする味だ。

　これは、かつて俺がディアに好きだと言ったハーブティーだ。覚えていてくれたんだ。

「今朝ね、ルーグに風の新魔法を実演するために、タルトに頼んで、属性変更してきたんだ」

「そうか」

　ディアは自らの属性を変更するスキル【虹色の魔法使い】をもっている。発動条件はなりたい属性の魔力持ちに触れること。

　俺は四属性の魔法を使えるが希少属性の光と闇は扱えない。ディアのスキルは光と闇まで対応する。

　それだけを聞くとひどく便利だが、一度変更すれば強制的にほぼ一日そのままで元に戻すこともできない。

　ディアの場合、土と火の二重属性であるため二種類の属性魔法を使うという強みを失うこともあり滅めつ多たに使わない。

「それでね、そのときにおしゃべりしたの。そしたら、タルトに昨日のことものすっごく自慢されたよ♪」

　たまにディアがする目が笑ってない笑顔。

「タルト、喜んでたよ。もっと甘えていいって言われて、これからはもっと撫なでてもらえるし、ぎゅっとしてもらえるし、愛してもらえるって」

　なぜだろう？

　俺を責めている言葉は一つもないのに、この居心地の悪さは。

「私、ルーグに撫でられたことなんてほとんどないなぁ」

「ディアはすぐにお姉さんぶるだろう。普通、弟は姉を撫でない。むしろ、そんなことをすれば、ディアはお姉ちゃん扱いしろって怒りそうじゃないか？」

「それはそれ、これはこれ。お姉ちゃんだってたまには甘えたくなるの。だいたい、今は戸籍上ルーグの妹だからね」

「……ずいぶん都合よく、姉になったり、妹になったりするんだな」

「ルーグだって、けっこう都合の良いこと言うよね」

　そう言うなり、俺の膝に頭を置いてくる。

「ほら、ルーグのために頑張ったよ。あーあ。疲れたなー。もうずっと徹夜だったよ。私が必死に魔法作ってる間にルーグはタルトとエッチしてたんだねー、私が徹夜で魔法開発している二つ隣の部屋で。……労ねぎらってほしいなぁ」

「その、なんだ、ありがとう」

　礼を言うと、ディアがむすって膨れる。

　やってほしいことはわかる。

　ただ、タルトは気軽に撫でられるがディアを撫でるには覚悟がいる。

　俺はディアの頭を優しく、撫でた。

　ディアの髪はまるで芸術品。どんな絹もディアの髪には勝てないのではないだろうか？

　艷やかで美しく、そんな宝物に触れるからこそこっちも緊張する。

「えへへ。気持ちいいね。うん、タルトがおねだりするのもわかるかも」

「それは良かった」

「今度、ルーグにもやってあげるね。だから、私に褒められることをしてね」

「なんだそれは。まあ、がんばるよ」

「お姉ちゃんに褒められるように、がんばりなさい」

　ディアが満足するまで撫で続ける。

　そうしながら、ディアに撫でられる自分を想像した。

　……悪くない、むしろいい。

「さて充電完了。残りの魔法は一つだけ実演するね。風属性にしちゃったから、最後のは私にはできない。ルーグが実験台になってね。怖い？」

「ディアの魔法なら大丈夫だ」

　まだ一度も使ったことがない魔法はリスクが高いが、ディアの天才性は信用できる。

　最初の魔法で期待値は上がっている。きっと残りの魔法も俺の武器になるだろう。

　ディアにもさっき怒られたようにやれることをすべてやって、少しでも勝率をあげるとしよう。
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　ハンググライダーで風に乗っていた。

　ムルテウを目指す。

　ハンググライダーで直接、ムルテウ領に入ると目立ちすぎるので、途中どこかの村を経由して馬車を借りる予定だ。

「……ディアの魔法、どれも実用的だ。やはり、彼女は天才だ」

【空間探知】を強化した魔法、【風感応】と名付けたものは狙撃において圧倒的なアドバンテージになる。

　それ以外に二つほど新たな魔法を作り上げてくれていた。

　それらは狙撃には使えないが、俺の生存率をあげてくれる。

「やつはいつ動く？」

　こうして準備ができたのはセタンタがまだ動いていないからこそ。

　俺は当初、やつはすぐにでも動くと思っていた。

　それをするだけの能力がある。

　そして、あいつの性格上我慢というのは無縁だ。

　なのに動いていないのならそれなりの理由があるはず。

　それを探っているが、明確な答えは得られていない。

「【生命の実】を作ることができる大都市は限られているが……」

　数十万の魂を束ねて作る【生命の実】故に、大都市でない限り必要な魂を集められない。

　国内であれば、その可能性がある都市すべてに通信網と諜ちよう報ほう員いんを用意してある。

　なにかがあれば即、こちらに連絡が来るようになっている。

　それでもアルヴァン王国外の都市でことが起きれば気づくのが遅れるだろう。

　しかし、魔族が最初に現れた国以外で活動することは稀まれだと、かつての記録にも残っていた。

　例外はないわけではないが、なにかしらの縛りが彼らにはある。

　というより、魔族という連中は無数のルールがありそれを遵守する性質がある。

「さて、そろそろか」

　ちょうどいい村があったので高度を落とす。

　あそこで馬車を借りるとしよう。
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　ムルテウでイルグに変装することなく、ルーグのままオルナを訪れた。

　かつてはルーグの姿でオルナに入り浸るのは問題があった。しかし、ルーグとしての俺はマーハと婚約した。堂々とルーグのままオルナに入れる。

　有名人の訪れにスタッフが黄色い声をあげるが、軽く手を振り、マーハのいる代表の部屋を訪れる。

「イルグ兄さん、いえ、今日はルーグ兄さんなのね。久しぶり」

「ああ、先方のリクエストはイルグではなく、ルーグのようだからな。……しばらくみない間にマーハはまた綺き麗れいになった」

「女の子はそういうものよ」

　マーハはスーツ姿、それもパンツスタイル。

　男性のような出いで立たちなのに女性らしさを感じさせた。

　彼女はマーハ、オルナの代表代理を続けている才女にして、俺の婚約者。

　長く紫がかった黒髪と切れ長の目が特徴の知的な美少女だ。

　タルトやディアと違い、大人びた印象を与える。

「出発まで時間があるわ」

「空のほうが速いんだがな」

「向こうのご厚意で馬車を用意していただいたの。断れないわ」

　今日、ここを訪れたのは神器を買い取るためだった。

　その相手がこうして馬車まで用意して歓迎してくれているのは幸さい先さきがいい。

　神器を一つでも多く手に入れておきたい。

「交渉相手についての報告書は読ませてもらった。それについては頭に入っている。説明はいい。だから、今のオルナとムルテウの状況を聞かせてもらっていいか？」

　セタンタを殺すためだけに時間を使い続け、オルナについてはマーハにすべて任せて、政治の混乱はローマルング公爵に丸投げしている。

　だから、ほとんど俺は現状を把握できていない。

　こうして時間が空いた今、そちらを知っておきたかった。

「そうね、まずはオルナについて話そうかしら。国内の化粧品の売上は壊滅的ね。衛生用品のほうは軍の大口注文が入ってきたから国内はトータルでぎりぎり黒字ってところ。国外への売上はかなり増えてる。トータルで大きな増収増益これはかなり前からの傾向としてあるわね」

「……概おおむね予想通りか」

「ゲフィス領が壊滅したっていう話と、ルーグ兄さんと勇者の活躍で魔族を追い払った話はこっちまで聞こえているわ。みんな不安で娯楽にお金を回せなくなったの。あとは、もう穀物の値上げが始まっているのも大きいわね。食べるものを買うにも必死なの」

　そう言いつつ、値段の推移をグラフで表したものをマーハは見せてくる。

「早すぎるな」

「ええ、ゲフィス領は北の農業大国から作物を仕入れる入り口だった。あそこが機能しないと、国内に外国の穀物が入ってこない……でも、数日でここまでの値上がりは異常ね。たぶん、値上がりを予想した商会がいくつか買い占めに走っているわ、それもけっこう大きなところが」

「アルヴァン王国の危機に、民を苦しめながらの金かね儲もうけか。殺したくなるな」

「暗殺貴族のルーグ兄さんが言うと冗談に聞こえないわ」

　複雑そうな表情でマーハが苦笑いをする。

　商人として思うところがある。

「冗談じゃないからな、依頼があればやるかもしれない。餓死者が出るか……いや、これから餓死者が出る状況で、食糧を買い占めてさらに値を吊つり上あげ利益を貪る。アルヴァン王国の民を苦しめ、利益を貪る連中はこの国の病巣だ」

「その気持ちはわかるけど。商人とはそういうものだと思うわ。利益を得ることだけに命がけなのよ」

「それは理解している。だが、最低限の良識は必要だ。……この国が北に食糧を依存している弊害がでたな」

　アルヴァン王国は寒すぎて、収穫効率は一部を除いて高くない。

　だからこそ、穀物類の四割ほどは国外から輸入していた。

　そして、そのほとんどは北にある農業大国から輸入し、ゲフィス領がその窓口だった。

　西にあるスオイゲル王国、ディアの祖国も農業が盛んで食糧は売るほどあるのだが、西の大きな山脈のせいで極めて運搬が難しく、運送コストを考えるとそちらから購入するのは難しい。

　東の国はこちらと同じく作物が育ちにくい気候であり、南は海。

　つまり、北以外からの食糧輸入は難しかった。それをどうにかしようと手は打っていたが……。

「そうね、これまで通りなら致命傷になったかも。でも、これからは違う。海から食糧を大量に仕入れるルートが完成したの。これはまだ極秘だけどね」

「ようやくか」

「もしかして、ルーグ兄さんはこれを見越して新型船の設計技術共有と使用契約を結んだの」

「それもある。しかし、ぎりぎりだったな。このタイミングで、俺たちが売った設計図によって造られた船が完成し、運用され始めるなんて」

　北からの食糧輸入が途絶えればアルヴァン王国が窮地に追いやられる。

　その脆ぜい弱じやく性せいはかねてから懸念していた。

　東と西は頼れない。南、つまり海からの輸入だけがこの状況を打開しうる希望だった。

『しかし、現状のままではムルテウでの食糧輸入は難しかった』

　ムルテウは港があり、船を使い国内外から様々な品を仕入れているが、そのほとんどは高級品。

　それには理由がある、今の船の技術では船を使った交易はリスクが高すぎる。沈没のリスクが高く、船の貿易はハイリスク・ハイリターンという認識。

　そもそも運べる荷の絶対量が少ない。

　だからこそ、スペースをあまり取らずに高価なものこそが交易の主流だった。例を挙げれば、香辛料、宝石、絹などなど。

　食糧という単価の安いものは滅めつ多たに運ばない。

「ええ、船の性能さえ改善されれば、船で荷を運ぶのが一番効率的だもの。新型船の設計図を売ると言ったときは驚いたわ。いくらでもお金にできる、それこそ船の製造を独占して船を売るほうがいいと思ったぐらい」

「それで金は儲かっただろう。だけど……」

「ルーグ兄さんの狙いは、貿易の規模の拡大だったのね」

　船というのは本来、大量の輸送時にこそ他の輸送手段に比べもっともコストが低くなる。自重を支えずに運搬でき、陸路のようにいくつもある関所で税を取られることもない。

　安価で信頼性が高く、積載量が大きい船ができれば船こそが貿易の中心になる。

　そうなれば、今まで割に合わないと思われていた食料品の輸入も美味おいしい商売となり、海外の商人たちは喜んでムルテウに食料を売ってくれる。

　北からの食糧輸入に頼らずに済む。ありとあらゆる国と交渉し、食糧を仕入れられる。

　そして、ムルテウにはより多くの物と金があつまり、オルナもその恩恵を受ける。

　新型船を売って小銭を稼ぐよりも、貿易をしてくれる国々に新型船の設計図を流すことで貿易の規模が大きくなるほうが利は遥はるかに大きい。

　だからこそ、設計図を積極的に外国へ流した。数年前に仕込んだ種がようやく芽吹いた。

「だが、なぜ極秘にしている？」

「私とバロール会長も、このタイミングで食糧を買い占めた商人に怒ってるの。そういう悪い人たちを懲らしめるためよ。穀物の船での貿易はまだバロール商会の幹部しか知らない。もし、値上がりを期待して食糧を買い占めているところに、大量の食糧がバロール商会から流れたらどうなると思う？」

　今でも買い占めによって、食糧の値段はつり上がっている。

　それでも、まだまだあがると自分の利益しか考えない商人たちは高値の食糧を買い続ける。

　そこにバロール商会が一気に、海の向こうから安く買った食糧を適正価格で放出する。

　そうなれば、今まで買い占めた食糧を高値で売り抜けなくなり、適正価格で放出するしかなくなる。

「買い占めをしていた商人は破滅するだろう」

「ええ、そのために私たちも動いてる。さっき、商人は利益を追い求めるものと言ったわ。でも、最低限の良識が必要だと思っている商人も多いのよ。そして、商人は商人なりのやり方で道を外れた商人を排除するの。暗殺だけが答えじゃないわ」

　マーハが笑いかけてくる。

　それに苦笑で返した。

「たしかにそうだ。短絡的すぎたな。そっちのほうがいい。理不尽な暴力で叩たたき潰されても、同じことをするやつが現れる。商売の土壌で潰されれば、二度と同じことはしないだろう」

「ええ、そうね」

「いくらでも儲けられる状況なのに欲がないな」

　適正価格で売らずに、自然と食糧が行き渡って値段が下がるまで高値で売り続ければ、莫ばく大だいな額の儲けができる。

「貴族の視点から見れば、民は守るべき存在。でもね、商人から見ると大事なお客様なの。一回小金を儲もうけたいだけなら、無理やり搾り取って終わりでいい。でも、長く儲け続けたいなら大事にしないと。これはルーグ兄さんが教えてくれたことよ」

「そうだったな。ああ、忘れていた。だが、民が救われると知って安心したよ」

「商売と情報戦は私の役割よ。ここで役に立たないとディア様とタルトに顔向けできないわ」

「二人と比べたりなんてしないでいい」

「私が気にするの。それに、ずいぶんと二人を可愛がったそうじゃない。ルーグ兄さん」

　にこやかに笑いかけてくる。

　……やはり、情報が漏れていたか。

　情報元はタルトだろう。

　あの子は、嬉うれしいことがあると人に話さずにはいられない子だ。

　タルトはディアに対しては聞かれるというスタンスだが、親友のマーハに対しては自分から嬉き々きとして話す。

　あの夜のこと、タルトはものすごく喜んでいたから、マーハになにもかも話していてもおかしくない。

「私も激しく愛してほしいものね。もちろん、ちゃんと子供を作りたいわ。私もルーグ兄さんとの家族がほしいもの」

「そういうセリフは、できれば二人を引き合いに出さずに言ってほしかった。嫌だろう？　ディアとタルトにそうしたから、マーハも愛するなんて」

「ルーグ兄さんがそういうデリカシーを気にしたセリフを言うなんて意外ね。ルーグ兄さんも変わっているのかも」

「おまえたちと出会って変わりっぱなしだ」

　もし、ディアたちと出会わなければ、こんな自分じゃなかった。

　転生したばかりの頃は、人間らしく生きたいという願望ばかりで、何が人間らしさかわからなかった。

　ディアに恋をしたのも、恋をするのが人間らしいのでは？と感じ、人間らしくなるために恋をした。

　ディアという人間が有用かつ、立場的にも自分が恋する相手として都合がふさわしかった。だから、恋をする相手に選んだ。

　タルトを拾ったのは、ただたんに助手が必要で、彼女を利用するために自らを主、彼女を使用人としたに過ぎない。兄のように父のように接して甘えさせたのも彼女の感情をコントロールするための術。

　マーハだってそうだ。絶望的な状況から救ってくれる理想の王子様を演じ、理知的な彼女が心酔するように仕事ができる上司兼兄を演じた。当時、彼女というコマはムルテウで築くであろう商人としての地位と情報網を維持するために必要だった。

　すべてが俺の都合であり、計算であり、演技だった。

　でも、彼女たちが俺を変えた。都合や計算や演技で接することをさせてくれなくなった。

　本気で好きになった。

　そのせいで理屈で接することができなくなったんだ。

　たぶん、彼女たちじゃなかったら今でも俺は感情じゃなく、理性だけで動いていただろう。

「変わりっぱなしね。変わって良かったと思っているの？」

「ああ、俺は今の俺のほうが好きだ。やっと人間らしさを本当の意味でわかった気がする」

「そう、なら良かったわ」

「だから、ちゃんとマーハを愛したい。約束する。セタンタを殺したら、そのときはまっ先にマーハのところへ来る。改めて、口説かせてくれ」

　さきほどまで、大人びた言動と仕草で俺に詰め寄っていた彼女が、顔を真っ赤にして、ぽかんとした表情のあと慌て始めた。

　マーハが年相応の普通の少女のように見えて、おもわず笑ってしまう。

「約束よ。嘘うそついたら、オルナを乗っ取るし、通信網にアクセスできなくするから。ルーグ兄さんは経済基盤、情報戦、両方のバックボーンを失うわ」

「……可愛げがある態度で、本当に洒落しやれにならないことを言うのはやめてくれないか」

「洒落じゃないもの」

　そう二人で言い合って、どちらからともなく笑った。

　マーハには寂しい思いをさせている。

　こんなにも頑張ってくれたマーハに、彼女が喜ぶ全部をしてあげたい。




　　　　◇




　それからすぐに迎えの馬車がきた。

　神器を売ってくれるという相手が手配したものだ。

　馬車の窓はすべて黒塗りで外が見えない。

　さらに、俺とマーハの正面には二人、それなりに腕が立つ男がいた。

　なるほど、俺に交渉相手の居場所を知られたくないし、絶対に逃したくもないようだ。

　密ひそかに【空間探知】を定期的に行い、周囲の状況を探っていた。

　そこは地図上は未開の地になっている。

　その土地は、新たな貴族が現れる、あるいは恩賞で渡す予定の土地で、切り開けば立派な農地になるであろうが今は無価値な国の所有物。

　手つかずのはずなのに、道路がきっちりと整備されている。

『明らかな違法行為。下賜されていない土地の開拓は国家反逆罪。これだけ大規模にやって問題がないのは、運がいいのか、よほどの権力者か』

　どちらにしろ、まともな相手ではない。

　マーハにサインで警戒態勢をとるように連絡。

　もしものときはマーハだけでも逃がさなければ。

　そんなことを考えていると目的地についたらしい、巨大な屋敷だ。トウアハーデの屋敷以上、そしてそれはどこか見覚えがあった。

　趣味があう。この世界で、俺と美術・芸術的な趣味があうと感じた相手は一人だけ。

　そして、そいつはまともな神経をしていれば俺の前に顔を出せないはずだ。

　独特の臭気を感じさせる屋敷の中を案内され、主人のもとへ導かれる。

「建物を見たとき予想はできた。やはりお前か。蛇魔族」

「あれ、もう名前で呼んではくれませんの。私のパートナーさん」

　妖艶に微笑ほほえむのは、俺の友を操り死に追いやり、アルヴァン王国を破滅に導いた亡国の魔女。

　蛇魔族ミーナだった。
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　すでに拳銃に手を添えている。

　俺は拳銃を二つ常に携帯している。

　一つはメインアーム。世界最強の拳銃を模し、超火力の弾丸を装そう填てんしたもの。

　もう一つは対魔族用。アーガトラムの弾丸を扱う、火力を抑えた銃。

　今、手に触れているのは後者。

　セタンタとの戦いではアーガトラムの弾丸を狙撃で用いる予定だが、近接戦闘でこそアーガトラムの弾丸は真価を発揮する。

　至近距離での射撃ならば着弾までの遅さは問題にならない。

　ここで蛇魔族を仕留められれば、あとが楽になる。

『……だが、どうやら相手はハリボテらしい』

　褐色の肌をした妖艶な美女。蛇の瞳と鱗うろこを持つ女。

　見た目こそ蛇魔族そのものだが、やつの残り香を感じても存在感がない。

「あら、その顔、もう気づいてしまったのね」

「まあな」

「そして、私がここにいることに驚いてもいない。がっかりですわ」

「予想はしていた。そもそもマーハとの交渉に立った人物はおまえに籠ろう絡らくされた貴族だ。警戒して当然だろう。本気で罠わなに嵌はめるつもりなら雑すぎる」

　あまりにも都合が良すぎるタイミングで警戒せざるをえない相手。

　禁じ手、魔法で生み出した金塊を投入したテコ入れを行ったとはいえ、あまりに効果がでるのが早すぎた。

「あら、優秀な助手ですのね。この駒との繋つながりは他の囮おとりと違ってうまく隠蔽していたのに。それならば、罠とわかっていてノコノコときた理由は？」

「貴様を殺すチャンスだからだ」

　それを言い終わると同時に、空から無数の槍やりが降り注ぐ。

　威力を調整した、俺の必殺技である神槍【グングニル】。

　俺たちのいる部屋を残してすべてが吹き飛んだ。

　地中深くまで破壊は及ぶ。

　ついさきほどまで、この屋敷中、地下に及ぶまで蛇の魔族で溢あふれていた、それが一掃され、生きているのはこの部屋にいる俺たちだけとなった。

「貴様は厄介だ。だが、その手下に殺されるほど俺は弱くない。本気で俺を殺すつもりなら、貴様本人がいる。そして、貴様が前にでるのなら、こちらが貴様を殺すチャンスでもある」

「あら、正論ですわね。うふふっ、あわよくばと思っていたのに。ここまで容赦なく伏兵を殺されると笑っちゃいますわ。今回はあなたの勝ち。第二プランでの交渉を始めましょうか」

　ここに足を踏み入れたときから、風と土の探知魔法両方を使い、伏兵の存在を確かめていた。

　それを確信したからこそ、空気を屈折させることで見えない【グングニル】を十数本放っていた。足を踏み入れて数分後に着弾するように。

　屋敷の外観から賓客を持てなすであろう部屋の配置は予想できた。その部屋だけが安全地帯となるよう計算した上で【グングニル】を放った。

　むろん、予測を外していれば会話を放り出して途中で逃げていただろう。

　予想を外す気はしなかった。

　俺と蛇魔族は悲しいぐらいに趣味が合う。芸術・美術的センス、酒の趣味、香の好みまで。

　俺が屋敷を設計するなら、この間取り以外ありえない。そして、それはそのまま蛇魔族に当てはまる。だから、読めた。

「それで、俺を殺すためにわざわざ呼んだのか」

「いえいえ、ちゃんとあなたに神器を渡すつもりで呼びましたのよ」

「……なんのために？」

「あなたを裏切ったお詫わびに」

「ありえないな、その詫びはすでに受け取った」

「ええ、そうね。私は殺そうと思えば、学園であなたを殺せた。ローマルングの令嬢と一緒に、いともたやすく」

　学園で急きゆう遽きよ、やつは同盟解消を宣言して俺とネヴァンを襲撃。

　ネヴァンは全治二ヶ月の怪け我がを負い、俺は見逃された。

【生命の実】を食し、力を得た蛇魔族の力は圧倒的だった。

　あの状況であれば、やつは俺を殺せた公算が高い。

　俺が逃げに徹するとしても、ネヴァンを見殺しにして、ディアとタルトも捨て置いて、その条件ですら成功率は五割というところ。

　ネヴァンを助けようとすれば確実に殺され、ディアとタルトと一緒に逃げるのなら成功率は一割を切っただろう。

　なのにやつは俺を捨て置いた。

「今更俺に詫びだと？　学園で見逃してもらった、それで一方的な同盟解消はチャラだ。これ以上、何かを求めるほど厚顔無恥じゃない。戯たわ言ごとを吐くだけなら、その気色悪い人形を破壊する」

「私そっくりの子はなかなか作れないのよ。やめていただけるかしら？」

「返答次第だ」

　銃を構える。

　さきほどまで触れていたものとは違う破壊力に特化した拳銃だ。

　この火力なら、やつのお人形ぐらいは叩たたき壊せるだろう。

　この不愉快なやつの影武者を撃ち殺せば少しは気が晴れる。

「詫びという言葉は訂正しますわ。セタンタ、あれはもう用済みですから、さくって殺してほしいのです。そのために力を貸すだけですの」

「セタンタは貴様にとって命の恩人だろう。その恩人を殺すために力を貸せだと？　それを信じろと」

　勇者と蛇魔族の戦い、俺のレールガンによる一撃で致命的な隙を蛇魔族が晒さらし、エポナは最大の一撃を放った。

　本来なら確実に蛇魔族は絶命していた。

　その危機を救ったのはセタンタであり、彼は蛇魔族にとって命の恩人だ。

「そうしてもらうだけの恩は売っていたの。あの日、可愛い可愛い恋人を守るため、あなたはセタンタを殺した。そのセタンタを私が拾った。助けて、魔族のいろはを教えてあげた。強いだけのバカが他の魔族に殺されなかったのは私のおかげ。だから、あれの命は自由に使っていい」

「勝手だな」

「ええ、勝手よ。あなたも同類でしょ。人を利用して、使い潰して、目的を果たす。ああ、悔しい。あなたを切るタイミングを失敗したわ。勇者を殺すためにとっておいた駒が台無し」

　たしかに俺がいなければ、いずれセタンタは致命的なタイミングでエポナの不意を討ち、蛇魔族と共に勇者を殺していたかもしれない。

「貴様は人間を舐なめすぎる。悪いくせだ」

「そうですわね。あなたを過小評価しちゃった。ノイシュを使った計画がバレ、ノイシュが殺されることまでは想定内。あなたのことを警戒はしていましたわ。半径一キロ以内で、あなたが何をしようと対抗する準備はあった。なのに、まさかそのはるか遠くから致命の一撃が来るなんてね。そこまで警戒しながら勇者と戦うのは無理。お手上げ、あなたを敵に回したこと自体が間違いだったと今は思っていますのよ」

　レールガンはすでにあいつに見せた。

　だが、最大射程である二キロでの運用は見せたことがない。

　それだけの射程が必要なかったのもあるが、レールガンの射程を誤認させる目的もあった。

　慎重な蛇魔族だからこそ、俺たちの動きを観察し、戦力を分析し、なにができるかを掴つかみ……だからこそ裏をかかれることになった。

「切り札は最後の最後まで隠すものだ」

「そうね、そして、あなたは他の切り札も持っている」

「そうかもしれないな」

　その存在をわざわざ教えるほどお人ひと好よしではない。

　あるかどうかすら隠す。

「それでも不安で、切り札がもう一枚ほしいのでしょう。魔法で作った金塊の大量流出、アルヴァン王国の国益を損なうかもしれない禁じ手を使うほどに。このオハンの盾をあなたは欲しがっている」

　それこそが俺が手に入れようとしていた神器。

　オハンの盾だ。

　別名は泣き叫ぶ盾。

　持ち主に危険がせまると泣き叫び危機を伝えるという伝承がある。

　暗殺者にとってはむしろ重荷になるかもしれない性質であるそれを手に入れたかった。

「たしかに必要だ」

「はい、あげます」

　そして、そんな神器をなんのためらいもなく蛇魔族の写身は渡してきた。

　受け取り、調べる。

　なんの細工もない。

「なんのつもりだ」

「同じことを言うのは嫌いですのよ。セタンタはもう要らない。いえ、殺さないとまずい」

　殺さないとまずいという言い回しが気になる。

　そこまで警戒する割に、あの日以降、セタンタがまったく動いていないのも気になる。

「自分で言っただろう。セタンタは何も知らない強いだけのバカだと。何を警戒する？　あれからなにかしたわけでもあるまいし」

　疑問をそのまま問いかける。

　答えを期待したわけではない、返事があればラッキー程度の認識だ。

「あら、あの子が何もしてない？　へえ、それは本気で言ってらっしゃるの？」

「本気だ」

「あの狸たぬきが隠していますのね。なら、教えてあげる。私が邪魔しなければ、とっくにセタンタは【生命の実】を手に入れてましたわよ」

「なんだと」

　セタンタが大都市を襲った情報など入ってきていない。

　それどころか出現報告すらも。

「すでにセタンタは三度、【生命の実】を手に入れるために街を襲撃し、三度撃退されましたの」

「ばかな、あいつを止められるのは……」

　俺の言葉を遮り、蛇魔族は口を開く。

「勇者だけ。だって、セタンタってば地図は読めないし、どの街にどれだけ人が住んでいるかも知らないの。うふふっ、だから、私が道案内して教えてあげた街を襲うしかない。それで、こっそりその計画を人間側にリークしていましたわ」

　もし、セタンタの行動を蛇魔族が操り、蛇魔族が人間側にその情報をリークなんてことができれば、予あらかじめ襲われる街に勇者が待ち構えるなんてことができる。

　そして、信しん憑ぴよう性せいさえ確かならば我が身可愛さに勇者を手元に置きたい中央の豚どもも勇者の派遣を許可する。

「まさか、三度も勇者とやりあって死ななかったなんて。そこは良くやってくれましたわ。散っていた魔族の分も勇者を削ってくれた。でも、このままではアレは勇者を超えてしまう。そんなことが起こるのは万が一、いえ、百万が一でしょうね。でも、それは良くない」

　その言葉は筋が通っている。

　いや、通っているように見える。

　しかし、一点致命的な穴がある。

　勇者を動かせるのは、そのリークの信憑性が高いと国の首脳部が判断した場合のみだ。

　今の状況で蛇魔族とつながりがあった貴族の発言権はゼロに等しい。

　それ以外のルートが必要となる。

　蛇魔族に籠ろう絡らくされておらず、彼女と対等に交渉し、国の首脳部を説得し、勇者を動かす権限を持ち、自由に采配を振れる。

　そんな人物がいるのか？

　いや、一人だけそれができる人間がいる。

　逆に言えば、彼以外には不可能だ。

「まさか、貴様はローマルングと手を組んだのか？」

　そして、それは俺に情報が来ない理由にも説明がついてしまう。

　通信網を譲り渡し、諜ちよう報ほう員いんを預けた相手が、俺を裏切っていたとしたら情報が入らないのは当然だ。

「うふふふっ、正解ですわね。勇者を使い減りさせたかった私と、そのついでに時間稼ぎをしたかった彼の利害が一致したからできたこと。まあ、数日後にはまた敵同士になりますけど」

　どうやって接触をもった？　という疑問は必要ない。

　蛇魔族とローマルングがその気になれば、いくらでも交渉の場は用意できる。

　しかし、なぜ？

「解せないという顔ですわね。あの方が私の話を聞き入れた理由は単純。あの方は勇者と魔王のシステムを理解しておりますの。だから私がアレを殺したい理由も理解できる。あなたが下手に動くより、ローマルングの駒をやっていたほうが世界を守れますわよ」

「ありがたい忠告だ。参考にしよう」

　ローマルングなら勇者と魔王についてもこちらより情報を持っていてもおかしくない。

　情報を整理しよう。

　蛇魔族が勇者を殺すつもりだったのは間違いない。

　しかし、ここに来てセタンタが勇者を殺すのは良くないと考えを改めた。

　つまり、先日と状況が変わったのか？

　あるいは勇者を殺すのは蛇魔族でないとダメなのか？

「納得していない顔ですわね。じゃあ、情報のパーツをあげましょう。勇者の力と【生命の実】の力、その本質は一緒。何十万もの魂の寄せ集め。命を燃やして力に変える」

「だからこそ圧倒的な力を持つというわけか」

　いかに優れていても俺という個では、数十万人の力には挑めない。

　そういう理屈。単純な数の論理。

「でもね、どちらの力も有限。魔力とは魂が生み出すもの。でも、死者は何も生み出さない。だから魂そのものを燃やして搾り取る。一度燃やした魂は消滅する。使い捨ての力」

「使えば使うほど力はすり減って消滅するということか」

　生きている魂は、魔力を生み出すことができる。

　もし、使えば使うほど魂がすり減るのなら俺やディアはとうに死んでいる。

　死んだ魂が何も生み出せないというのもまた事実。

　なぜなら、魔法がありふれた世界ですら霊なんてものは見たことがない。このトウアハーデの瞳ですら霊は見えない。

【生命の実】が死した魂を使い捨てにして力を引き出すというのも嘘うそだとは言い切れないし、こんなことで嘘を言う理由もない。

「ええ、だから勇者に体ごと【生命の実】の力を消し飛ばされた私はただの魔族に成り下がった。セタンタという単体最強と、八柱目の最悪の魔族が残った状態でね。私はもう詰みましたわ。【生命の実】は消え失うせて、私本来の力を取り戻すだけで二年はかかる。野望を叶かなえる力はない、だからせめて私が愛した人間の文化を失わないよう、魔族らしく人類の存続だけを願いますわ。セタンタは邪魔。だからローマルングに協力して、殺そうとした」

「魔族が人類の存続を望む、面白くない冗談だ」

　いくつもの都市を滅ぼす、人類の敵。

　それが人類の存続を望むなんて、冗談でも言ってほしくない。

「あら、ノイシュなら、それについては話すと思ったけど？　世界を救うかっこいい自分をあなたに見せつけるために生きていたような子よ」

　正解だ。

「ああ、聞いている」

「どう聞いたか教えてもらっても？」

　真偽はともかく、彼から勇者と魔族についてのシステム説明は受けた。

　それについて少しでも情報を引き出すために、聞いたままのことを俺は語り始めた。

「世界が支えられる魂の量が決まっている。そして、魂は増え続けるし、人が死んでも魂は転生して舞い戻るから減ることはない。いずれは魂の重さに耐えきれずに世界は滅びる。世界が滅びないように魂を消滅させるのが魔族というシステムだ」

「うんうん、そこまではあっていますわね」

　ぱちぱちと蛇魔族は拍手をする。

「数十万の魂を集め【生命の実】を作ることで魂を転生の輪から外し消滅させる。今思えば、【生命の実】の力を振るうために魂を燃やし使い捨てにするのもその一環だろう。さらに八体いる魔族に能動的に【生命の実】を作らせるために魔族の本能として魂を欲するようにした」

「でも、それだけではだめですわよね。本能だけで私たちは生きてるわけじゃありませんもの。それより強い欲があれば、サボっちゃいますわ」

　それは人間もそうだろう。

　人間の本能は、性欲、食欲、睡眠欲。

　食欲、睡眠欲はともかく性欲よりも大事なものを優先して生きるものは少なくない。

「だから魔王システムがある。最初に複数の【生命の実】を食したものが魔王となり、他の魔族をすべて吸収する。吸収された魔族の人格は消える。事実上の死だ。自分が、自分であるために魔族たちは魔王になろうとする。最強の存在になるというのはご褒美でもあるのだろう」

　蛇魔族は魔王になることを願っていたはずだ。

　だからこそ、やつは俺と組み、他の魔族の情報を売ることで、競争相手の魔族たちを始末させた。

　だが、これで終わらない。

「そして、魔族は魔王になっても本能のままに魂を喰くらい続ける。むしろ、魔王になったほうが食欲は増す。魔王を放置すれば必要以上に魂を消滅させて、世界が滅びる。魂を十分減らし、用済みになった魔王を殺すための存在が必要だ。それが勇者だ。魂の数が増えれば、魔族が生まれ、魔王となり、勇者が現れて殺す。そのサイクルを数百年間隔で繰り返してきた。それがこの世界の真実だ」

　残酷な話だ。

　いくら魔族の驚異から人々を守っても、魂が増えれば魔族は生まれる。対抗する意味がない。

　なにせ、世界を守るためのシステムだから、災害の根本的な解決ができないよう、抗あらがうだけ無意味。

「うん、百点満点ですわね。ほぼ全部、嘘は一つもありませんわ。さて、それを理解したところで暗殺者さん。無駄だとわかっていても魔族に挑み、人間を守りますの？」

「ああ、そうだ。解決策が見つかるまで」

　その返事が気に食わなかったようで、ここに来て初めて蛇魔族は怒りの表情を見せた。

「ノイシュは答えを見つけましたわ。私を神としてあがめ、滅ぼす魂を選んで、魂の数を調整した人間農場。一番理にかなっている。勇者も魔王も現れず、犠牲は最低限、なにより、無能を殺すから人間の文化が衰退しない。今まで以上に人類は発展しますわ。そして、素晴らしいものを生み出し続けていく！」

「あれはおまえの提案じゃないのか？」

「いえいえ、そんな怖いこと思いつきませんでした。……でも、それが私の夢で希望で野望になった。私、あの言葉を聞いたとき、あの子に本気になった。あの子も本気で抱いてくれた。泣きながら、僕の価値に気づいてくれるのはあなただけだって、こうぎゅっと私の手を握って。可愛くて愛いとおしかった」

　自らの手を見つめ、懐かしそうに嬉しそうに蛇魔族は語る。

「前も言ったでしょう。私は人間が好きなの。人間の生み出す素晴らしい芸術、音楽、美食、美酒、ああ、人間は素晴らしい！　ノイシュと二人で素晴らしい人間は守り、いらない人間は間引く、そうすることで魂は飽和せず永遠に人間たちは素晴らしい文化を育み、私たちはそれを味わい続ける世界。その夢は叶うはずだった！」

　嘘ばかりで表面的な言葉しかぶつけない彼女から、最後の一言だけは本気を感じた。

「でも、あなたの大活躍のせいでそれは叶わなくなったわ。ルーグ・トウアハーデ、あなたが憎い。セタンタはこのままでは魔王になりますわね。あるいは、条件が満たされ最後にして最悪の魔族が現れる。あるいは勇者が最強のまま魔族はすべて討伐され、いずれ勇者が暴君となる。どうなるにしろ、私とノイシュが描いた未来より良くなることはありませんわ」

　筋は通っている。しかし……。

「嘘は言っていないが、本当のことを隠しているだろう」

　確信だった。

　本当の嘘つきは嘘は最小限とする。

　一番大事なところを隠し、こちらにミスリードさせる。

「うふふ、そうですわね。でも、私の夢はぜんぶ本当。人類にとっても最適だったと胸を張って言えますわ。ねえ、どうして、ノイシュの言葉をちゃんと聞いてくれなかったの？」

　今見えている情報だけが正しいのであれば、たしかに人間牧場が人類にとってもっとも有益な方法だ。

　間引きなんて言わなくても、たとえば死刑を行う際には魂ごと消滅させる、あるいは病や怪け我がで助からない命は魂を燃やすなどの手法で、魔族が出現するペースを抑えられる。

　今からでも蛇魔族と手を組み、蛇魔族が失った武力を肩代わりしながら他の魔族を消滅させれば可能かもしれない。

　だが、それでも、第六感が違うと叫んでいる。

　友を殺した罪悪感からの自己防衛とも思ったが違う。

　暗殺者として磨き続けた第六感が、蛇魔族の言葉には裏があると言っていた。

「やっぱり、あなたは有能ね。真実でも落とせない、意固地になっているわけでもない、冷静な判断で真実の誘惑を撥はね除のける。うふふっ、この話はもう良いですわ。ただ、セタンタを殺さなければ破滅するのはわかっているでしょう。あの本能のままに暴れる男はあなたを殺したあと、魔王になるわよ。あの子、本能に抗う気なんてないもの。せいぜい、私のプレゼントをうまく使いなさい」

　蛇魔族の写身がただの蛇に変わる、やつの気配も消えた。

　その蛇の頭を銃弾で撃ち抜く。

「……真実こそが一番の毒か。【生命の実】の力を失ってもなお、驚異であり続けるか」

　蛇の名を関する魔族は伊達だてではない。

　なにはともあれ神器は手に入れた。

　そして、セタンタに関する重要な情報もだ。

　先手を取ることができれば勝率は上がる。

　準備はできた。

　あとは殺すだけだ。
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　ローマルング領に訪れていた。

　蛇魔族とやりあってから直行だ。

　マーハは一人でムルテウに帰らせた。

　できれば、彼女を送り届けたかったが、一分、一秒を争う。

　手遅れになってしまいかねない。

　ローマルング領に着くなり、彼の屋敷へと押しかける。アポ無しの急な来客だというのに快く出迎えてくれた。

　勧められるがままに応接間の席へとつき、当然のようにこの国で一番忙しく、時間が取れない男は目の前にいた。

　そのまま本題を切り出す。

　俺は貴族としてもっとも高い能力を持つと信頼している男、ローマルング公爵と会うためにここへ来た。

「蛇魔族と繋つながっていたようですね。ローマルング公爵」

「それは君も同じだろう。私よりもずっと前からね」

　こともなしにティーカップを掲げながら彼は言う。

　理知的な優男。そのスタイルをこの状況でも崩さない。

「そこまで知っていたのか」

「知らないとでも」

　独自の調査で知ったのか、そのことを蛇魔族が話したのか……どちらでもいい。

　蛇魔族と繋がっていたことさえ。

　それほどまでに事態は切羽つまっていた。

「次にセタンタは、人魔族はどの街を襲う？　いつ襲う？　答えろ」

「ずいぶんと荒い口調だね。今にも殴りかかってきそうだ。君が私にそういう感情を向けるのは初めてだね。怒っているのかい？」

「怒ってはいない、焦っている。次、勇者とセタンタがぶつかりあったときこそがセタンタを倒す最後のチャンスかもしれない」

　セタンタを殺す。

　そのために必要な絶対条件は隙をつくこと。

　強者を狩るとき、もっと確実に殺しうるタイミングがある。それは何かに集中をしていること。

『想定では、街を襲ったときこそに生まれるであろう隙をつくことだった』

　さすがのセタンタでも数十万人を殺すという大仕事のさなか、常に周囲を警戒し続けることはできない。

　殺しに夢中になりすぎる瞬間が訪れる。周りが見えなくなる。

　ただの狙撃では、着弾までに彼の第六感、獣じみた危機察知能力が働く。

　おそらく、眠っている状況を狙えたとしても失敗する。狙うなら、〝夢中になった隙〟しかない。

　だが、この案では何万、何十万人もの死が前提になっている。眼めの前で人が死んでいるのを見ながら、息を潜め狙撃の機会を狙い続けることになるだろう。

　それ以外に勝算がない。

「そのセリフを聞くだけで、君がどういう戦術を考えていたか想像はつくね。そして、私と蛇魔族の密約を聞いた君が望むことも。でも、君がそこまでまともな正義感をもっていたとは驚いたよ。ただの数でしか国に影響がない名も無い民の犠牲を気にするなんてね」

「なにもかもお見通しか」

「まあ、君の様子をみればわかるよ。勇者とセタンタがいつ遭遇し、戦うかわかれば、君なら暗殺できる何かがあるんだろう？　本来必要だった民の犠牲なくね」

　すべてを見透かされているようで不快だ。

　だが、その不快さを押し殺してでも俺にはやるべきことがある。

「ああ、ようやく魔族を暗殺できるカードを手に入れた。まだ、実験もできていないが、そのカードを切るべきタイミングを逃したくない」

「それはいいね。どんな力を手に入れたのかは私にもわからない。でも、最近の君は暗殺者というより騎士だった。騎士としてもルーグ・トウアハーデは優秀だけど、それじゃ実力の半分も出せていない。君の全力を発揮できるのは喜ばしい。勇者との戦いのさなかなんて、これ以上ない暗殺を仕掛けるタイミングだね」

　セタンタの気を逸そらす囮おとりとしては、数十万の民より勇者が勝る。

　数十万人を殺さずに済むというのは個人的な感傷だが、同時にアルヴァン王国の国益、セタンタを殺す成功率が上がると、すべてにおいてプラスに動く。

　そして、もう一つ致命的な、今ここでセタンタを殺さないといけない理由があった。

「暗殺を行う絶好の機会だから、それだけが理由じゃない。蛇魔族が言っていた。勇者との戦いでセタンタは成長している。次は勇者を殺しうるかもしれない」

　今はまだエポナのほうが強い。

　しかし、セタンタは勇者と三度戦い、三度逃げ果おおせて見せた。……四度目はわからない。

　蛇魔族は、万が一、百万が一とまで言った。

　それでも、勇者を凌りよう駕がする化け物に成長する可能性は見過ごせない。

　そして、その蛇魔族の言葉を肯定する確証が俺のなかにあった。

「俺はかつてセタンタと戦った。あれは粗暴だがバカではない。凶暴さを抑えるつもりがないだけで、うちには知性があった、振るう槍やりには技があった」

「つまり、学習するということかい？」

「ああ、逆にエポナは致命的なまでにセンスがない。学園でいくら教師が教えてもほとんど技は身につかなかった。……圧倒的に強いエポナだから問題にならない。だが、セタンタが相手ならまずい。あの天才がエポナという驚異を超えるために工夫し、進化するのが怖い」

　俺はエポナの技、すべてを見切っている。

　仮にエポナの三分の一も身体能力と魔力があれば、たやすくエポナを殺せる自信がある。

　問題は俺の百倍強いということであり、差を覆すには到底いたらない。

　しかし、セタンタは俺の三十倍は強い。

　あれが成長すればエポナが負けるかもしれない。

　エポナが負ければ蛇魔族と正体のわからない最後の魔族が残った状態で人類は勇者を失う。

　狡こう猾かつな蛇魔族と最後の魔族、それを勇者を失った状態で倒せる保証はない。

　だから、焦った。

　民に犠牲を出さずに暗殺をしうるタイミングを得たい、勇者を失うかもしれないリスクを排除したい。

　そのためにも俺はなんとしてでも四度目の戦いに介入したかった。

「君の言うことはもっともだね。だけど、残念だ。こちらとしては、勇者にはもう少し、あの魔族と戦ってもらいたかった。少しでも勇者の力を削っておくためにね」

　勇者の力を削りたい。

　それは勇者を有する、アルヴァン王国の貴族の言葉とは思えなかった。

　その言葉を聞いたとき、蛇魔族の【生命の実】の力は使い捨て。そして、勇者の力は【生命の実】と本質的には同じという言葉が蘇よみがえる。

「勇者の力を削るのは、魔族をすべて殺し終わったあとのためか」

「うん、その通り。勇者という生き物は例外なく、魔族が無き後、狂う。例外なく。記録からは消されているけどね。仮説はいろいろとある。凡人が数十万の魂とその力を抱えられて勇者となる。数十万の魂が人を狂人へと変えるとか、ほんといろいろ。大事なのは確実にそうなること。どんな正義感も、どんな聖人でもね」

「記録から消された？　たしかに、そんなこと王都の秘蔵図書館にすら記されていなかった」

「民を守る希望の勇者が、いずれ確実に暴君となるなんて夢も希望もないだろう？　民に知られるわけにはいかないさ。暴動が起こる」

　勇者しか魔族・魔王を倒せない。

　勇者の存在が民の希望だ。だからこそ、勇者が後の厄災なんて言えるはずがない。

　言えば希望がなくなる。

　それだけでなく、勇者が敵だと民が認識してしまえば勇者の活動に対する大きな妨げになる。

「そういう事情があるからこそ、勇者の力を削っておきたいのか」

「そう、勇者唯一の弱点はその力は使い捨てだってこと。か弱い人類が化け物を倒すには、何度も挑んで力を浪費させて、ただの凡人に戻してから殺すしかない。それで確実に勝てる。ただし、君が今回セタンタを殺すために覚悟した何十倍もの命を犠牲にしてね」

　ぞっとする。

　エポナの力を空にするために挑み続けたとして、何十万人、いや何百万人死ねば、力を使い果たさせることができるのか想像もつかない。

　まるで、海を飲み干せと言われているに等しい。

「そのために、セタンタを使っているのか」

「セタンタは嬉うれしい誤算だね。あんなに強いなんて。だから、なんども利用できるように勇者エポナにはけっして深追いするなと命じてあるし、ローマルングの隠おん密みつ部隊が彼らに気づかれないよう、こっそりセタンタが逃げるための支援もした」

　勇者の足を引っ張るために、我が国最強の隠密が動いていたとは。

　勇者、セタンタの双方に悟られずに支援するなんて並大抵の腕ではない。

「正直、助かっているんだ。魔族が五体も死んだのに勇者の力がまるまる残っているなんて。最悪、世界が滅びかねないと私だけじゃなく蛇魔族や人形魔族までヒヤヒヤしていたんだ。セタンタの活躍でずいぶんと助かってる。なんでも君との出会いのおかげでセタンタは強くなったらしい。君にも感謝しておこう」

　かつて、女神の声を聞く少女、アラム教のシンボルである彼女が聞いた、魔族と女神の密会を思い出す。

　あのときの会話はこれを言っていたのか。

「いや、でも、ここまで勇者の力が残ったのは君のせいというべきか？　君が魔族を殺してきたせいで、勇者が異常なまでに力を温存した。君がいなければもっと勇者は力を失っていた」

「否定はしない」

　知らなかったとはいえ、俺はたしかに余計なことをしてきたのかもしれない。

　俺が魔族を殺さなければ、いくつかの街は滅びて、何十万人も死んでいた。

　そのかわり、エポナの力を削れていた。

　エポナの力を削れていないことで将来、俺のおかげで救われた以上の人間が死ぬかもしれない。

「こんなことを言われて怒らないのかな？　君は命がけで民を守ってきたというのに？」

「ただの事実だからだ。だが、俺からも言わせてもらいたい。なぜ、その情報を教えなかった？　俺が魔族を殺せるとわかった段階で伝えるべきだった。それをあなたは、いや、国の上層部は伝えなかった。それどころか俺が魔族を殺せるよう支援までした。我が身可愛さに勇者を王都に縛り付け、勇者の活躍の機会を奪った」

　そこが理解できない。

　勇者を戦わせないといけないのなら、上層部が俺と勇者にしてきたのはなんだ？

「上層部の行動だけを見ると矛盾の塊だね。でも、忘れていたのだよ、本当に。なぜか、誰もが。先日の人形魔族が滅びて、残り魔族が三体になるまでね。そして、その直後、私も含めて誰もが同時に思い出した。上層部だけに伝えられてきた真実を。国を守るために先祖代々、大事に伝えられていた伝承を」

「馬鹿げている」

「私もそう思うよ。おそらく、そういうものだろうね。世界を守るシステムだ。そういう理不尽なものだろうさ」

　忘れていただと？

　国の上層部だけに、この国を救うために受け継がれていた情報のことを誰もが？

　超常現象だとしてもふざけている。

「納得できない顔だね。私もそうだよ。知っていればと後悔はある。君を責めるつもりはない。問題はこれからどうするかだよ。……ははは、難しいね。勇者の力を削りすぎれば、魔族や魔王を倒せなくて人類は滅びる。勇者が楽に勝ちすぎれば、いずれ狂う勇者によって滅ぼされる。魔族や魔王の力も把握できずに、私たちはちょうど勇者と魔族が相打ちしてくれるように調整しないとならない。こんな理不尽なゲームがあるかい？」

　笑ってしまうほど理不尽だ。

　これがゲームであれば、その設計者は相当のサドだろう。

　いくらなんでも性格が悪すぎる。

　ただ、どうするかの部分だけは決まっていた。

「……まずはセタンタを殺す」

「そうしてくれ。まだ勇者の力を削りたいが、これ以上、引っ張ることはリスクが高いなら殺すしかない。私としてもまだ勇者に死なれては困る。死ぬのは魔族をすべて滅ぼしてからだ」

「もうすでに勇者を殺すことは前提なのか？　なにも教えずに」

「君が政治にヒューマニズムを持ち出すなんてね。その対極が君たちトウアハーデだろう。まさか、女に惚ほれて人生観がかわったかい？　君の年頃にはよくあることだよ」

「必要であれば殺すべきだ。そこには同意する。だが、勇者エポナを殺すことの難しさとリスクを考えれば、それ以外の方法を早々と放棄するべきではない」

「一理ある。でも、歴代勇者が例外なく狂ったという前例がある。私は他の可能性にかけるような博打ばくちはしない。民を守る義務を負った貴族として」

　その言葉に反論はできなかった。

　圧倒的に正しい。正しいが……。

「別の可能性はこちらで引き続き模索する」

「うん、私が納得できるような案と根拠があるなら歓迎するよ。私は私の全力で、魔族と勇者が相打ちできるよう策を巡らせるよ。どうやっても最後の魔族を殺すまで、マージンがいるから無む茶ちやはできない。僅かな可能性に縋すがりたいのは私も一緒だ」

　マージンか。

　勇者の力を削りすぎて、魔族を殺せないという最悪の事態を避けることをそう表現するのか。

　だが、そのマージンが大きければ大きいほど、勇者が狂ったあと力を使いつくさせるために必要な犠牲が大きくなる。

「期待しないで待っていてくれ。まずはやるべきことを、眼めの前の仕事を終わらせる。情報を渡してもらおう」

「もちろん、情報は渡すよ。でも、もう一つ言っておかなければならないことがある。ここまではアルヴァン王国の貴族である君に話をしてきた。まともな話だ。だけど君には裏の顔と大事な任務がある。そっちの話をしようか」

　眼の前の男から底しれぬ圧を感じる。

　けして逃さぬ、逆らうことは許さぬと。

　裏の顔を引っ張りだしてくる。

　別人のように雰囲気が変わった。光が届かぬ場所に棲すんでいる魔物。

　美しく華やかな美青年だからこそ、魔性という言葉がよく似合う。

「暗殺貴族、ルーグ・トウアハーデ。今回のセタンタ暗殺は君がいずれ受ける最高にして最後のミッション。そのいい予行練習になる。アルヴァン王国のために、今回得られるすべてを無駄にはするな」

「それは……」

　俺はその意味を察してしまった。

　ここで気づかぬほど間抜けではない。

「わかっているようだね。だが、君が与えられるであろう最高の任務をあえて口に出そう」

　ローマルング公爵はここで儀礼的な仕草をした。

　それは高位の貴族が行う、もっとも強い形式の命令だ。

「役立たずになった勇者を殺せ。いずれ必ず王命が下る。それを実行するのは……」

「最後の魔族を殺して勇者が油断した隙だ」

　それ以外存在しない。

　用済みになった瞬間勇者を殺すことこそがベストだ。

　最後の魔族を殺し、世界を救ったと安あん堵どして隙を晒さらしたところを突く。

　まさに、今回俺がしようとしていること。

「それができるのは君だけだよ。君だけが勇者のそばに立っていられる。君だけが勇者を殺しうる力を持つ。それができなかったときを想像したまえ」

　いやでも、その光景が目に浮かぶ。

　だというのに、わざわざローマルング公爵はその光景を語り始める。

「勇者がすべての力を失うまで民の命を使い捨てる消耗戦だ。死ぬとわかっていて、それでも何十万人、何百人が勇者に挑み散っていく。愛する人を、我が子を守るために。君なら、その悲劇的な未来が回避できると信じているよ。君は暗殺貴族トウアハーデ。我が国の病巣を暗殺というメスで取り除く執行者なのだから」

　エポナを殺す。

　そのためだけに俺はこの世界に呼ばれた。

　しかし俺はそうしないで済む方法を考えてきた。

　それは無理なのか？

　勇者が必ず狂うなんて言うのが前提ならどうしようもない。

　ここ数日、セタンタを殺すことだけを考えて必要なピースを集めてきた。

　そのすべてが勇者殺しにも使えると今更ながらに気づく。

　どくんと心臓がなった。

　今回の暗殺をやり遂げたとき、俺はエポナ殺しに確実に近づくだろう。

　そして、それは……。

「かしこまりました。そのときに必要であればそうしましょう」

　言葉遣いを敬語に戻す。

　そして深く謝罪の礼をした。

　それはローマルング公爵のことを勘違いした非礼を詫わびるもの。

　そして、これからのために。

「必要であればね。何百年も繰り返してきた勇者が狂い厄災となるという結末が、今回だけ都合よく変わるように私も祈っているよ。そうでないなら、来るべき日に躊躇ためらわないでくれ。いや、君なら躊躇わないだろう」

　俺の言葉の裏まで読み取った返事だ。

　そしてローマルング公爵は、セタンタが襲撃する都市を口にした。

　それを聞いて青ざめてしまう。

　その都市はムルテウ。

　俺がオルナを開いた、第二の人生、イルグ・バロールとして育った街だった。

　俺が失敗すれば、マーハも、彼女が大事にしている部下たちも、バロール親子も、あの街でできた友人たちも、みんな死んでしまうだろう。
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　あれからすぐにムルテウに向かった。

　セタンタの襲撃が明日となれば時間がない。

　幸いなことに、暗殺に必要な武装は揃そろっている。

　ただ、いくつか予備兵装が足りない。

　そららをタルトに連絡してすぐに届けてもらう手て筈はずを整えた。その後はバロールのもとでとある根回しをしてある。

　そして、今はオルナに顔を出していた。マーハと話をするためだ。

「突然だが、ムルテウのオルナ本店は休業しようと思う。国内の売上が急激に低下しているし、店を開いても赤字になるばかりだ。明日から一週間、スタッフ全員に休暇を出す。こういう機会でもないとろくに休ませてやれないだろう？　幸い、いい旅館を押さえられたんだ。急で悪いが今日の夕方には出発してもらう。有給扱いだし、旅行の費用は心配しないでいい、俺のポケットマネーから出す」

　先程、バロールに頼み込んで有名な観光地の旅館に連絡をとってもらった。

　この付近に住んでいるものなら誰もが憧れる、そういう街であり、旅館だ。きっと喜んでもらえる。

　馬車はもう用意したが、旅館からの返事はまだない。伝でん書しよ鳩ばとの往復に時間がかかるのは仕方ない。

　断られることはないだろう。ゲフィス領での戦い以降はどこの観光地も冷え込んでいる。

　喜んで受け入れてくれる確信があったし、駄目でも十分な金を渡しておけば、その場で別の旅館を探すなり、なんとかするだろう。

「そう、ムルテウが戦場になるのね」

「……ごまかされてはくれないか」

「ええ。だいたい、昨日の今日で旅館が押さえられるわけないじゃない。大方、ついさっき予約の連絡を送ったってところね。予約がとれたかもわからないのに送り出すなんて、ルーグ兄さんは本来なら絶対しない。そうなれば、無理をしてでもムルテウから私たちを遠ざけたいとしか思えない」

　反論のしようがない。

　俺はお手上げとばかりに両手を上げて降伏を示す。

「ああ、その通りだ。人魔族……セタンタがムルテウを襲撃する。しかも、その予定は明日だ。だから、今日のうちにマーハとオルナのスタッフにはここを離れてもらいたい」

　ばれることは織り込み済み。

　もとよりこんな言い訳でマーハを騙だませるとは思っていない。

　彼女は聡さとい。

　もう少し時間の余裕があればいくらでも取り繕えるだろうが、今日にはムルテウを出てもらわなければならない、今は無理だ。

「わかったわ。あの子たちには私から伝える。工場のラインが止まったとか適当な嘘うそを言って、社員旅行って形にする」

「悪いな、マーハもゆっくりと羽を伸ばしてくれ」

「いえ、私はここに残るわ」

　マーハの口から飛び出した言葉は意外だった。

　ここに残る理由なんてないはずだ。

「ムルテウは戦場になる、そう言ったはずだが」

「ええ。でも、ムルテウなら私にできることは多いわ」

「それはうぬぼれがすぎるな。戦闘でマーハが俺の力になれることはない」

「戦闘ではそうね。だけど、被害を少なくするためにできることはある。バロール商会長と協力して、一人でも犠牲を少なくするために動くの。そっちのほうがルーグ兄さんも動きやすいでしょう？」

　マーハの影響力は強い。

　オルナは今やムルテウでも有数の商会だ。マーハの一言でとんでもない数の人間が動く。

　通信網や、彼女が指揮する諜ちよう報ほう員いんたちも有事の際には強い力を発揮する。

　パニックのとき、もっとも必要になるのは強烈なリーダーシップを持つ者だ。

　どんな悲惨な状況でも、人を従わせることができるリーダーがいれば格段に被害は減る。

　セタンタが止められず、ムルテウにやつが侵攻してきたとき、マーハがいるのといないのとでは、被害者の数は下手をすれば一桁変わる。

「わかっているのか？　はっきり言うが今回の勝算は薄い。実戦で一度も使ったことがない、効果の確証がない、そんな弾モ丸ノが切り札だ。脅しじゃない、ムルテウに残れば死ぬかもしれない」

　アーガトラムの銃弾こそが唯一、セタンタを殺しうるカード。

　しかし、そのカードが本当に使えるかは実戦でないとわからない。

「分の悪い戦いなんてことは、ルーグ兄さんの顔を見ればわかるわよ」

「マーハが命をかけて、この街と民を守る必要はない。オルナはムルテウがなくとも利益を出せる。この街がだめになっても国外での商売に力を入れればいい。オルナの子たちの生活を心配しているなら、それも杞き憂ゆうだ。旅行のあと、みんなでトウアハーデに来ればいい、衣食住を保証する」

　暗殺が失敗した際に、ムルテウに残ったマーハを助ける自信がない。

　だからこそ、マーハにムルテウに残ってほしくないし、そもそもそこにマーハが命をかける意味がわからない。

　そんな俺の気持ちを汲くみ取とって、優しく諭すようにマーハが語りかけてくる。

「私にとってムルテウは第二の故郷なの。私とオルナの子たちが無事ならそれでいいなんて割り切れない。ルーグ兄さんに出会う前からここで生きてきた、ルーグ兄さんがムルテウを去ったあともずっとここで生きてきた。ルーグ兄さんが知らない友人も知人もたくさんいる。ルーグ兄さんがトウアハーデを守りたいように、私はムルテウを守りたい。その気持ちをわかってほしい」

　あまりにもまっすぐで、交渉上手なマーハらしからぬ、利を無視したただのわがままの主張。

　だから胸に刺さった。

「……そうか、ああ、マーハはずっとこの街で育ったんだな」

　そんな当たり前のことを俺は見落としていた。

　マーハにとって、ムルテウは俺にとってのトウアハーデ。見捨てられるはずがなかった。

「ええ、辛いこともたくさんあったけど。楽しいこと、幸せなこと、愛いとおしいこと、数え切れないぐらいこの街にもらってきたの」

「だが、それでも俺はマーハに逃げてほしい」

「それは命令かしら？　ルーグ兄さんがそう命令するなら、私は逃げるわ。私の全部をルーグ兄さんに捧ささげると決めているから」

　マーハを失うことは避けたい。

　俺は彼女を愛している。

　そして、マーハを失うことが著しい損失だからでもある。

　オルナという財源と、通信網の管理と諜報員の指揮と言った情報戦を一手に引き受けてくれているマーハは俺の生命線だ。

　ある意味で、ディアやタルトより重要度は高い。

　マーハの代わりは存在しない。

　だからこそ、俺はここで命令をするべきなのだ。

『おまえを失うかもしれない事態を許容できない。オルナの子たちと一緒に逃げろ』と。

　利と理を考えるなら、それ以外ない。

　それでも、それを言えばマーハは俺を許してくれないだろう。

　俺に反旗を翻すという意味ではない。今までのように俺が求める仕事をしてくれる。だけど、見えない何かがどうしようもなく壊れる。

「……一つ、条件がある。死なないでくれ」

「もちろん、そのつもりよ。わがままを聞いてくれてありがとう」

「まったく、どうして俺の周りの女はみんな頑固なんだ……」

「うふふ、ごめんなさい。もう一つ、お願い。あの言葉をもう一度、もらえないかしら？　勇気がほしいの。わがままを言ってる私が言っちゃだめかもだけど、怖いの。だから、お願い」

　マーハはいつものように、大人びた笑顔を向ける。

　マーハに一番似合う、あの笑顔を。

「あの言葉？」

「そう、私が職権乱用で亡き父の店を買い取ったとき、ルーグ兄さんが言ってくれた言葉」

　覚えている。

　オルナの初支店をムルテウ外に出店するとき、マーハが支店用に買い取ると決めたのは、マーハの父親が信頼していた男に忙殺され奪われた商会の一店舗。たいして大きくなく立地も特筆するところはない。

　悪くはないが、初の支店に選ぶ必然性はなかった。

　もっといい立地で大きな店舗は予算内で買えた。

　だが、マーハはその店舗を選んだ、マーハとその両親の思い出が詰まった店を買い取り、取り戻したいと願ったからだ。完璧な私情。

　私情だとわかっていて、俺は止めなかった。

　そのとき、俺が言った言葉は……。

「私情に走るなとは言わない。だが、私情を出すなら結果を出せ」

　そう言った。

　あのときの俺は、人間らしさが徐々に芽生えた頃で、もっと効率を考えろ、支店としての適性だけを考えろと言うことはなかった。

　だが、好きにしろと言うのはマーハのプライドを傷つけ、なにより俺自身が許せなかった。

　だから、結果を出せと付け加えた。

　うれしそうに、懐かしそうにマーハは頷うなずいた。

　そして、俺の手に自分の手を絡める。

「ルーグ兄さんのくれた言葉で、その言葉が一番好き。たぶん、それを聞いたとき、ルーグ兄さんのことを心の底から好きになったの」

「……知らなかった」

「言わなかったの。あの言葉があったからがんばれた。最高の結果を出した」
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「そうだったな、あの店舗で信じられない売上を出して、オルナの名は国中に広がった。目を疑うほどだった」

　あれには驚かされた。

　店舗の条件が最良だったとしても、あそこまでの成果は出せない。

　それはマーハがあの店で結果を出したいと願い、努力し、知恵を絞り、そんなマーハのためにオルナのスタッフも必死になってくれた結果だ。

　効率じゃない、心が生んだ成果。

「うん、私は大丈夫よ。一番好きな言葉をもらったから。今回も私情を挟んだ。だから、結果を出す。たくさんの人を救って、私も生き残る。そういう最高の結果を。ルーグ兄さんが期待してくれるならできる」

「ああ、マーハならできる」

　心の底からそう言える。

　マーハが相手だからそう言える。

「ええ、それにもう一つの約束も守ってもらわないといけないわね。今回の件が終わったら、私だけを愛してくれるのよね？」

「そうだな、そうだった」

「じゃあ、少しだけ前借り」

　マーハが触れるだけのキスをした。

　そして、そのまま背を向ける。

「オルナの子たちを逃がすわ。それから、いろいろと準備をしないと。今日は徹夜ね。ルーグ兄さん、がんばって」

「マーハもがんばれ」

　マーハはきっと最善を尽くしてくれる。

　この絶望的に時間がない状況で、ムルテウにとって最善手を考え実行してくれるだろう。

　それはただ犠牲者を減らすことだけじゃない。

　経済を麻ま痺ひさせない、流通を途絶えさせない、商業都市としてのブランドを守る。

　そこまで考えてマーハは動く。

　そこを任せられるのは心強い。

　そして……。

「負けられない理由が増えたな」

　マーハが残るのなら、ますます失敗できない。

　やはり、彼女を失うわけにはいかない。




　　　　◇




　それからタルトと合流し、彼女が運んで来た物資を受け取る。

　アーガトラム関連の装備は、【鶴革の袋】で運搬できないせいで持ち運べる量は限られるので常に携帯できないのは不便だな。

　手持ちの装備を確認し、メンテし、必要なものを選別していく。

「タルト、ありがとう。必要なものは揃そろった。もう、帰っていい。ここは危険だ」

「いえ、これからマーハちゃんと合流して、サポートに回ります。そういうわけなのでルーグ様の手助けは無理そうです。……もっと強ければルーグ様と一緒に戦えたのに、あれが相手ならただの足手まといになっちゃいます」

　セタンタのような相手であれば、タルトにできることはない。

　暗殺のサポートを任せるにも、やつの感覚が鋭敏すぎて発見されるリスクが跳ね上がる。

　当初はそのリスク込みでも観測者スポッターとして狙撃のサポートをしてもらうつもりだった。

　しかし、ディアの新魔法で不要となった今は一人での暗殺がもっとも勝率が高い。

「なぜ残る？　マーハは、この街が故郷だから残ると言った。タルトにそこまでムルテウへの愛着があるとは思えないが」

「そんなものないですよ？」

　あっけらかんとタルトが言った。

　むしろ、なんでそんなことを聞くのかを不思議がっている。

「私が残るのは、一番の親友を守るためです。マーハちゃんが死んだら悲しいです。それに、マーハちゃんを守るのが一番ルーグ様のためになりますから」

　がんばるぞと握りこぶしを作るタルト。

　まったく、前半だけなら感動的なシーンなのに台無しだ。

　しかし、頼もしい。

　マーハの重要性を正しく理解し、俺が一番望むことを自ら判断した。

「タルトがマーハのそばに居てくれれば俺も安心できる。なによりも、マーハとタルトの命を優先してくれ。たとえ、マーハの考えに反してもだ」

「そのつもりです。最悪、気絶させてでも連れ帰ります」

「恨まれるぞ」

「恨まれてでもマーハちゃんには生きてほしいです。それに、マーハちゃんは親友ですけど、私はルーグ様のことが第一で、そう行動するとマーハちゃんならわかっているはずです。それでもそばに私を置いたのなら、そうなっても文句は言わせません」

「さすがは親友だ」

「はい、親友です」

　きっと二人にしかわかりあえないものがあるのだろう。

「少し、リラックスできた。少しは前向きになれそうだ。ありがとう」

　そう言って笑いかけると、タルトが呆ぼう然ぜんとした顔をして、それからしばらく硬直し顔を赤くした。

「どうした？」

「ルーグ様、今の笑顔、とっても素敵です」

「……なんだ、突然」

「その、失礼ですが、なんだか、初めてルーグ様が同い年に見えました」

「そうなのか？」

　自分ではわからない。

　だが、体と心が軽くなったのはいい変化だ。

「ディアはどうしてる？」

「ものすごく怒っています。その、ムルテウに来るとき、ルーグ様のご命令通りに置いてきたので」

　俺やタルトは、ハンググライダーでの空を使った高速移動が可能だが、それに匹敵する速度の移動手段をディアは持ち合わせていない。

　だから、タルトがハンググライダーに乗せてくれないと一日でムルテウに来る手段がなくなってしまう。

「損な役を押し付けて悪かった」

「ちゃんとルーグ様の命令ってことは伝えていますから。その私の口からは言えないようなことルーグ様にいろいろと言ってました」

「……帰りはケーキでも土産にしよう」

　きっとディアがここに来れば力を貸してくれただろう。

　ディアは普通に正義感でそうする。

　だからこそ、俺は連れて来たくなかった。

「そろそろ俺は行く、いろいろと準備がある。可能な限り罠わなを用意しておきたい」

「ルーグ様、また、明日。全部終わったら美味おいしいものを食べましょう」

「いや、明日は予定が詰まっている。明後日だ」

「そういうことですか、じゃあ明後日で、マーハちゃんにこれ以上恨まれたくないので」

　タルトが冗談めかした口調で言い、二人で笑い合う。

　それからいくつか打ち合わせをしてわかれた。

　明日、俺はセタンタを殺して、マーハを約束通りたくさん愛する。

　明後日にはタルトと一緒にトウアハーデに帰って、ディアに山ほど文句を言われる。

　それから許してもらって、土産のケーキをみんなで楽しく食べる。たぶん、父さんたちも戻っているだろう。

　悪くないな。

　ああ、悪くない。

　だから、そんな未来が来るよう行動しよう。

　アンティークじみた狙撃銃を担ぎ、夜の街に消えていく。

　懐かしい感覚だ。

　ただの暗殺者だったあのころの感覚。

　研ぎ澄まされていく。

　こっちの世界で得たものも、かつての自分が得たものも、ぜんぶ抱えてやつを殺そう。
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～セタンタ視点～




　つまらねえ。つまらねえ。つまらねえ。

　心のなかで毒づく。

　俺はただ俺が認めた騎士と決闘をしたい。

　それだけなのに横よこ槍やりばかり入りやがる。

『あの蛇女が裏切ってやがるな』

　俺はバカだが、ここまで露骨にやられりゃ気づく。

　あの女には色々と恩がある。

　化け物になった俺に化け物としてのあり方を教えてくれた。

　普通の魔族なら存在を初めたときから当たり前にもっている情報をなにも知らず、人にも化け物にもなりきれなかった俺を導いてくれた。

　あの女がいなけりゃ途方にくれていただろう。

「だが、もう恩も義理も十分返した。ってことで、てめえともこれで最後にしようや、勇者さんよぉ」

　俺は待ち構えていた勇者に向かって槍を突きつける。

　三度、こいつに待ち構えられていた。

　そして三度、命からがら敗走した。

　これが四度目、そして最後だ。

「最後にしたいのは僕も同じだよ。でも、終わらせるなら君が滅びるってことになるけど。これまでさんざん力の差は見せたよね？」

　勇者から紅あかい力が立ち昇る。

　あれは魔族にとって忌避すべき力。

　俺の【狂化】と似ているようでまるで違う力。

　誰かの魂が燃やされ、搾り尽くされ、消えたくないと叫ぶ声が心を揺さぶる。魔族だからこそわかってしまう感覚だ。

　蛇女が、俺たちが魔王になるために作る【生命の実】と勇者の力は本質的に同じだと言っていたが、それが正しいと肌で感じる。

　よくもまあ、あんな化け物を勇者なんて呼べるもんだ。

　勇者が狂うというのも納得だ。

　あんな怨えん嗟さと悲哀のこもった文字通り魂の叫びを、力を振るうたびに聞かされてりゃ正気でいられるほうがおかしい。

　ある日突然、数百万の魂を押し付けられて、ただの凡人が勇者という化け物に生まれ変わる。それにしちゃこいつは〝まともすぎておかしい〟。

「まあ、てめえとの力の差はいやってほどわかってるさ。でも……なっ」

　踏み込み、距離を一瞬で潰し、槍を突き出した。

　三度の戦いでいかに自分が力任せに槍を振るっていたかに気づいた。

　今の俺では勇者には届かない、だからもっと速く、鋭く。

　そう願い、工夫し、試し、そのたびに俺の槍は速くなっていった。

　ガキのころから鍛錬は繰り返してきたし、手を抜いたことはない。師匠にも褒められた。基本は身についていたはずだ。

　だが、形だけで本物ではなかった。本物は戦場で命をかけてこそ身につく。

　もっと強くならなければ死ぬ。

　そういう状況でなければ、技は本物にはならない。

　必死さが、生き残ろうとする本能が技を磨く。

　俺は強すぎて、勇者と戦うまでその機会が与えられてこなかった。そして、その機会を得て爆発的に成長している。

　やつの紅い拳と俺の槍がぶつかり合い、衝撃波で周囲が破壊され、地面には亀裂が入った。

　俺は吹き飛び、ぶざまに転がり、そんな俺を勇者は見下ろしている。

『ちっ、これでも打ち負けるか』

　勇者は素人そのものだ。

　今の拳だってそう、腰も肩も入ってない手打ち。

　それが渾こん身しんの槍を圧倒してくる。

　理不尽すぎて笑えてくる。

　……きっと、今まで俺と戦ったやつも同じように思っていたんだろうな。

　受け身をとって立ち上がりながら、勇者を待ち構える。

　やつがこちらに跳びかかりつつ、腕を振り上げた。無様な大ぶり、それでいてさきほどと同じく腰がまったく入っていない。

　こんな大ぶりじゃ、どこを狙っているか教えてくれるようなものだ。

『舐なめてんのか？　おそまつにもほどがある』

　問題はわかっていようが速すぎて回避はできず、あまりの力に正攻法じゃ受けることもできないことだ。

　腰を落とし大地をしっかり踏みしめる。

　てめえの力で足りない分は、大地の力を借りる。

　槍を斜めに構え左手でしっかり握り、右手で支えつつ振り下ろされる勇者の拳を受ける。槍で拳を滑らせるイメージ。

　これだけ大ぶりをしてくれれば、いくら速くても、こういう芸当ができる。

　受け流しているのに槍を支える右腕がへし折られそうだ。ヒビが入る音を聞きながら痛みも恐怖も無視する。ここで力を抜けば体ごと潰される。

　足が大地にめり込んでいく。しっかりと大地と一体になったからこそ踏ん張れる。

　槍に角度をつけていたこともあり、狙い通り拳が槍を滑って逸それていく。

　なんとか凌しのいだ。

『街の喧けん嘩か自慢でももうちょいマシだ。騎士学校とやらで、学んでいてそれか。よっぽど、やる気がなかったんだろうな』

　少しでも勇者がまとも技術をもっていれば、今の一撃で俺はミンチになっていた。

　バカな大ぶりなんてするものだから、こうして一撃を逸らされるだけで致命的な隙を晒す。

　勇者はあきれるほど速く、力が強い。だが、それだけだ。

　達人の武術は常に次をイメージする。躱される、受けられる、必殺の一撃を放ちつつも、その次を想定して動く。

　だからこそ、達人の攻撃は淀よどみなく、次から次へと押し寄せてくる。あるいは即座に反撃に対する準備をする。

　俺もまだその域ではないが、こいつよりはマシだ。

　こいつは思いっきり殴りつけることしか考えていない。その結果、今は無様に隙を晒さらしている。

「はっ、俺の番だっ！」

　隙だらけの頬ほおに、左の拳をくれてやった。

　利き腕の右は今の一撃を流した衝撃でヒビが入り、再生中。まともに振るえない。

　感情を乗せつつ、技術にこだわる。

　腰から肩へ、肩から腕へ、しならせて全身の力を連動させつつ全魔力を込めての一撃、いい手応え、勇者がぶっ飛んでいく。

　勇者が起き上がり、血を吐いた。

　内臓を痛めたわけではなく口内を切っただけ。

　かすり傷もいいところだ。

「これは、僕の、血？　うそっ、僕は無敵で。なんで血が」

　口元を拭い、その血を見て。呆ぼう然ぜんとしている。

　動揺を隠せていない。目が泳いでいる。

　体のダメージはないが、心はぶん殴れたようだ。

　チャンスだ。俺は一気に距離を詰める。

　そして、再生した右腕で槍を振るう。

　普段なら絶対に当たらない。

　反射神経と馬鹿力だけで受け止められて、しまいだ。

　だが、俺の槍は勇者の脇腹を貫いた。戦場でやつは敵を忘れた。意識を逸らした。その代償だ。

「ぎゃあああああっ」

「ああん？　殺し合いしてるんだ。血を流して当然だろうが。それとも。てめえだけは特別のつもりか」

　刺さった槍を押し込みながら捻ひねる。

「痛いっ。やめろおおおおおおおおおおおお」

　勇者の目に憎悪の光がやどり、紅の光が強烈なまでに吹き出す。燃やされた魂の悲鳴が響き渡る。

　そして、勇者は脇腹に刺さった俺の槍をつかみ、力まかせの前蹴り。

　けっして槍を離すまいとつかんだ右手の皮が一瞬で剥むけ摩擦で傷口が焼かれ激痛、槍から手が離れる。ついで腹にまで焼けるような熱さと痛みが襲う。腹が蹴りぬかれたと気づく。

　岩に背中を打ち付け、めり込む。血ち反へ吐どを吐く。勇者とは違い口内を切ったなんて軽傷ではなく、内臓をやられた。致命傷ではないが重傷。

　しかも蹴りぬかれた腹からもどばどばと血がでる。

　ったく、上も下も血で大洪水か。

　そんな俺を、先と同じように見下ろす勇者。

　紅い力を燃やしながら、その瞳まで紅く染めて。

　ゴミのように俺の槍を放り捨てる。

「殺す、絶対に殺す。おまえは許さない！」

「えらくお怒りだな。物騒なことを言ってるが怯おびえを隠しきれてねえぞくそガキ。俺が怖いか？　てめえは無敵じゃない。俺ならはてめえを殺せる。その血が証拠だ。殺し合いは初めてか？　なあ勇者様ぁ」

　嘲笑してやる。

　あまりにも勇者は無様すぎた。

　傷つけられて、僕ちゃんはとっても怒りましたなんてわざとらしいポーズをとっている。

　だが、それは怯えを覆い隠すための虚勢。

『ガキの喧嘩かよ』

　ああ、こいつは戦場で傷ついたことなんてないんだろうな。

　だから、二度も血を流させた俺が怖くなった。その怖さを覆い隠すためにブチ切れて見せただけだ。

　たぶん、こいつは本当の意味で殺し合いをしたことなどない。

　なにせ、誰一人、やつを傷つけられないんだから。戦いじゃなくて虐殺だ。自分はけっして傷つかずに一方的に殺すだけ。

　だから、初めて殺し合いをしていると気づいて怯えているわけだ。

　よくわかる。俺も似たようなもんだったから。

「僕は勇者だっ、恐れなどっ、しないっ」

　図星を突かれて羞恥と怒りが、恐怖を上回ったらしい。

　恐れを振り切って殴りかかってくる。

「ワンパターンかよ」

　また大ぶりでの突撃。

　それは見飽きたっつうの。

　逸らそうと思えば逸らせる。

　だが……。

『切り札を切るならここだ』

　俺も勇者様を見習って演技しよう。いや、演技なんていらねえな、素でブチ切れてる。

　逃げるのではなく、前へ。こちらも拳で迎え撃つ。

　俺のスキル、人間として生まれ持ったスキル【狂化】を発動。勇者とは似て非なる紅き力が湧き上がり、脳内麻薬が溢あふれて痛みが消え、凶暴性がぶちあがる。

　俺はブチ切れてる、この情けない勇者様にいらついて仕方ねえ、その怒りが【狂化】のトリガーとなって力に変わる。

　だが、これだけでは勝てない。

　今から使うのがとっておき、魔族の紅き心臓に宿った力が溢れだす。

　それは【生命の実】の力。

　蛇魔族は、己が食らった【生命の実】その一割程度の力を俺に注いだ。

　ゲフィス領の戦いで勇者と互角のように見せかけられたのはこいつのおかげだ。

　そして、三度の勇者との戦いを生き延びられたのも、要所要所でこの力を引き出したからだ。

　そしてそれももう残り滓かすしかない。

　こいつを使うのは、使わなきゃ死ぬときか、確実に殺せるときだと決めていた。

　そして、今がそのときだ。

「うおおおおお、僕はぁ！　怖くない！」

「死にやがれええええええっ！」

　勇者の紅き拳が猛たける。それを真っ向から俺の拳が受け止める。真正面からの打ち合いのように偽装するが、やつの拳が加速し切る前、逆にこちらの拳はもっとも威力が出る最高点で当てる。

　拳と拳がぶち当たり、周囲のものすべてが吹き飛び、大地に亀裂が入る。

　開幕のリプレイ。しかし、それよりも遥はるかに威力が大きく余波もとてつもない。

　開幕では、槍やりを使ってもなお打ち負けた。

　しかし、今回吹っ飛んだのは勇者のほう。

　骨を砕いた感触、拳だけじゃなく、腕、肘、肩、全部ぶっ壊した。

　完全に押し勝った。

　勇者が肩を押さえて、激痛で悲鳴をあげる。

「ひゃははははっ、俺の勝ちだ。本気を出せば、こんなもんよ。格付けは済んだ。大人しく首を差し出せ」

　意図的に、舞台の役者のように芝居がかって大げさな宣言をする。

　圧倒的強者だと錯覚させるために。

　……形勢は依然として圧倒的不利。

【生命の実】の力はこれで打ち止め、俺の【狂化】はそう長く使えない。

　さらに言えば、今はたしかに押し勝ったが【生命の実】と【狂化】の力を上乗せした状態で、勇者の拳が加速し切る前の圧倒的に有利な条件での打ち合い。

　さらに今の一撃は俺の技量では分不相応なほど、奇跡的に全身の力を集約しきった最高の一撃。

　使い捨ての力と奇跡が重なってようやく与えた傷も利き腕の骨をへし折ったに過ぎず、そんなもの勇者なら数分後には完治する。

　このまま戦い続ければ俺は死ぬ。あの無様で技もなにもない、モーション丸見えの大ぶりパンチだけで俺はなぶり殺されるだろう。

　だが、そうはならない。

　俺は今のすべてを一撃で、心を殺したからだ。

「僕が、僕が負けた……っ、痛い、痛いよ」

　肩を押さえて、痛いと泣き叫ぶ。

　虚勢すらなくして、ただの子供がそこにいた。

　ああ、やっぱり。勇者様は殺し合いを知らないという予想は正しかった。

　こいつが特別弱いわけがない、どんなやつも初めての殺し合いじゃこんなもんだ。

「んじゃ、次は左をもらうとするかねえ」

「来るなっ、ひっ、いやだ、逃げ、いや、でも、僕は、ミレイとの約束」

　立ち上がりはしたもののひどいへっぴり腰。

　逃げたいが逃げられない。

　戦うやつの顔じゃねえ。

　そう、こいつは騎士じゃない、戦う人間じゃない。

　そのくせ、何かに縛られて逃げもしない。

「てめえには、三度も見逃してもらったな。礼をしてやる。いいぜ、逃げても」

　相棒を、ゲイボルグを呼ぶ。

　俺の意思に応えて神器の槍は俺の手元に舞い戻る。

　殺意を乗せ、槍を突きつけた。

「俺の気が変わる前に失うせろ。じゃなきゃ、殺す」

「ぼくは、騎士で勇者だ。アルヴァン王国を、世界を守る、約束、したんだ」

　震える足で向おうとしてくる。うっとうしい。

　てめえは俺の獲物じゃねえ。

　てめえは俺が命をかけるに値しない。

　俺は強い騎士と決闘をすることに憧れ、夢見た。

　だが、この勇者様は違う。

「騎士っていうのは、強いだけじゃだめだ。俺に怯えたてめえは騎士じゃねえよ、勇者様。あと五秒だけ待つ」

　俺の憧れる騎士には二つ必要なものがある。

　一つは積み重ねだ。騎士は幼いころから技を磨く。先人の技を受け継ぎ、創意工夫し血肉にしていく。やつにはそれがない。教えは受けてきただろう、戦場で他の騎士の技を見てきただろう。なのに何一つ血肉になっていない。センスうんぬんの問題ではなく、騎士としての心がない。

　二つ目は騎士の矜きよう持じだ。騎士というのは守るべきもののために戦う。てめえが守りたいって決めたら、てめえの全部かけて戦う鋼の意志が必要だ。絶対に逃げない、恐れない。

　なのにこいつはどうだ？　たかだかてめえより強いかもしれない、そんなやつが現れただけでこのざまだ。

　こいつは騎士じゃねえ、こいつとじゃ俺の憧れた騎士の決闘はできねえ。

　ただの強い獣だ。あたりかまわず噛かみついて、ちょっとやばくなったら逃げる。

『……だから、俺はあいつに拘こだわるんだろうな』

　フェリ・マルコーニ。いや、ルーグ・トウアハーデか。

　勇者でも魔族でもないただの人間。

　俺に喧けん嘩かを売ってきたあいつは、一度も弱さなど見せずに策を用いて、勝利をもぎ取った。

　愛する姫を守るために命を懸けた。俺とやつとの差は、今の俺と勇者以上に圧倒的だったにもかかわらず。

　蛇魔族から、俺がどういう殺されかたをしたかあとで知った。【グングニル】という魔法。

　最初は卑ひ怯きようだと感じた。

　しかし、後にどれだけそれが凄すさまじいことかに気づいた。俺を殺せる魔法を作ったことはすごいが、すごいだけだ。

　尊敬に値するのは、何分も後に決められた場所に着弾するだけの魔法を俺にぶち当てたこと。

　蛇魔族の話では直撃させるために許される誤差は数十センチ程度。

『そんな真似まねをやろうって時点でどうかしてるが、やりきっちまうんだからな』

　あいつは話術で、視線で、仕草で、俺の行動をしばり、俺を殺せる位置へと、殺せるその瞬間に誘導して見せた。

　今思い返せば、殺気をぶつけてみせたり、武器を構えて俺の警戒を誘い間合いを変えさせた。それで俺の立ち位置を調整していた。なんて技量だ。技量だけではない。それを為なす精神力がやべえ。

　だいたいコインが落ちて決闘が始まった直後に殺されたのだから文句のつけようもない。

『愛する姫のために、絶対的な強者に意志の強さと磨き抜かれた技で挑んだルーグ。ああ、それは俺がなりたかった、憧れた騎士だ。だからこそ、やつと対等な状態で決闘をしたい。そうすることで俺は俺が夢見た騎士になれる』

　そのために、強いだけの獣ゆうしやは邪魔だ。

　さっさとてめえは舞台を降りろ。

「五秒経たったぜ。逃げねえのか？　なら殺すしかねえな」

　神器、ゲイボルグの能力解放。

　殺せはしないが、殺す気で放つ。

　いや、今このときだけは殺せると信じ込む。

　そして……。

「僕は逃げない、戦わなきゃ、約束が……僕は、僕はああああああああああ」

　その言葉とは裏腹に勇者が逃げていった。

　自分より、俺が強いと勘違いしたままで。

　俺は切り札を切ったことで、ろくにダメージを与えられなくても、勇者の心を殺した。

　あれはもう二度と戦えない。

　結局はただのクソガキだ。

「救えねえな」

　能力解放状態のゲイボルグをもとに戻し、魔族と自覚してから始めたタバコを取り出し火をつける。

　そして……。

「はっ？」

　胸に衝撃が走り、俺の紅あかい心臓に……勇者でなければ傷つけられないはずのそこに金属片が突き刺さっていた。

　貫通はしていない、砕かれてもいない。しかし、金属片が刺さったところからとんでもない勢いで力が、いや、俺の存在そのものが抜け落ちていく。手で押さえようが流出は止められない。

　紅の心臓は魔族唯一の弱点。

　傷つけば二度と治らない。

　俺はもうすぐ消滅するだろう。

　自然と顔がにやけてくる。

「やってくれたなあああああああああ、ルーグ・トウアハーデ!!」

　俺が憧れた騎士は、俺がこうしている間も愛する姫を守るため絶望的な状況で戦い続けていたらしい。あいつらしいやり方で。

　わかっていたはずだ。あいつがたかだか正面からやりあっても勝てないぐらいで諦めるはずがないことを。

　そしてまたもや、俺を上回った。

　俺はやつに殺される。

　だが、これで満足はしてやらない。

　力はどんどん抜け、俺は人間に近づいていく。

　あいつを化け物にすることはできなさそうだが、こっちが人間に近づいた。

　なら、ずっと俺が望んでいた対等な決闘ができる。

「俺は死ぬだろうな……だがっ！」

　わずかに残された時間。数分か数十秒かもわからない。それまでの間、やつには付き合ってもらう。無理やりにでも。

　ああ、やっと夢が叶かなう。

　俺は騎士として決闘に趣おもむき、最高の騎士と戦い、死んでいくのだ。
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　狙撃に成功し、そのまま気配を消しつつ場所を替えてまた隠れた。

　セタンタは死んでいない。第二射、もしくは撤退ができるようにチャンスを窺うかがう。

『アーガトラムの弾丸が魔族に対して有用であることを確認』

　やつの心臓にアーガトラムの銃弾は吸い込まれた。

　魔族の紅い心臓に効果があるかの確証はなかったが、今回の狙撃でそれが得られた。

　さすがは触れざるものに触れる腕。伝承は正しかったようだ。

『誤算は威力不足か』

　紅い心臓に命中したが心臓に弾丸が突き刺さっただけで、貫くことも砕くこともできなかったのは誤算だった。

　アーガトラムの性質上、許容できる限界まで火薬の量を絞り威力が落ちていることは計算に入っていたが想定以上に紅い心臓は硬かったらしい。

　紅い心臓の強度など事前に確かめる余地などなかったから仕方ない。

　威力不足は致命的とも言える欠点。

　今回はセタンタが相手だったからこそ問題にならなかったが、相手によってはまるで使い物にならない。

　そんなことを考えていると、やつは凄絶な笑みを浮かべて狙撃を受けた胸に布を巻きつけると神器の槍やりを振りかぶった。

「見ているだろう、ルーグ・トウアハーデ！　ったくよう、やってくれるじゃねえか」

　槍が狙っているのは俺ではなく、ムルテウだった。

　ゲイボルグが解放形態に変形する。無数のトゲが這はい出て回転する。

　あれが投とう擲てきされれば何百人死ぬかわかったものではない。

　しかし、神器の投擲はセタンタであろうと全身全霊を懸けねばならない。

　それはすなわち……

『隙だらけだ。殺せる』

　トリガーを弾いた。

　狙い通り、やつの心臓に弾丸が直撃するかと思われた。

　しかし、弾丸をやつの胸に巻いた布が食い止めた。

　止血のためかと思ったが、どうやらあれは防具、それも魔物由来の強い素材。

　これこそが第二の欠点。

　アーガトラムは魔力を散らす、つまり魔力的な防御は意味をなさない。

　しかし、物理的な守りに関しては何一つ効果をもたない。つまりは、こうして防具を身に着けられれば、あるいはもとから肉体が強い魔族に対しては意味を成さない。

　おそらく、甲殻を持つ兜かぶと蟲むし魔族や柔軟かつ強きよう靭じんな毛皮をもつ獅し子し魔族には直撃したところで心臓まで届かなかっただろう。

「それじゃ俺は止められねえなっ！」

　ゲイボルグが放たれてしまう。

　槍はムルテウの壁を貫き、槍から這い出たトゲを全方位に撒まき散ちらし、破壊を振りまきながら飛ひ翔しようし、戻ってくる。

　おそらく、今の一撃で数百人は死んだ。

　あれはそういう兵器だ。

「出てこいよ。ルーグ・トウアハーデ。出てこねえなら、もう一発いくぜ。俺には時間がねえ」

　言葉とは裏腹で、焦りはなく、むしろ穏やかな声。

　セタンタらしくない、どこか修行僧を思わせるような柔らかさ。

　だからこそ、それが脅しではないと理解させられた。

　今の一撃でマーハやタルトが巻き込まれたかもしれない。

　そして、二撃目、三撃目を許せばその確率が跳ね上がる。

　俺は深呼吸し、拳銃を構えて姿を現す。

「んな、近くに潜んでいたのかよ。なのに俺が気づかねえとはな」

「そういう魔法だ」

　ディアが開発してくれた魔法を二つ使っていた。

　一つは、いつもは自身に使う空気の層で光を屈折させる光学迷彩魔法のマイナーチェンジ。

　自身にかければ銃までは覆えない、あるいはアーガトラムの効果で解除される。しかし、対象を自分以外とすることで不可視にした障害物に身を隠すことが可能になった。

　もう一つは自身から数十センチ離れた四方に音と匂いと熱を遮断する空気の壁を作り出す魔法。

　気配を感じるというのは、無意識のうちに音や匂い、あるいは熱を感じ取って行われること。

　そういう気配の要因を遮断する魔法だ。これもまた自身ではなく周囲に展開することによってアーガトラムの魔法無効化から逃れている。

　その二つのおかげで従来では不可能な距離まで近づき潜むことができた。

　そうやって、やつに近づき風との感覚を共有することでの狙撃を行った。

「ったく、てめえは厄介だな。また殺されちまったじゃねえか。今回は生き返りはしねえ。さっきから、心臓から力が抜け落ちていく。もう少しすりゃ俺は消える。動く死体だ」

　なるほど、紅い心臓を砕かなくても傷つければ力が漏れ出して死ぬのか。

「なら、なんのために俺を呼び出した。殺された腹いせに、殺し返すつもりか」

「……今度こそちゃんと決闘をするためだ。てめえに【生命の実】を食わせて化け物にして、化け物同士で対等な決闘をするのが俺の望みだった。だが、力が抜けて、俺のほうがただの人間になりつつある。予定とは違うが、これで対等な決闘ができる。今しかできねえ。付き合ってくれるか？」

　やつが消えかかっていることはわかる。

　圧倒的だった魔力も、俺より少しは上程度になってしまっている。今なら真正面からの戦いでも後れは取らない。

　引き受けなければムルテウが狙われることも踏まえて、受けないわけにはいかないだろう。

「その決闘、受けよう」

「悪いな。付き合わせて。コインあるか？　おまえとの決闘のために持ち歩いていたんだがな。あのクソガキにぶん殴られたときにどっかいっちまったんだ」

　小さなことにこだわるやつだ。

　あのときの決闘と同じにしたいらしい。

「これでいいか？」

　俺はコインを取り出す。

「ああ、俺たちの決闘はそうじゃないとな」

　取り出したコインはヴィコーネで流通する銀貨。

　当時これを使ったのは、フェリ・マルコーニという人物を演じるためだった。

　しかし、今回はやつのために選んだ。

「コインが地面に落ちれば決闘開始だ」

「いきなり、どかんってのはなしだぜ」

「さあどうかな？」

「うれしいぜ。それがおまえの本気ってことだろ？」

　無論、【グングニル】を放っていない。

　ここで放てばムルテウに被害がでる。

　だが、その可能性がないと教えること自体が、やつを有利にする。本気の決闘ではそんなマネはしない。

　その本気をやつは理解していた。

「始めよう」

　あの日のようにやつは槍を構えた。

　あの日のように俺はナイフを構える。
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　あの日のようにコインを弾く。

　空中でくるくるとコインが回転し、地面に落ち、その瞬間お互いに駆け出した。

　槍とナイフがぶつかり合う。

　当然のように俺は押し負け衝撃に逆らわないよう後ろに飛びつつ、ナイフを投げる。

　弾かせたのはわざと、隙を作り投擲で急所を狙うための布石。

　躱かわせないとみるや、セタンタはあえて左肩でナイフを受け、そのまま武器を失った俺に突進しながらの片手突き。

　速く、正確に伸びてくる、なるほど、エポナに勝てるわけだ。

　体をのけぞらせて躱しながら着地。

　セタンタは高速での連続突きを放つ。

　限界まで姿勢を低くしての踏み込みで槍の懐に入ると頭上を槍が通過する。

　これならば槍の引き戻しは間に合わない。

　そのまま予備のナイフを引き抜き、低い位置から腎臓を狙う。

　しかし、俺のあごに向かって足が蹴り出される。威力はないが、脳を揺さぶられれば意識が刈り取られるだろう。

　あえてやつのつま先めがけて頭突きすることで額で受ける。

　そのせいで踏み込みが足らずナイフが届かなくなった。

　やつの追撃、遠心力を乗せた槍の薙なぎ払はらいが間に合ってしまう。低い姿勢をとった俺に当てるためにやつの薙ぎ払いも低い、上に跳ぶことで躱せた、そのままナイフを振り下ろすとなんとやつは左手で受けてきた。

　ナイフが奴の手のひらを貫通。がっ、空中で身動きが取れなくなってしまい、俺の右頬ほおに、槍を手放したやつの右拳がクリーンヒット。

　かろうじて打点をずらして、脳が揺らされ意識が飛ぶのだけは防ぐ。

　口の中にきれた血の味が広がる。

　俺たちは距離を取り、互いに息を整える。

　俺は血を吐き出し、やつは左手の平に刺さったナイフを引き抜いて捨てた。

「クソ楽しいな、ルーグ・トウアハーデ」

「戦闘狂には付き合ってられない。さくっと死んでもらいたいものだ。勝敗が揺れ動く戦いは心臓に悪い」

「だから、熱いんだろうがっ」

　お互い息は整った。

　再び、俺たちは互いが信じる得物を構えて間合いを詰める。




　　　　◇




　それからなんども槍とナイフがぶつかり合った。

　技量は俺が上、身体能力はやつが上。

　拮きつ抗こうし、勝負がつかない。

　いつまでも続くかと思っていた戦いだが、急に風向きが変わる。

　目に見えて、セタンタの身体能力が落ちていく。

　心臓をえぐったアーガトラムの銃弾は容赦なく、セタンタの命を削り続けていた。

　もはや俺とセタンタの身体能力は互角。

　それでも勝負はつかない。

『まさか、この男は戦いながら進化し続けているのか？』

　死の間際で、セタンタの技はどんどん開花していき、力の低下を補う。

　この男は天才だ。

　もし、魔族になんてならなければ、ただの人間ならば、俺なんか足元にも及ばない武術を身につけていたかもしれない。

　力が落ち、競り負け死に瀕ひんするたびに、俺に追いつける強さになるようやつの技が洗練されていき進化し、戦いが拮抗し続ける。

『強すぎる力が、彼の技を磨く機会を奪っていたのか』

　もはや、立場は逆転した。

　俺が身体能力で勝り、セタンタが技術で追いすがる。最初とは正反対の光景。

　しかし、それも長くは続かない。

　セタンタの進化が、失っていく力に追いつかなくなっていく。

「ああ、くそっ、ずっとこうしていてえのになぁ」

　俺は何も言わない。

　言う余裕はない。

　確実に優勢だ。このまま続ければ勝てる。

　それでもなお、いつ殺されてもおかしくないと本能が警鐘を鳴らし続ける。

　そして、そのときはやってきた。

　意識の外から、ありえないタイミングでありえない速度でありえない角度からの一撃。

　背筋が凍りつく、確実な死の予感。

　ルーグ・トウアハーデをセタンタ・マックネースが完全に上回った瞬間。

　為なすすべもなく、セタンタの槍やりが俺の眉間を捉える。……俺すらそう思ったがその槍は皮一枚を傷つけたところで止まった。

　紙一重で避よけたのではない、セタンタが力尽きて踏み込みがわずかに甘くなったせいだ。

　俺は突き出された槍を軸にして、体を回転させながら懐に入り、セタンタの首を掻かき切った。

　魔族の特性であっさりと癒えるはずの傷が治らない。

　もう、やつに魔族としての力はほとんど残っていない。

　血が吹き出て止まらない。やつが喉を押さえて膝をついた。

「俺の負けだ。ったく、こっちは死にかけだぜ。花をもたせろよ」

「負けてほしかったか？」

「いや、最高の決闘だった。全部出し切った。んで、負けた。あーあ、楽しかったな」

　この状況で話せるのは、最後に残った魔族の力の残ざん滓しのおかげだろう。

「なあ、ルーグ・トウアハーデ。最後、俺のが強かっただろう？　なんで俺は負けたんだ。てめえならわかるだろう」

　その問いの答えは、魔族としての力を失い、身体能力が低下したから。と言うのが正しい。

　もし、決闘を開始したときの力がセタンタにあれば、最後の一撃で俺は眉間を貫かれていた。

　それがわかっているのに、正しい答えを言いたくなかった。

「俺には愛し守るべき姫が居て、セタンタにはいない。それだけだ」

　俺の答えを聞いてセタンタは目を丸くして笑い声をあげる。

　笑い終わると、こちらに歩いてきて俺に向かって微笑みながらゲイボルグを差し出してきた。

「なら、仕方ねえ。これは騎士の決闘だもんな。真の騎士が勝つに決まってる……ありがとな、ルーグ・トウアハーデ。おかげで夢が叶かなった。悔いはねえ」

　俺がその槍をつかむと、返事をする前にやつの存在が消滅した。

　それこそもとから幻だったかのように。

　やつが存在した痕跡は俺の手の中にあるゲイボルグだけだ。

　なぜだろう、消える一瞬、やつの残滓がゲイボルグに流れ込むように見えた。

「まったく、最後まではた迷惑なやつだった」

　あれと友になれたとか、そういうのはまったくもって思わない。

　好意的な感情はない。

　ディアを奪うと言ったことも、ムルテウで虐殺を行ったことも、タルトとマーハを危険に晒さらしたこともけっして許せない。

　ただ、まっすぐな男だったとは思う。

　ムルテウに向かおう。

　マーハとタルトの無事を確認したい。

　タルトがそばにいれば、マーハが命を失うことはないだろう。
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　ムルテウに入ると、門の近くには民衆が詰め掛けており、凄すさまじいまでの歓迎と歓声を受けた。

　なぜか、俺を出迎えるための準備までしてある。

「なんだ、これは？」

　疑問が口から漏れたが、考えてみればわかることだった。

　ムルテウのすぐ近くで戦っていた。

　当然、ムルテウでは常に見張り兵が塔で周囲を警戒している。俺とセタンタの戦いを、いや勇者とセタンタの戦いを含めてすべて見ていたのだろう。

　だから、俺がセタンタを殺してこの街を救ったことも知っているわけだ。

「ありがとう！」

「【聖騎士】様、こっちを向いて！」

「大好き！　結婚して！」

「【聖騎士】様ぁ！」

「かっけえなぁ！　おいっ！」

　ありがとうありがとうと、俺を賞賛する声が届くが、今はそれが煩わしい。

　俺は、今すぐタルトとマーハの無事を確認したい。

　ゲイボルグの投とう擲てきに巻き込まれた可能性は低いとはいえ、ゼロではない。

　こんなことで足止めをされている現状が歯がゆい。

　かといって、ここで強行突破しようものなら、今後動き辛づらくなるリスクが付きまとう。民を味方につけなければ今後不利になる。

『失敗した』

　こうなることを想定して気づかれぬように入るべきだった。

　なんとか抜け出す手はないか？　と策を練っていると。

　人だかりが割れる。

　人々が花道を作って、誰かがそこを通って近づいてくる。

　そこから出てきたのは……。

「良かった、無事だったのね。ルーグ兄さん」

「ああ、マーハも無事で良かった」

　俺がそう言うと、マーハが抱きついてくる。

　そして、周りが一斉に冷やかしと祝福の声をあげた。

　一部、嫉妬の声もある。それは俺に対しても、マーハに対しても。

「タルトも無事か？」

「ええ、今、タルトはディア様と救助活動をしているわ。私は、みんなの好意でこっちに来るようにって、救助作業を中断して来たの」

　みんなの好意か。

　一応、【聖騎士】として認定されたルーグ・トウアハーデとオルナの副代表であるマーハの婚約は公表されている。

　貴族の婚姻はすべて中央に報告しないといけないし、俺もそのルールを守っている。

　ほとんどの民衆は、貴族の婚約になど興味はないが権力者はそのあたりの情報を押さえているし、ましてや新進気鋭ブランドのオルナが絡んでいるとなれば知っていて当然だ。

　それでだろう。

『ここで、マーハを担ぎ出したのは計算か』

　街を救った英雄をねぎらいたいという気持ちはあるだろうが、それ以上に魔族すら倒すルーグ・トウアハーデをこの街に縛り付けたいという意志がある。

　マーハとの関係を公にし、彼女との関係を民衆たちをつかって祝福し、街全体で応援していると思わせ、俺にこの街への愛着を湧かせ執着させる。

　ここは商人の街だ。

　それぐらいは当然するし、その打算を俺は不快には思わない。

『相変わらずだな、ムルテウは』

　思わず微苦笑して、俺たちを祝福する民に不快感を与えないようにかつ最小限の挨拶をして、その場を離れていく。

　ただ、どうしようもなく気になる声が聞こえてきた。

「さすが【聖騎士】様っ！　勇者様すら逃げ出す魔族を倒すなんて！」

「勇者に見捨てられた私たちを救ってくれてありがとう！」

「あなたこそ真の英雄です」

「勇者にはがっかりだ」

「そもそも今まで魔族を倒してきたのは【聖騎士】様じゃないか」

　気になったのはセタンタと戦いエポナが逃げ、しかもそのセタンタを俺が倒したところまでが民に知れ渡っている。

　見張りは見たままをそのまま伝え、それが情報規制されぬまま民に広がった。

　……まずい。

　よりによってムルテウでこうなるのはまずい。

　ここはアルヴァン王国一の商業都市、つまりここに物を買いに来る人間も、物を売りに来る人間も国内で一番多い。

　ここで広まった噂うわさは世界中に広がるし、それを止めることなど神にだってできはしない。

　ただ勇者が敗北しただけならいい、逃げ出して、さらに俺が後始末をしたなどと広まれば勇者の権威は地に落ちてしまう。

　勇者という権威、このカードはまだ必要なのに。

『本当にセタンタは余計なことをしてくれた』

　これは問題になる。

　早急に手を打たなければ。




　　　　◇




　いざというとき身を隠すために用意しておいた緊急避難用の部屋になんとかたどり着き、マーハともども変装をする。

　民衆全員に見られているとなると、俺たちですら振り切るのは難しく疲れてしまった。

　俺だけでなく、マーハも変装しなければまずい。

「どう、似合う？」

「そういう可愛かわいらしい服は新鮮だな」

「ルーグ兄さんが喜ぶなら、タルトの私服みたいな、もっとひらひらしたのを着るけど？」

「……なんだそれは？　見たことがない」

「あの子、こっちに来るときはだいたい私服よ。トウアハーデじゃ使用人服ばかりで着る機会がないのね。まったく、それじゃ私がアドバイスする意味がないじゃない」

　マーハと話していると、なぜかタルトの知らない一面まで見えてくる。

「それはそれとして、噂が変な方向に広まっているな」

「私はいい気分ね。噂が本当だったらって思うわ」

　というのも、噂には超速で尾ひれと背ひれがついて広まっていた。

　なんでも最強の魔族がムルテウを襲う。かけつけた勇者は負けて、情けなく逃亡。そこに婚約者を守るために【聖騎士】ルーグ・トウアハーデが駆けつける。

　愛のため勇者よりも強い魔族に挑む、我らが【聖騎士】ルーグ・トウアハーデ！　そして、敵に打ち勝ち、ムルテウを救い婚約者を抱きしめる。そして、婚約者の正体はムルテウを代表する商会の代表のマーハだった。マーハは商売の繁栄を、そしてルーグ・トウアハーデは平和をムルテウ領主に約束し、この街は栄えていくのだった。

　いろいろと間違っていてツッコミどころが多い。

　だが、一つ確信はある。

『この噂は止まらないだろうな』

　大衆はただ、劇的でわかりやすく盛り上がるものを選ぶ。

　加えて、マーハのために俺が力を振るうというのはムルテウの利益になる。つまりムルテウの民にとっての安心につながる。

　不安をかき消すための噂は広まるし消えない。

　最悪なのはところどころ真実があること。それが信しん憑ぴよう性せいを高めてしまう。

「あの出迎えがこういう噂を加速させたのもあるだろうな」

「噂が広まるのは別にいいけど、ああいうのはいい迷惑よね苦手なの」

「同感だ」

　一応、変装で誤ご魔ま化かせるが、仕事がやりにくくなるのは確実だ。もうだいぶ前から諦めたが、おかげでアルヴァン王国で一番有名人の暗殺者になってしまった。

「私、ルーグ兄さんが帰ってきたら、思いっきり抱きついてキスするつもりだったのに。ああいうふうに、キスキスキスなんてコールされたらできないわ」

「すればよかったじゃないか」

「私にはあんなふうにみんなに見られている中は無理よ……ディア様やタルトならできるかも」

　二人は目立ちたがりではないが、周りの期待に応えたがる人の好よさがある。

　おそらく、周囲に背中を押されたらそのままキスをするだろう。

　もちろん、相手が俺であればの話だが。

「ルーグ兄さんはどう？」

「……正直苦手ではあるが、キスの相手が望むなら我慢できる」

「我慢できるってことは嫌なのよね。そう言うと思ったわ。ね、やらなくて正解でしょ」

　そのとおりだ。

　キスというのは愛を伝えるためであり、他人に見せつけるためにやるのではない。

　そうこうしていると目的地についた。

　ゲイボルグの解放形態が直撃した場所だ。

　ディアがてきぱきと指示を出していた。銀髪で美しい彼女はよく目立ち、すぐに見つけられる。

　しかも声まで美しくよく通る。

「赤い屋根の下に二人埋まってるよ、一人は赤ちゃんみたい、今の作業をとめてそっち最優先にして。そのあとは、そこから二軒北の建物。埋まっているのは一人。足が折れてるから添え木の準備を忘れないでね」

　さきほどから土属性の探知魔法を使い、生き埋めになっている人を見つけて、周囲に指示を出していた。

　作業している人々のほうを見るとタルトがいた。

　大粒の汗をかいて、金色の髪をなびかせながら大きな瓦が礫れきをひょいひょいっとまるで発泡スチロールのように持ち上げてどけていく。

　ただ力任せにやっているように見えて、風の魔法を併用しているようだ。

　そうやって大きな瓦礫をタルトがどけると、ムルテウの人々が細かな瓦礫を取り除き、デリケートな作業をして人を助け出す。

　まるでタルトは重機扱いだ。

「あの二人がいるのといないのとでは大違いだな」

「ええ、本当に助かっているわ」

　マーハは自分の手柄を誇らない。救助隊は彼女が手配したものだろうに。

　救助した人間の搬送と受け入れ先まで滞りなく用意されている。

　マーハでなければ、ここまでそつなくできない。

　俺は二人に近づく。

「頑張っているな、俺も手伝う」

「無事で何よりですっ、ルーグ様なら大丈夫だって信じてました」

「私も心配したよ。それと、あとでお説教するからね！」

　タルトもディアも作業の手は止めない。

　俺の無事を喜びたいところだが、彼女たちはわきまえている。今は人命最優先で作業を止めるわけにはいかない。タルトのほうは俺に抱きつきたいのが顔にでてしまっているが。

　ディアに探知済みの区画を聞き、効率のために作業分担をしていく。

　図面に書き込みながら話をする。

　これなら作業は止まらない。

「どうやって来たんだ」

「浮気癖があるルーグを追いかけるために、火と土の属性でも高速移動できる魔法を開発していたの。早速、役に立ったよ。燃費が悪くて休憩しながらだけどね」

　さすがディアだ。そんな魔法まで作っているなんて。

　動機が少し怖いが。

「作業が終わったら、いくらでも話を聞く。それとありがとう。ディアの魔法がなければ狙撃は成功しなかった」

「説教は明日でいいよ。マーハのこと、タルトから聞いてるから。私たちはいつもルーグに愛してもらっているのに、こういうときに邪魔をするほど、私は嫌な子じゃないよ」

「悪いな」

「うん、悪い。でも、そういう人を好きになったから仕方ないよ。じゃあ、ここからは分担作業だね」

　ディアがいるから、三人も恋人がいてもうまくやれているのかもしれない。

　そう思いつつ立ち去る背中を見ていると、ディアが振り返った。

「あとね、許すとは言ったけど、今日一日、マーハのために使うのを許すってだけで、私を置き去りにしたこととか、いろいろと文句はあるから、ちゃんと後日しっかり言うよ。覚悟してね」

「……わかった」

　ケーキ、忘れずに買っておかないと。

　ディアが一番好きなケーキは被害を受けたのと反対の区画にある店のものだ。

　明日は営業をしているといいが。
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　それから、救助支援の仕事はそう時間がかからずに終わった。

　ディアと俺で効率的に被害区間の探知を魔法で行ったし、大きな瓦礫をどけるのにさほど時間はかからなかった。

　あとはムルテウの人たちでやったほうが効率的ということで任せる。

　ディアとタルトは宿をとったようだ。

　俺とマーハは、俺がムルテウにいたころ住んでいた屋敷に向かう。

　二人きりだ。もうすぐ日が暮れようとしていた。

「思ったより被害が少なかった……あの槍やりなら数百人は死んで、怪け我が人にんは千人以上を覚悟していた」

「そうね。今のところ、死人は五十人程度。怪我人はその三倍ってところね。もしかしたらもう少し増えるかもしれない。多いけど、あれだけの攻撃の割には少な過ぎるわ。それにね、死人や怪我人はほぼ全員、建物の倒壊に巻き込まれた人たちなの」

　それを聞いて、とある仮説が確信に変わる。

「ゲイボルグの二つ名は必中の槍。能力解放して投げれば必ず当たる。それは、空中で撒まき散ちらす無数のトゲも含めてだ」

　撒き散らされるトゲの一つ一つが必中で魔力持ちでも致命傷を与える威力。あれはもはや対人の武器ではなく対軍用の兵器と言える。

　だからこそ、ヴィコーネ領での戦いでは猛威を振るった。

「なのに、無数のトゲが一発も人には当たらなかった……おかしいわね」

「おそらく、当てなかったのだろう。必中で放たれるなら、その逆もできる。セタンタなりに筋を通したかったのかもしれない。一発目は俺に対する脅し、脅しで人は殺さない。もし、セタンタが二発目を投げてたら、こっちの想定通り、数百人が死に、千人以上怪我をしたはずだ」

　はずという言い方をしたが、ほぼ確信していた。

「思ったよりいい人かもしれないわね」

「いや、数百人を基準に考えるからおかしい、五十人を殺した大罪人だ。彼らは死ぬ必要がなかった人たちだ。けっして許されない」

　五十人、その人数はけして無視をしていい人数ではない。

　それぞれに人生がある。

　そんなこと、転生前は考えもしなかったが、今ではそれがわかる。

「たしかに、その通りよ。国とか街とかが滅ぶ話をしていたから、私も感覚がおかしくなっていたわね」

「それより、救助活動していた中に、見知った顔が多かったんだが」

　その言葉を聞いて、マーハが薄く微笑ほほえむ。

「オルナの子たち、半分ぐらいは休暇を断ったの。もと孤児の仲間はほぼ全員残ったわ。私は何も言わなかったけど察してくれたみたい。力になるって言うから甘えたの」

　ムルテウの人たちによる救助活動の中、精力的に働くオルナの子たちを何人も見かけた。

　彼女たちは、観光地の旅館に逃げているはずだったのだ。

「マーハなら、無理やりでも追い出すと思った」

「そうしたいけど、ルーグ兄さんは私が逃げずにムルテウのためになにかしたいってわがままを聞いてくれた。なのに私が無理やりあの子たちを追い出すわけにはいかないでしょ？　でも、あの子たち、明日には旅行もったいなかったって愚痴るでしょうね。あんな場所、一生に何度も行けるものじゃないもの」

「行かせてやれ、今回は裏事情なしで。……マーハも一緒にな」

「そうね、そうするわ。甘えさせてもらうわね。平和になったら、前以上にオルナは忙しくなって、お店を閉められなくなっちゃうもの」

「そうなるか？　今回の傷痕は大きい。死人こそでなかったが。魔族に襲われたというイメージを払拭するのは難しい」

「そうするのよ」

　自信満々に言う。

　けしてたやすくないが、マーハなら、いやムルテウの商人たちならやりとげてしまいそうだ。

「そっか、がんばれ。なら、なおさら今のうちにしっかり羽を休めないとな」

　やむを得ないこじつけでの一週間休暇だったが、それを与えて良かったと思う。

　オルナの中核メンバーは、俺がマーハと出会う前から、子どもたちだけで商売をして絆きずなを深めてきた。

　その絆がオルナの成長を助けてくれた。彼女たちの頑張りに少しでも報いたい。

「でも、旅行は明日からにするわ」

「今日は馬車が捕まらないだろうな」

　この騒ぎでパニックになって逃げ出す住民も多い。

　これだけ魔族は倒されたと噂うわさされていても疑心暗鬼になっているのだ。

「違うわ。今日はルーグ兄さんの時間を独占させてもらうって約束よ。タルトにだって、ディア様にだって、オルナの子たちにだって、邪魔させない。私だけのルーグ兄さんでいてくれるのよね？」

　妖艶な仕草で俺にしなだれかかってくる。

　どきりとする。

　本当にキレイな女性に育った。

「ああ、俺もマーハのことだけを考える」

「うれしい。改めて、無事で良かったわ。ルーグ兄さん」

「マーハこそ、無事で安心した」

　さきほどは観衆がいたせいでできなかった、互いの無事を喜ぶキスをする。

　いつも俺のために尽くしているマーハ。

　そんな彼女に報いるためにも、今日は俺のすべてをマーハに尽くす。

　そう決めて、家路につく。

　懐かしい、俺とマーハの屋敷だ。

　もしかしたら、あの家でずっとマーハと暮らしている、そんな人生もあったかもしれない。

　そんなことを考えながら、懐かしいもう一つの我が家に帰還した。







あとがき




『世界最高の暗殺者、異世界貴族に転生する８』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『月つき夜よ　涙るい』です。八巻では終幕に向けて伏線をばんばん回収し始めています。

　実はこの巻で大暴れした彼の正体は一巻から決まっていました。本当はこの巻でルーグのＤランクスキルを出したかったのですが……次の巻のお楽しみに。

　八巻で描きたかったのは、ルーグの弱さとディア・タルトの強さです。今までの積み重ねがあったからこそ書けた物語でお気に入りです。アニメ二期ももうすぐですよ！

　また、久々に新作を出しました。『捨てられエルフさんは世界で一番強くて可愛かわいい』。もうすぐ二巻が出ます。大好評でコミカライズも始まっていますよ！　ぜひ読んでください。
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